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私の歩んだ英語学習の旅

近 藤久美子

1 英信との出会い

夜、がはじめて学校で外国語を学んだのは，中等学校に入った12歳位の時

であるから，もうω年近くも経っている。細かいIJj:は殆んど覚えていない。
先生が非rlï~...こ発行のきれいな方で.米国の大学て・学ばれた方であった事を

記憶している。 rJヨ等学校にしては立派すぎる方であった織に思う。だが生

徒はまだえIJ¥'、し未熟だから.法礎のうちでもほんの法礎的な市を学んだと

いう印象が残っているだけである。

やや組織的に学んだと思うl時期は，17歳でInj削の英語を専門にする津田

英学教で 4~fo r:lJ学んだ時であろう。しかしふり返ってみて，それも基礎的

なllj:であったと思う。この私の行った学校は.迎5日jl:IJで， 251時間の授業

のうち始めの3年間は，18時間が全部何らかの形で，英語にかかわる勉強を

させられた。最後の 1年間が週25時間のうち， 15時間が英語にかかわるもの
タ'A

であった。外国人の先生と日本人の先生から教えてTJiいた。常に少数の級

で，丁寧に教えて頂いた。
HA  

あとになって悟った事だが，語学の級は小さくなくては効率があがらな

いものである。この少人数制は語学教育の基本的理想であろう。有難い事

に，私はこの学校舎で少数のグラスて'教えて頂いた。昭和の初期に既にこの

学校では，この理想的語学教育を与えていたのである。この学校で基礎的." なiJj:をみっちりたたきこまれた。予習をしないでは級に出P古出来ない様な
しくみであった。さされる順がすぐまわってく るし，逃げもかくれも出来

なL、からj恥をかかない為には，予習をしてこなくてはならなL、。も し私に

勉強させるものがあったとすれば， このJIGを知る心が一つの動軽量かも しれ
ク'A

ない。少人数時IJの級が私に与えた倫理]観かもしれなし、。それと，英語を学

んでゆくうちに国際的な問題に興味を持つ様になった。 言築はその国の人
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の留学の表現であると悟るに至った。そして.この国際的なi)¥1心が私に英

語を勉強させi泣けたのかもしれなL、。
私は，はじめから英語が得意であったわけではなし、。当時|円制度下の女

子の日符教育界に往つては，この学校をえらぶしかなかったし，中等学校の

先生のおすすめもあって，この学校に行ったにすぎなし、。だからこの時の

語学との出会いが，私の一生の運命をきめる一つのかぎになったのかもし

れなし、。

この大学での話学の勉強は私にと って試行錯誤の述絞に他ならなかった

が，折々.しごきにも似た様な勉強をしいる学校だなと砿に感じさせた時

期があった。私が未熟だった為であろう。だが.やりMlめたからには初心

をftこうという気持と卒業できる様に頑張らねばならないという覚悟だけ
はどこかにあったのかもしれない。

しかしながら卒業してみると.4年[iJjというのは.まことに短いもので

あった。そして，私の語学力はまだまだ貧弱だと痛感していた。そこで，

もう少し勉強を続けようと考えていた。それがfli学である。

2. 三度にわたる米国留学

私の人生て:.:f1.f主3度米国へ行く述命になった。その一帯Mlめは卒業し

た年の附稿112年 (1937)のl:J]:である。 この年の7月.夜、はλ タ γフすード
大学で1mかれていた日米学生会議に学生t:.代表の1人としてiJ:¥lli';し，このあ

と同大午で勉強するつもりであった。 しかしこのH寺，すでにiliりくる戦争

の気はいがあり，家族の心配を抑しのけてまで外国でc'vs"を続ける!I1'は当
時の私には不可能であった。:fl.は心ならずも学業の半ばで仰向するll]:にな

ったが，この頃に受けた米国での印象は私にとってまことに強烈であり，

今でもなつかしく思い出されるのである。仰向後も押くの11¥1.H故かガー

デニアの怒りと，ガソリ γの匂いをかぐと，アメリカの街角の姿が私の断

裂にi男くのである。カノレチュラノレ ・ショ γ クなど.1"J一つ感 じなかった。

若かったから，彼らの文化にすぐとけこめたのかも しれなL、。第 1回の波

米は学業の中断とし、う事以外はまこ とに快適であった。

2度目は，戦後の昭和25年(1950)の711'である。この2度円の1時は，夜、

はすで寸乙語学の教師になっていた。今思えばこの"寺が在、にとってflI学らし

い宿学を したi時JUJであり，私が一生の中で一帯勉強したH寺がこのi時JVIであ
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った。この時j切に勉強したヲHが，今日の夜、の五II命を決定したと思う。 WJ論，
12JI量から始めて.17歳から21放のl時に日本で学んだ;l&礎的なものを土台に

して最初にアメリカで勉強させてもらった事が，大いに役にたった。また，

その後英語を教えながら学んだという事が実力をつける原因になったと思

う。突に，教えるとし、う事は学ぶことでもあるからである。

3度日の時は，昭和41年 (1966)のす1):で，このH

t教宣綬として'米国の大学で教師としての仕事を 2年間したわけであるが，

このH寺も勉強をさせてTJh、た。私がはっき り言える市は.3 JJrとも，外国

で英会J1iが上手になろうと思ったヲIH1一度もない，という点である。

在、の考えでは. i1.~礎さえあれば話すという ヲI~は，その闘に青1(花している

うちにII然に話せる隊になるものではないかと思う。それよりは読む事で

ある。 M;llを使いながらTIl)1に読むという点である。そして升〈事。これ

はーI:m-.タて・出来るものではなし、。l時11¥]はかかるが，多読・新設以外には'"tfi:

'''iにぬきんでる為には手がない綴に思う。英会話は，場放をふんで訴す機

会が多ければ自然に慣れてくるものではないかと思う。多くのi11物を読ん

だτH.体力の続く|浪り読んだTIJ.これが弘のJfllとなり肉となった，と今では

考えている。 H 先だけの英会話だけの勉強iは少なくとも私には何の~Î)に

もならなかったと思う。3ωO(代tまてで，の11

たと!忠よlわれる。そして，それをそのあとまで制11々 ながらも続けたという事

以外には考えられない。私はII分に話学の才能があるなどと思ったすIj:はな

い。今でもそう思っている。こんな年になってまだこれ位かと，いつも思

う。 m乍の勉強はーーなんでもそうであろうがーー やればやるほど奥深く

て.これ位でよいと盟、う時はない。::J;!に一生の仕事 (Life.timeJoめでは

ないかと思う。

3 米国への旅の歴史

(1) lI!l和12年頃一一船で太平洋を渡る

V.の中ill:で，運命とも云ーうべき 3度の伺学を段階を追って;寄ってゆくと，
人的旅の!骸史の様なものが浮かんでくる。

戦前に1斥ける海外への旅は「船鮒」に依るより他なかった。11?l和12年の
"' '' 7' :'':'' ~''' 

~!f航は船で行った。陥浜港を IH帆して黍 干名へ才fくのが.ハワイ経1'11で

2 ;凶::¥1.シア トルにi(¥行するのは12円1:¥1かかった。もしヨーロッパヘ行〈
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とすれば印度洋を通り.A エズ運河経由で40日乃至45日かかる。

2度目のl侍は，ギャリオア (GARIOA)に依るfiI学で，戦争の傷跡がま

だ生々しく日本の各地に見受けられる昭和25年 (1950)の'Il'である。大体
がまだ船に依ったが，我々は単葉のプロベラー機で渡米した。この飛行機

マッツ (MATS)は，米国陸軍の軍用機で.約40人伎が乗れるだけで，束
、，伊ヲ';'10''"'，" ‘~. 

京から桑 港まで，三段とびで飛行するもので，一気に大陸に着陸でき

るものではなかった。飛行の所用1時間は241時間位。当時の羽m空港ーはまだ
米軍の基地であって，米軍のカマポコ兵舎が点々と散在し，ベンベ γ草が

生えている物寂しい所であった。今日のエ7・ターミナル ・ピルなど存在

しなかった。

3度目の時は昭和41年 (1966)で，この頃には飛行機は大1'1化され，今

日と同じ位の安定度，同じ位の速さで太平洋を一気に飛ぶジ十 Yポ機であ

る。しかしこの時もまだ機内で映画をみせるという程のものではなかっ

た。 1980年に小旅行をした時は，機内で「男はつらいよJなどの寅さんの

映画などをみせてもらった記憶があるが，明和41年には，まだl快阿はなか

ったが，速度も安定度も今日のそれとあまり変りはなかった。

とにかく ，こうした旅の乗物の変革は，そのまま世界の進展度と正比例

してゆくのであるが，定、の僅かな70年に近い生涯で，物凄い変革がなされ

ている;1.を痛感するのである。
昭和12年のl時l?::.乗った船は「浅間丸」と L、う船である。この船は当時の日

もようよう

本の豪恭客船の一つであったが，戦時中.徴則されて沈没してしまった。

闘のいけにえとなった船の一つである。 合拡したい気持である。

きて. 2週間かかって太平洋を渡る船貨は， 当時エコノミー級で8∞ 円

位であっただろうか。 1ドルが2円位の時代である。当時大学卒が月給50

円位であったと思うから.8∞ 円という のは大金である。10門だすと上等
"C 

の着物が買えた。当時市電というのがあり，東京の!日市内の端から端まで

7銭て'行かれた。また円タクというのがあって，これも旧市内のすみから

すみまで，例えば駒込から銀座まで，あるいはi'fILi辺まで 1FIで行かれた時

代の請である。円タクに使用していた事はフォードであったと思う。今日，

困1[1というのは省線と"い，最短距離5鍛，次の区間が10銭.15銭.20銭，

25銭という具介である。当時のアメリカの相場であるが. 2ドル. 3ドル

で普通の華ftがnえ. 10ドルも出すとイヴニ γグ・ドレスが買える。私は生
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きた?ユの子供のつがし、を， ロス ・アンヂェルスの動物園の近くのアリゲ

ーター ・ファームで， 8ドルでnった思い出がある。有けん1ヶが，7セ
ント位であったであろうか。ウルウオ-^などという10セ γ ト・ストアと

いうのがあって，そこへ行くと安物の陶然などが並べられてあり，メイド

・イy ・ジャパンCMADEIN JAPAN)と¥.'tかれてあり，日本からの輸入

品は安物の代名3司の憾に言われて.何か厄!!尋を感じないわけでもなかった

が.とにかく軍事大国への道を歩みつつあった日本は，ifiviiiで三大強固，

五大必闘の一つであった。昭和12年頃の事である。

31立にわたってでかけた海外旅行の交通機関に，生きている|切に大変動

を体験したので，その事を投いているうちに交通切に思い至ったl時，日本

の物価lの制1ill1とも思い合わせて.その'Jj:にちょっとふれたのてvあるが，戦
flíjの Anに依る旅はその時代が長く続いた。当時秩父丸とか， 浅 Ii，~丸とか氷

川丸などという船は豪華客船であって，船:J:'lは当時 1，αm円単位のお金が
かかるのであるから1(1:民に簡単に手の届くものではなかった。今思えば莫

大なお金である。

出発した時は，この年から僅か 4年後に日米が柑!被うであろう事は夢に

も与えずに，.f[.はまず日米学生会泌に出j市したのであった。そして会議後，

'I!i <アメリカで快適に過していたのであった。学校でもよく勉強できたし，
A<-J，.. "'1"1 

アメリカの家 出の中でも不愉快なlJj:はトI一つなかった。私ののんきな
i'l:絡によるのかもしれない。

(2) 1111和25年頃一一単柴のプロペラ機に点って

2度Uの昭和25年の折は，IJH，白ががらりと変っていた。まずこのl時は終

戦の5年後であり，最初の渡米のi時から13年経っていた。 て'かけた25年に

は日本はまだ独立国として認められておらず.マッカーサー元帥の治下に

l白かれていた時代である。米国国務省がギャリオ7の一環として人物交流

;il-j@というのを打ち出して，日本の大学卒の35歳迄の!JJ女に試験を した結
栄，ア メリ カの大学に留学させてくれるというもので， I昭和24年11月3日，

文化の日に発表があり，その年の12月に一次，二次の試験を施行，合絡し

た男女がfll学 したわけであるが，夜、は幸いその-i~にì:i!lばれてでかける事

になった。そのl時に乗ったのが，マッツというlli集のプロベラー機であっ

た事は11ij述した通りである。

日本は戦争直後は，まともな船は一隻もなく沈められてしまっていた し，
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無論.飛行機などというものはな L、。日本は敗戦凶であり . 見Ü~(はまだ復

興していなかった。弘自身， あり金をかき集めて'nった10Þ~ もない様な家

にfEんでいたし，泣訴も持たなかったl時代である。この単柴のプロベラ一

機は米軍の隆平機で，当時の米軍l.!iJ也の一つであった，;TJU.Jからこの機が

Jr~ぴたつのであるが，この荒涼とした感じの.M; J也から ， り;1物を両手にもっ

た状々が何物ごと口ブJを;;1られ約40名が乗りこむのである。機は太平洋を

一気にMベる γロモノではないから， 3 段とびでJI~ぶのである。

今，IJ.~.うと， 'J~Ujか らとんて日般事1)に必附したのがガムぬであり一一これは

私のtii:iJllJて'ある一一当11与は米半の機衝をilJi.らす・Jiの11¥)j(ないl時であるから.
どこにぷー附するか.知らせるという事など無論なし、。ガムμと想像したの
は.明け方.，{}陸後"卓く の海岸の伴辺i二俄*の妓古川、がsT.台，波打ち

l採にうち上げられていたからである。そこがどこであるかを知らされる事

もなく，数H寺|削かかってこの機が整備されると，またJltびたった。

次に_.trl"、たのがハワイである。ここは13年前期}て'米て上l捜したからすぐ
ひとやr

j:IJった。ハワイで一休みして，さらに81時IUIかかって.{i-l"、たのが桑港のス

ーザ :/'!l"泌である。整 ~iii に'l!!-した時間を人れず， JI~行1時 I i\ Jだけで241時間位

かかって太、ド洋を飛んだのだと思う。当時アメリカという図でさえも単誕

のプロベラ一機が佐川l されて いた。 無論 JI~行機以外に品目もú!!川されて L 、

た。 'H川が日本の空港として整備され，エ7・ターミナノレ ・ピノレなどが出

米たのは，11m司130"I'Jj'jであろうか。

(3) 11:掬141年頃一一 ジャンポ機内で汽'Iiの))1<を憾しむ
3/.!tnJ!11ちl昭和41年(1966)の折は，パン ・アメリカンの大押!のジャン
ポ・ジェット機であった。もはやプロヘラー機ではなかった。極めて'Ji:.定

l立の ~':j l"、航空機であった。この後，航空機は日に日に改良され， 新んど誰

も船で外!司へ行<'Jffl忘れてしまったかの様て'あった。

その後， 1970年，19781f， 1979年，1980年と飢光旅行をしたが，機体は

ますます大型化し，機内でl決幽もみせるという代物に変った。感無量であ

る。

しかし.今振り返って思う のに，戦riijの船旅1.1:楽しかった。ハワイ経山

で2週I[[Jかかったが，太平洋の海の色の美しさや，鯨が沖1を吹くのをよ童く

から眺めたり ， 船出のデッキに立って，イルカ の大ni が船を.iúって泳 く，.~

を眺めた旅は，まことに快適であった。しかし[JL今，ジェット機で飛ぶ (~
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りに，昔の様に船旅を楽しもうとしたら.その:l'tJTJは飛行貨の数十倍もか

かり，手の届く所ではなL、。背を今になすよしもがなである。

旅の<J~ といえば昭和26年，留学中の復活祭の休暇中.2週間程を私は汽車

でアメリカ大肢を一閃した思い出がある。あの汽111の旅も，あれが最後で，

2度とはi米ないものになってしまった。その後，アメリカでは鉄道は完全
レやよう

な斜陽i!t~誌となり，貨車輸送だけになってしまった。アメリカ国内も ， 人

をiillぶのはパ旦とジェットにとって代ってしまった。高度の文明国，アメ

リカの文明jの回転の早い事に焼くのである。

WIIの旅によるアメリカ大陸一周のJf((に.当時払は 169ドル程支払った

と，IJ!'?。どこの釈でも自由に采り降りできた。前も って来降したい駅名を

3ってもI}きこんで CBooking)おく のである。加州のオークランド市を出

発， ソールト ・レイクなどを経て， シカゴまで迎んでくれるキャリフォー

ニア ・ゼッファ〈西風号〉とし、う特急があり，この汽車は2階建で. 2階

に上ると. 3 uuがガラス張りで風1;cが見えるという仕組みになっている。
ヴスター・ドームCVISTA-Dome)というのである。全公がF与し、所からー眺

に見渡せるのである。この西風号は，オークランドーシカゴl悶を5印刷i]l(立

で走る特('，である。また南部のニュ ーオリ -'/ズからロス ・7'/ジェノレス

に至る特急で， サンセット ・ リミテッド〈夕陽特~I.) というのがあった。

これは，その間を7211寺!日1位で走るのである。
私はいつも安いコ ーチで旅をしたが，汽111の旅はあまり疲れる事がなか

った。食:!:!;111にひんぱんに行く事をやめれば，かなり節約ができビスケッ

トや果物を持ちこんでおけばそんなひもじい思いもしなかった。汽車の旅

では，途中の風景がよく見える。大陸をみるのは，これが一番ょいと思っ

た1]Jもある。高い飛行機の中からは，その土地の<]Cはよく平IJらなし、。汽車

かパλで行くと田Iの様子や途中の風景がみえて楽しいものであった。アリ

ゾナやヰヴァダを汽率で通った時，何万という野生の小鳥が砂けむりをあ

け・てつっぱしる姿をみた。またm信位の燥にみえたシヤボテ Yの林立もみ
た。物すごい雄大な . ~々たる山もみた。大きなおおきな世界を感じた。

4. 1950年頃の米国の大学

A 祭のこと

「ギャリオアJCGARIOA)と11rガグァメント ・エイド・アγ ド・リリー 7・
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イγ・オキュパイド・エリアズJ(Governmenl Aid and ReJief in Occupied 

Ar田 s)の省略された名称て'ある。これが2年後には， フノレプライト ・ファ

ンディショ γ(FuJbrightFoundation)に変身するのであるが，このギ十リ

オアによるフェロウシップ (FelJowship) を百1~ 、て私が昭和25年以後留学

した大学は，桑港から50分程北上したオークランド市にある西海岸に於け

る名門の女子大学であった。私が特にこの学校を希望したわけて'はなかっ

たが，兎にftlこの大学に絡を位いて，勉!屈させてl到qrになった。

この大学は全f.lH，IJて:， 150乃~2∞ェイカーもある。己:t生数 6∞人足らず

にしては大きなキャンパスを持つ大学であった。この!よいキャンパ見に五

つのf.lと.大学院生の1.，の貨が点在していた。 lエイカーが約1おOTf位で
あるから，日本の学校とは比較にならないスケーんと，1，Hわぎるを得なし、。

キャンパ見 l付には丘もあり ，池もあり ， tl1もあるとしづ J~合で， 校内でピ

クニッ FがU:.:Kる。無論，テニス ・コー ト， プール，ゴルフ場も釆1品川の
.，..，.-< ... 

.I，!~場もあるという Jよさである。校内には郵便局もあり，礼拝~もあり，本

hlもあり，文1Jj.Jtもnう事ができる。学校全体が一つのコミュニティ (Co・
mmunity)になっていた。勿論，図、虫館もあり，コンサー ト・ホールもあ

り，美術品を以示するギャラリーもあり，大成立もあった。学生数が6∞

人[立であった，jrを思うと，かなりせ.いたくな規模の大学:であった。

弘はエセノレ ・モア (ElhelM∞RE)という l王の上にたっf.tの一部泌をI)'i
レた。調1Mは日 ノドの __:.lJit ど ζ ろのホテルの一家位のll~ さで，必2t(なも のが

設Viiiされていた。お風品に人るl時だけが， )叫Iの場所を使った。この部屋
も:fL、には大変ぜいたくに思えた。

この:f.!は，エ七ノレ ・モ7 (ElheJ M∞RE)の名が示す級に，丘学中死亡
したエセルの紛が.彼女の思い出に，学校にこの'f.lを寄付して，この名が

ついた。他にも，メアリー ・モース (MaryMor日〉という:f.!もあったが，

これも同じ様にメアリーの両親からの寄附に依って11¥米ーた寮である。この

{山に，オルニー (OJney)とかオチ十一ド ・メドウλ(OrchardMeadows) 

とか， ミノレズホール (MilJsHalJ)などの名局、のf.lがあり， どの放もすべ

て何らかの意味をもっているのである。

米国の私立の大学は，あるi時JUI アメリカ の大l~( ~正が 'I;f付をして建てられ

た迎造物が多L、。米国のかつての非%。な立かさが，これらの物に現れてい

る。 1937年当時，私が住んでいたパロ ・アルト (PaJoAJto)にあるスタンフォ
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ード大学も，当時の鉄道王リーランド・スタンフォード(Le混乱landStanford) 
日>7

がその息子の思い出にたてた大学である 11~を知れば.米国の倒人の財産の

凌さに驚くのである。しかしスタンフォード大学は米国に於て，その一例

こすぎなし、。

米国の大学は御承知の僚に，学校は9月に始まり. 6月初旬に終る。私

が行った大学は9月20日過ぎに入策.9月末頃から綬撲が!If:iまった。 12月

初旬に冬休みに入り約lヶ月の休みの後1月5日頃同び学校が開始され，

その1/i1に中lill試験があり.1月A<に学j切試験があり. 2月に2学却lが始ま

る。4月はじめ頃に復活祭の休i肢が2週IlJJ，5月の木に学年本の試験があり，

6月初旬に卒業式があって約3ヶ月の夏休みが始まるのである。学校の絞
(13)民〉

業のあるWJJ:JJをセッションの期間lというが.この|日hこカンポケィショ y ・
【集合〉

セレモニー (Conv血 alionCeremany)とかアッセンブリー(As民mbly)と

かがあり.学校の全!~が-~に会して議色4をきく*があり ， 式が行われる

*がある。学伎をまだ持たない4年:1iIIの学生を7:/ダー・グラデュエイ ト-

Rチューデントと呼ぶが，これらの学生は純白の1111. キャップ，白靴をは

いてこれらの集合CAssembly)に 1.lJJ市. 学位を持つ学生l';t!~~~、ガウンを;((，

それぞれの学{立を表わす幅の広い調'i:I~Jのベルトをれからかけ，房のついた

帆Jfをかぶる。これらの衣裳をつけた数段陣や学生が列をつくってしずし

ずと行進する儀式がありなかなかの~HIIである。 u、は米凶人の中に . r形」
というものを重んずる習慣があるのを感じとった。 r形」を尊ぶのは，占
レ伝統をもっヨーロッパ人だけではないのである。

B )J日装と食事について

米関の大学に於て. r形Jを大切にした、停に|刻lJjして彼らの服装の事を
少し述べてみよう。

普通，授業に出る時は，スカート ・ブラウス，そして匁ければカ ーデガ

ンといった安て'ある。今日，若い人が」宣るジーンズははいて行く事は持さ

れなかった。月ラック^はピクニックに行く時にはく事はあっても，平生
.d.<;d..(. 

ははかなし、。己主j去にI/(る茶会の時はアフタヌ ーン。ディ ーγ〈生徒の学監〉

先生による夕食会にはイヴニングドレスを必なければならなし、。この夕食

会は数回あるからその度に服装を変えて行くわけである。~内の夕食のl時

は大きな食主に一同が~って，全員鍋って食事をするわけであるが，必ず

そのliIjにパλに入るか.'/ャワーを浴びて服装をととのえて食事をしなけ
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ればならなし、。食'lrには必ず給tLがつく。これは学生のアルバイ トが交併

でする。学生には:手・生手帳 CStudentHandb∞k)が波されてあるが，これ
に依ると，例えば桑港へ出かける I時はスーアを~~Í"て帽子をかぶり ， 手袋を

持 っ て行〈 τIIにな っ ている。 こんなわけだから学生は大体30 ~TJ煩の服をも

ち.30flfi芳lの靴を持っているときいた。 l服装にふさわしし、中止をはくという

市であり . 服装にふさわし~、持物をもっという1Il:である。 これが1950年代

目~の大'下の伝統であった。学生はその行く先，目的にふさわしい怖好をす

るという市である。

さ!ill寺のこの大'芋の食事も，今思うと，fin市らしかった。 あのH寺代の毎日の

4ニューを-，Ifきこんでおけばよかったと忠、うのだが，当時は日常茶飯事の

事として片づけてしま っていたが.突に整然としていた。忠、い/1'，をたぐっ

てゆくと.';0111: 昼食.夕食とそれぞれまことに立派であった。桑港の近
くにあった大学だから.非常に勝れた中間人の"/;r， フを各授がやとってい

たのではないかと今になって想像するのである。ディナーは文字通り ディ

ナーで。フノレ ・コ一見であった。但しアルコール矧は一切なかった。水脱

日の夕食と日附!円の時がディナーは一括大きく .大変おいしい食事 がw
た。ステーキとかロースト ・ビーフといったものである。その他の夕食も.

ラム ・チ汗ツプとかフライド ・チキンとか，レヴァーの食市lTが交互に出て，
1''.11111円だけがサパーで簡単なものであり，イ世脱日はf(¥の日と決まって い

た。村食は，見パゲァティとかラヴィヨーレとかサ γ ドイッチにスープと

か， とびきりす品、しいハ γパーガー CHanbuger)，ウイズ ・パγスCWith

sUI1S)とか.ホット ・ドッグCHotDog)とかが出た。質もi孟も充分立派な

ものであった。 戦中，戦後の貧弱な食事にすIれていた夜、には続きであっ

た。

F111M円の';01の食事も忘れる引は出来なL、。この日Hld日だけは，学生はガ

ウ γをねま きの上にはおって食'~i に llJるIlî:ができる。 時 I l\j も 81侍から 9 時

という.ゆっくりした時Iltlで，普通の朝食であるト -Aトの他にパンケー

キやホット ・ケーキに上等な焼いたソーセージがIJIIわり，これがすこぶる

おいしかった。飲物も平生は， ミルク，紅茶，コーヒーだけであるが， 日

間円には熱レココアやホット ・チョコレートが加わった。後で知ったIIIだ

が， この大学での食事は質 ・ 五1 共に勝れていた I，'，~、で ， 米国の大学でも指折

りの学校の一つであった。
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大体. u本の大γ:は教室は立派でも.ヴ生のfU';'ゃtt、Iiはかなり 11弱で
ある場合が多い様だが，この全策制の大学は教室よりも ， ヂ~Eの学生のfI

J，';'や食事をi1l必な事と考えていた綴である。l刈.'H!l:もま4とに見事であっ
たぐ、

た。こう した迎いは，経験した']1:のある人でないと いlってもらえない知の，

((常ぷ飯事の生活の中にあるのではないかと思う。こうした日'ぷ茶飯事の

'j(がらをm悦し，そこにお(12を1止っているといったあり方はこ こで科した
恒のない人にはいく ら結っても 1'11って もらえない部分が，この大学にはあ

った。今にして..u.はせれ、経験をさせて凶いたと感じているのである。

C 終業について

学校119JJょに綬業に人る:1'(は前述したが.511制でとる単位にf/<って.

必ずしも毎日'芋校へ行くわけではなL、。 11(三r:aに30タレデッ 1..4年!日lで
1201i1位以 1:取らねばならないo .fl.は授業lこは'Fliiiだけの事もあり，午後だ

けの11与もあり.迎に3日i立綬梁に出た年もあった。教室に行かないFIは.

凶.'H!l:か.i'I室で勉'illしていた。大体毎.;VJ711寺lι起W.1!i12'時に就味。食
事と綬;業と守 to風日に入札ねむるヲIrを除L、ては，絶えずHらかの形でみ;

とノートをliiiにして勉強iしていた。これが.学校内て・のAL.の似日の口諜で

あった。フェ ロウ ゾ γ プ (Fellowship) をm ~ 、ていたから.1車Z

パイトの必必ト1必tiはなカか、つた。フェ ロウシ ップ(Fellowship)とはこの場合，令:

1<<i支給である。多分年1/114α)()ドル.日本のお金で.当時 120)]'1'](.立が支給

されたはずである。 セッショ:/(学校のJ受業のあるr:¥J)"1'は1日1ドルの
~ "IIで . な い時には 5 ドルの'剖て'えー給されたから . ぜいたくをしない|肢りは

ー| 分であった。本代も 75 ドル{立国いたかと思う 。 AJJI!fにも ftiいた L1T~い

がであった。払が比較的ゆ っくりするのは ~~PM n の午後からその日ねむる

H与迄のH寺1/¥1-('.土PM. 日脱も勉強して過した。在、の一生の巾て:f"pjfにも紛

らわされず，妨げられず一番学1i¥1に没頭山米た時JVJであったと思う。勿論，

休暇中.'Ilが I'/Uîi されているr:nは旅行をしたり ， 米国の友人のPJiに骨I~伝し

て過した。
3・，，;;，--

学校がIlfiまると.まず年H1Jの }告を波される。それに依ると，学校がIlfi

まってから.riくして，まず来るのが11月ぷの感謝祭の休'IU.その後が12
JJ初旬から1月初旬までの約1ヶ月のクリ ;t.."7;/..の休暇。そしてやがて 1

学JVl試験があり.2月早々に2学JVJが始まり 6月初旬で大学の授業は-li:、

終るのである。アカデミッタのJVJlUlは8ヶ月と与えてよい。その年n¥1のあ
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いだ，へイデイ ・プレイデイ (Hey-day，Play-day)という，日本の体育祭

の様なものや.ピクニック ・ デイがあり . 金日I~ 日 のイ丸校内の丘の様な山

に笠りキャ γプ・フγ イヤーをしたり.運動競技などをして週末を過す。

また.前述したが召集 ・集合と言ったものがあって全日，服装を整えて全

u集合 して，有名人の議演をIlfJいたり，夜は音楽会，コYサートなどもあ
り.私は今でもんピンシュタイ γという名ピアニλ トの演奏を校内の音楽

~:tで聞いた'JJ:を思い出す。

この学校の貯に関して思い出す事は授業に以lする年11¥1のスケジュ ーノレが，

その学部で.それぞれ手波されるのだが.そのスケジューんは.みっちり

と組んであり， 阪大なものを読まなければならない燥になっている。恐ら

く。たまには休説もあろう。とても.これて手全部を.附から隅まで読み通

し，講義が進む筈もなかろうと.たかをくくっていたら大まちがいであ

る。 1 日たりとも休日時などなく . ある 日授業が全洞l終 らな くても . 次の~

はそれをカグア(Cover)し，全部. 子定通 りに終るという事である。突に

エヰルギッシュに授業が.iffiめられているのである。従って火山.自について

行こうとする学生は.&もねないで勉強してゆかねばならない程のおーを読

破してゆかねばな らな し、。米国の大学が~I寸tに股大な此の本を読ませるこ

と.クイズという小さなテλトが始終あるτJHi.噂をIlllc、て御存知の方が

あるとは忠 〉が、:Ji際にこれほどとは忠わなかったf.l.勉rJ!主させられるわ

けである。iti凶も多いので.怠けている学生は絶対に巾伎はとれず.脱法
してゆくわけである。実際に何人が脱治していったかは，本人と学校当局

しか知らない事になっているので， !，!，は)民務者がいたか，いないか知らな

いで過してきたが，日本と違って，入るにも;しく.出るτJHi重量しいという

のが.氷1司の優秀な大学の実体である。

5. ~宿学習のありかた一一ー原典を忠実に糟続すること

さて，日本の学生にと っては，英語は外凶"'fiであゐから.日本でいくら

:1¥.:1<ても，俊秀であっても.アメリ カで.英語を基盤にして学n:Jをしてゆ
Aピード

くに当っては，その読;:'Jの速度がそれを母国訪とするアメリカの学生には，

Y千通なやり方ではかなうものではない。

f[.は，日本人の学生は彼らの，/'の旦ピードだとJぶっている。読3の速

度が，/'の人もあるかも知れない。早くて，/'の速度とすれば，彼らが2
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時間で読み終えるものは，その3倍の6時間はかかると思わなければなら

ない。そして， どの位深く正確に内容をつかむかという事になる訳であ

る。 1週間に一つのコーエで2∞頁位読まされる事がある。そして，それ

が3人の教授についている場合，6∞ 頁伎を 1週r:II内に読まねばならない。

それも楽しL、小説や.推理小説の様なものならまだしも.学院1的なものを
読む場合にはー聞のテキストの背後にある区大な参考í~ICReferenceB∞k) 
をも説まねばならないから，その為には時間がかかる。ある時には， 閉じ

るiiijの図{時間';に走って行って，その参考在?を{i¥"り出して米なければならな

い。必死になって読み終えて.夜明けになったと2うll"fも幾度かある。
そういうわけであるから，もし自分が勉強している市に興味がなかった

ら，とても続けてやってゆけるものではない。弘は幸い，1'1分が選んだ勉

強iを楽しんだので，k.i:ける事が出米たのだと今では考えている。

中UlI試験の{自に，各学JUIの終りで， If(~な試験が 4 図ある。文学を専攻

している"i"'EI'1最後の卒業試験には.イF学 4年unに読んだ本の全f官ト-4
~ :忌 7-

年生のH与， 1年間読んだ本ではない一一4年lillの総決算たる全部から試験

される場合があり，最終学年生になった 4年生の始めに.つまり卒業予定

の l年liijに全郊の本のリストがプリントされて波されてあるから.それを

~mIVJíに入れて ， 試験に臨まねばならない。 n本から行った学生で「文学」

を専攻した学生が一帯背しむのはその為である。彼手ヵ:官t撤程度で知って

いる事でも，夜、遥日本人は知らない場合があるからである。v.述が「今1J

物liIlJや「徒然草」や， r平家物認」などなどに就いて'ffi'激的に知ってい
て.日本文学の研究をやる嫌に， 新 ・ In の~~f~やギリシャ ・ ロー マの神話

など彼らは常識としてガ'J~ 、時から在、i..ß以上に知っている1::であるし，ヨー

ロッパの阪!とや古典を知っていて，1'1国活で英文学や.米文学をやるので

あるから.どういうものか大体想像がつくのであろう。こういうものを背

扱として，勉強する場合.かなり知っている人と，知らない人とでは，彼

らの文学を理解出来る度合. 程度がi畠うからである。是~ ， 知らなかった

部分を克服して，その上で勉強するのであるから，或る意味では， 日本人

の学生には大変な仕事と言わさ.るを得ないのである。

私はある時， r世界の古典」を読むコ ースをとったIlj:がある。例えばロ
パー ト・プラウユング CRobertBrowning)の作品はその全部を読んでお

かなければならない。その為に，なけなしのお金をはたいて，プラウニン
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グを読むゐの ~r>>llを n った。そんなものは，図古館でm~ りればよいではな

いかと人は言うであろう。しかし，私にはその辞告が絶えず読み終えるま

で必要だったのである。 彼の詩には.故事来肢のヲ|月lが沢山あって，その

'Ifを知らないでは，彼のJ寺は謎の綴で芳?んと・わからないものが多々あり，

そのl交に，借りに行くわけにはいかなL、からである。この辞;Ir，のおかげで

少しずつ彼の詩の面白さが'1'11ってきたのであるが，作品によっては問斤八

引の勉強iを私にしいたZlfを思い出す。

彼の刊の他，セノνヴァンテ 7，のドンキホーテやゲーテ，トノレエトイ，ヴォ

ルテエ7の作品など，欠つぎばゃに読んで，そのあげくに，グγテの「神

IIIIJ CDivine Comedy)を読んだわけて"ある。この木も恐ろしく大変な本で，

5JIJに参考 ~I ~を必'8!としたわけである。 中世の宗教上の故事米!能が多く出て

くるからである。その時の試験のτlHi，今でも忘れるτIfが11¥米ない。一体ど

んな!:n題が11¥るやら'1'11らない。が.手ムの勉強法としては， /J?:;lfをまず読ん

で， P IlPfI しておかねばならない。 私がこ の学校で休得したτ1m. ， まず原~I t

を止'.;I'!に読むヲIf，正確にチミアに読む以外にはないと貯えたτIfである。こ

の考えは.今でも変りはない。それ以外にはE攻法はないわけである。こ

ういう問題が11'0るだろう，ああいうのは出ないだろうというヤマカケは禁

物である。ヤマカケの場合は，それがはずれたら."I': <アウトである し，

e(l-勉強したIlftNijもn分の知識にならず.I(I[となり肉とはならなL、から
である。無念!!!f，恕で全精力をその|λn号の犯仰にit<汁Iである。こういう勉
強法は.I r.~lin もかかり . .P['解出来る迄には読みなおし与えなおし，思索し

なくてはならない。そうして始めて自分のものとなるわけて'ある。理解出

米なかった木は，わからないのであるから，試験に臨んて:n$が~!r.けるは

ずはない。J'1l解するJるには.原;!fをf"fln:もわかるまで，j'J(み返し.読みなお
しなおかつ図rl-~trnに走って行って，片っぱしから参考 ;11を読んで，自分の

解釈が;:-~ って いなか ったか，また IJォ脊をより i'l くJ'I!. ~TIする$に努めるわけ

である 。 体力と 11寺 I:{Iの限界 lこ jj~んでやるわけてdある 。 グ γテの î>1'rttl-っと

っても.あの訪の背景には 中世のキリスト教とか〆 γテの宗教観とか，

当時のヨーロッパ人の宗教観がm;(にあるわけであるから!ぷ?をテキス
トとは日IJに研究して，一応ま11っておかねば，あの持はわからなし、わけであ

る。 それを知l る為には教綬にどんな参考 ;I-~を読むべきかをあらかじめ伺 っ

ておいて，読むべき参与;!f.のリストをf'f'り.それらを)1-っばしから読破し
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てゆかねばならない。ー仰の教科訟に数Iffi.数十1111の本を読まねばならな

い。こういう事はふだんからしておかねば.とても一夜づけでできるシロ

モノではない。こう Lづ準備をしておかねば試験に臨んでも無な味なので

ある。

そこで当日の試験の問題はという事になるのであるが一一試験時聞は朝

の9時から111時迄ム午後 l時から 3時迄の各2時間であるが，そのいず

れかの時間にテエトが行われるーー 「事1'1111の中の地獄紡を描け」というの

が問題であった。これは文章で在判、てもよいし，図面を描いてイラ A トし

てもよいという大きな問題であった。私はし、っとき，問題の大きさに位然

としてしま ったl:Jj:を思い出す。しかし密いているうちにこの問題を楽しん

で白いた事を思い出す。試験用紙というのは，この学校では「フソレー ・プ

γクJという，薄い，とじた.あわい空色の表紙のあるノートが試験用紙

として使用され.これは学生が，各自，円分で買って用意して試験場に持

ってゆくものなのである。今は， 何を答案にj!Jいたか1tえていないが，
「神IUiJの符えとして，このうすいノートを 2冊H克ったtlj:を思い出す。

6. f;t験とアナー・システム

さて試験に|対述して，忘れ得ない事がある。この大学では，アナー・シ

凡テム (Honor System)とし、ぅItlJl1rを採JlJしていて，試験に際しては，
このうすいプノレー ・ブック(Blue Book)の表紙に . 1'1 分の名前をi!:~く{山に ，
，-. 

いわゆる「持河J という汚いの a~ーを ~I ~かなければならないすj;:にな っ て

いる。 この1'fいの音楽が， これからJf;そうと しているアナー ・システム

(Honor System)とI'fJ係があるからである。

これは，そもそも，どういうものかというと，学生は，試験問題を担当

の先生から，一定の試験場で受取ると， その終案は一定の試験時間である

2時n円以内に.どこで円いてもよい'1;:になっている。勿論.問題を手渡し
された教室で. ïü ちにその場で?~きはじめてもよいし，静かな図 12-1室へ持

って行って;I}I..、てもよいのである。当日正Eわるく俺我でも して.病室にい

たら.1問題m紙は封に入れられて，病室にいる学生に賭けられるから，そ
の学生は病室のベッドの上で終案を)，円、てもよいのである。或る学牛は室

内をきらって.外に仕iて，大きな木の下で7れ、てもよし，校内のコーヒー

・ショップで，コーヒーを飲みながらすれ、てもよいわけである。寮の肉分
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の部屋で怨いてもよいのである。要するに，試験時間内に官き終えて，答

案を最初にvJtされた所へ持ち帰ればよいのである。但し，その「誓詞」を
3かねばならない。私は日本にいた時のくせで，いつも問題用紙を渡され
たその教室で， 一番はじめの机に坐って往くのが習忙Iであったが，他の学

生は全〈白1'1:1に，思い思いの所で古いていた機である。さてその「誓」の

言葉とは次の機なものである。

“1 have not done any ch白 tmg，

Nor have 1 seen anybody cheating." 

と言った具合である。 r私はカ γユングを致しませんでしたし，他の人が
カンニングをするのもみませんでしたりという意味である。

v.はこの学校に来たはじめての試験で，慣れていなかったもので，この

「誓Jを出く事を気持よく忘れてしまった事があった。それは，ドクター・

・ポープ (DR.Pope)とし、う女性の先生で，英文学に|刻する試験のH寺だっ

たと思うが，この「哲Jを3くのを忘れていたばかりに.単位をもらいそ
こないそうになった事がある。教綬に呼ばれて，はじめて「哲」を古かな

かった事を知って，何とも返符の仕隊がなかったのであったが，幸い，試

験場におられた先生と，数人の学生の証人がし、て. r彼女は，試験場のー
需はじめの机に坐って，正直に3いていた」とJiE別してくれて助かった事

があった。 iLiするに，事l'にす?って出〈以上は，その学'1ーの名誉に訴えて.
1' 1111 に場所をjßんで fr~"、てもよいと言一うのがこの7ナー ・'/-̂ テムなので

あるo V.が試験場でおかなかったら，証人もいなかった本であるから，私

の試験点は無効になったはずなのである。 このアナー ・シλ テムに関して

は，色々な論議があるが，とにかく，日本では通IHしないであろうシロモ
ノだと感じたのであった。しかし，ある意味では，すばらしい試験のやり

方であるとも思ったのである。
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Nichiren's“Opening the Eyes" (rr) 

(Eternal Life of the Buddha)* 

Translated by Kyotsu Hori 

1n the second place， Lord Shakyamuni Buddha， grandson of King 

Simha-hanu ancl the first son of King Shuddhodana， was born c1uring 

the ninth Kalpa of Continuance，1 when the average human life was 100 

yea同 andwas graclually decreasing. As a child he was田lIedPrince 

Shicldhartha， m四 nmg“GoalAchieved." 

The World-T-1onored One， who hacl renOllnc吋T-lishome at the 

age of 19 and obtainecl Enlightenment at the age of 30， immecliately 

began preaching at the spot where He w田 enlightened.Showing the 

rite of Virocana Budclha in the Lotus-Treasure Wor1d，' He expounded 

the gr回 tdharma of extreme exquisiteness based on Ten Mysteries，3 

Six Characteristics; and 1nterdependency of Al1 Phenomena' Variolls 

Buddhas in the worlds of ten dir配 tionsand all the bodhisattvas 

gathered together to listen to Him 

1n view of the place， intelligence of the audience， and various 

Buddhas gathered there， as wel1 as the fact that it was the first日rmon

of the Shakyamuni Buddha， it s田medthere was no reason why any 

great dharma should have been concealed. Therefore， it is stated in the 

Flower Garland SUlm，.“He showed His unrestricted power to ex-

pound the sutra of perfection." 

The 6O-fascicle sutra' 回 chword or each dot in it without excep-

tion-should be f1awless and perfect. For instance a crystal ball， which 

ι:ould produce as much tr白 sureas you wish， is as good as countl田S

number of them. One ball would pour Out as much tr田 sureas ten 

thousand balls. So a word of the Flower Garland Sulra should be 
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as valuable田 10，000 words. 1t回 ysthat there is no distinction among 

the three一mind，the Buddha， and unenlightened I克ople'This is said 

to be the theological foundation of not ollly Flower Garland Sect but 

also of Consciollsness-Only， Three Treatises， Trlle Word， and Tendai 

Sects. 

What should be concealed in such a gr朗 tsutra as this? Neverthe-

less， it is回 idin this sutm that those belonging to the Two Vehicl白

of shravaka and pratyeka.buddha as well as those inherently unrecep-

tive to the teachings of the BlIddha will never attain BlIddhahood 

This seems like a flaw on a crystal ball. 1n addition it回ysas many 

as three times that Shakyamllni BlIddha achieved the EI11ightenment fOI 

the first time，∞ncealing I-Iis Enlightenment in the eternal past as ex-
pounded in the chapter of “the DlIration of the Life of the Tathaga同時

This is a cracked crystal ball， the moon hidden by clollds， or the sun 

beil1g eclir耳ed.This is indeed inexplicable. 

Compared to the Flower Garland Sutra， such sutras as the Agama， 

Hodo， Wisd011l， and Gr，印 tSI叫 arenot ¥Vorth mentioning although 

they too embody the honorable teachings of the Buddha. There was 

no r回 SQnwhy what is not rev白 ledil1 the former shollld be revealed 

in the latter. Consequently， the Agama S'IItras say， "l-le achieved 

Enlightenment for the first time."lo The G，'eat Colμ'cti01l o[ Sutras 
talks about “the fi目t16 y回目 afterthe Tathagata achieved the Enlight-

enment，"ll It is回 idin the Pu.re ̂Tame Sut'ra，12“I-Ie at first回 tunder 

a bodhi tree， striving to expel evils."13 The Gr伺 tSIIII SlItra阻 ys，“I

once sat at the place where 1 obtained Enlightenment，川・ while the 

Sutra o[ B酔'tevolentKing talks of “29 yea四 sinceT-1is Enlighten-
ment."15 

Th田esutras are not worthy of discussion. What surprises me is 

that even the Sutra o[ 1111.111伺 surableM，仰 zings，16 agre目 別 ththe 
Flo叩 erGm'land Sutra when it says，“l-Iaving田tin meditation under a 

bodhi tree for six years， 1 finally obtained the perfect Enlightenment."17 

This is strange beCc:'1l1se the sutra considers sllch a profound Flower 
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Garland ∞ncept as the“Mind as the Ullimate Reality of the U即 時四e，"
and Hodo and Wisdom concepts of “Ocean-Imprint Meditation川 8 alld 

“lndistingllishablen田 S of all Phenomena"19 to be“not yet revealing 

the truth" Qr “needing kalpas to obtain BlIddhahood." Since this Sutra 

olllllm阻 .'iu.r，αbLeNf，印刷対gsis merely the introduction to the LOlus 

Sulra， perhaps the main po抽出 )¥aVヒ山lut!en made yet. 
Expounding lhe “One Vehicle Replacing Three Vehicles" doctrine.'O 

fi同troughly and then 川町田 tdetail， it is岨 idin the main part of the 

Lotus Su/.ra，21 “Only Buddhas wholely I冗r回 ivethe r白 lityof all phe. 

nomena ;" and“After preaching provisional teachings for a long time， 

He wiJl concentrate only 01] the supreme way." The Many-Treasure 

BlIcldha att田 tedlhat the eight chapters22 in the first part of the Lotlts 

Sutra“are all trlle."" What then should have been left unrevealed? 

Nevertheless， the etcrnity of the life of Tathagata was not revealed; 

instead it自 由 id，“Atfirst， sitting at the place of Enlightenmcnt， 1 

gazed on the tree and walked aboul." 'rhis is the greatest wonder of 

all 

Thlls it is stated in the“Ap院a.ran国 ofBodhisattvas from Under-

ground"" that Bodhisallva Maitreya wondered why lhe BlIddha c1aimecl 

to have tallght the gr回 tbodhisattvas who had never b田 nseen before 

川 thelast some forly yea四 and 白 usedrhem to田 pirefor lhe gr阻 t

Enlightenment. The bodhisattva asked， says the chapter，“When rhe 

Tathiigala was the crown prince， he left the palace of Shakya c1an，回t

川 meditationuncler a bodhi tr田 notfar f rom rhe city of Gaya， and 

obtained the perfect Enlightenment. lt has only been some forty y回目

since then. Howω1I1d you， World-I-Ionored One， have achieved so 

much in such a short period of time?" 

【.ordShakyamllni decided to ex凹 undthe “Duration of the Life of 

the Tathagata"" in order to dispel sllch dOllbts. Referring to what was 

阻 idin the pre-Lotus sutras， He回 id，“Gods，men and Asura devils in 

all the worlds think that J， Shakyamuni BlIddha， left the palace of the 

Shakya c1an，国tunder a bodhi tree not far from the city of Gaya， 
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and at杭ta剖me吋dth碍ep戸erfectEn叫l1i氾ght匝enm】n】en】t"2町1 Th同1官閣e白nHe anSWe町r陀eds珂qu凶ar，肥-eI匂y 

t旬oth官equ白tl旧o叩nby d白ecla町r口1阻ngι，

innumerable and incalculable number of k咽a1r伊潔ss引inc白‘:e1 obtained the 

Budωdha、羽ah。∞。d."

Such s削u叫1此tr悶ras踊sa田sFl.ωOu加リerGarl，ωa削仰11町1<ばιd，Wisdom， and Greal Sun conceal 
not only the possibility of obtaining Buddhahood by men of the Two 

Vehicles (shravaka and pratyekabllddha) but al50 the attainment of 

the perfect Enlightenment by Shakyamuni Buclclha in the eternal past. 

These sutras have two falllts. In the first place，“by keel，ing arrange-
mcnt and order， t山he句yhav河efωa剖iledt凶o0加ut匂growth官ee白x酔d出le凹ntt白 c凶hingι"川，明2叩9 

c∞刀n旧】阻ce白aliηtn略3喝gthe do配ct凶r吋in同eof 

e回x凹u叩r口】de虹“din the珂efれIr附s剖t戸仰Irtof the Lo叫ltl叫t日sS"ιIY，悶a. In th官e担 condpla 田 ， 
“by 闘 yingShakyamllni Buddha attainecl BlIdclhahood for the first 

time in this life， they have not yet outgrowll the first part of the LotllS 

Sul叩，"'0failing to reveal the Eternal Buclclha expounded in the latter 

part of the LOllIs SlIlra. Thcse two gr回 tla¥Vs are the backbone of 

the teachings 01 the BlIclclha throughout His life and the回目nceof al1 

the Buddhist scriptllre5 

The“Expedicnce，" a chapter in the first part of the LOlus S"t 1~a， 

makes up for one of the t¥Vo faults of the pre-Lotlls slItra5 by ex-

pOllnding the cloctrines of “Three Thousancl5 Wor!cls in One Mincl" 

and “Obtaining the Buddhahood by the T¥Vo Vehicles." Yet， 5ince the 

chapter has not yet rev回 ledthe original Buddha by d時四rdingHis 

manifestation，31 it d田snot show the real concept of the“Three Thou-

阻 nclWor!c!s in One Mincl，" nor clo白 川 白 tablishthe true meaning of 

“Obtaining the Buddhahood by the T¥Vo Vehicl白ー" The)' are like the 

reflections of the moon in the water， or rootlcss grass田f10atingon 

Coming to the latter section of the LOllIs Slllra， the Eternal 

Buddha doctrine makes it untenable to maintain that Shakyamllni 

attai ned Buddhahoo【Jfor the fir計 timein this lifc. It in turn makes 

the ultimate r田ultof the FOllr Teachings" of BlIdclhism untenable. If 
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the result 01 the Four T田 chingsis untenable， the I回 chingsthat cause 

the untenable result l11ust be untenable， too. By discarding the回 use

and the 陀sult01 the Ten Worlds expounded in the pre-Lotus sutras as 

well as in the lirst section of the LOIlIs SUlra， the eternal岨 useand 

result 01 the Ten Worlds are rev剖 led33The nine worlds" are all 

incluclecl in the etemal Bucldha worid; the Buddha world" is equipped 

in each of the elernal nine worlcls. This is truly the “ten worlds hold争

ing one another，"“one hundred worlds each holding ten lactors，" and 

“three thollsand ¥Vorlds in one mind."36 

Looking back in this light， the Bucldha on the Lotus Platlorm and 

all Budclhas aroulldトjimas clescribed in the Flower Gαrland SI/.Ira， 

日TlallShakyamuni 01 Aga川aS"lra， provisional suddhas 01 the Hodo， 

WisdOIlt， GoldeJl Lighl， Amitabha， Greal Sun sutras are merely 

manifestation話 01the Eternal Buddha， just like shadows 01 the 11100n 

in the sky reflecting in large or small waters. Sectarian student:::i， 

confused with their Q¥V11 schools or not knowing the chapter in lhe 

LOI/.ls S"I，-，α of the“Duration of the Life 01 Tathagata，" think that 

the mOOll i n the water出 real. 01' they try to go into the water to 

grasp it or lie it up with a rope. In T' ien-t' ai' s ¥Vords they“1001< at 

only the pond， without knowing the moon is In the sky."37 

1， Nichiren， think that the pre-Lotus sutras seem to have the up-

perhand even with the attainment of Buddhahood by the Two Vehicles 

Concerning the doctrine of at白川l11ent01 the Buddhahood in the 

eternal凹st，the pre-Lotus sutras are incomparably stronger thall the 

LotltS S"lra. For not only are they stronger， the li悶t14 chapters of 

the LOIlls Su.lra， too， solely side with them." Except lor two chapters，" 

“Appearance of Bodhisattvas fro111 Underground" and“Duration of the 

Lile 01 the Tathagata，" the latter fourteen chapters 01 the LOIlls Su.lra 

all lalk of Shakyamllni's attainment of Buddhahood for the first time 

in this world. 1n the forty-Iascicle Sltlra of Ihe Gr仰 1Demise， Shaky-

muni's last preachings under the twin trees，40 as well as in various 

Mahayana sutras expounded before and after the LOIl/s Slllra， not a 
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single worcl Is sai仁:l of the Eternal Buddha. Although the absolute 

nature of the Buddhahoocl'u has exp!ained to be no-beginning and no-

end， the e阻rnityof BlIddhas In reward-lands"2 or in this world43 has 

not been revealed. How田 nanyone side with the two chapte回， the 

“Appearance of Bodhisattvas" ancl“Duration of Life，" and discard the 

wide range of Mahayana sutraS: pre-Lotus， LOl川，andNげ vana?

Thus， a 5chool of Buddhism called Consciousness-Only Sect ori-

ginated 10 Bodhisattva A回 nga，H a great COl1lmentator appearing in 

Jndia 900 years after the death of the BlIddha. At night he went up 

to the inner chall1ber in the TlIsita Iー-leaven拍 tosee Bodhisattva Maitreya 

and ask him qllcst旧国 con田rningall the scriptures expounded by the 

BlIddha. DlIring the day he sprωd the Conscioll叩 国 s-Onlyteachings 

in the cOllntry of Ayodhya. I-lis disciples inclllde slIch great III出 te目出

VaslIbandhu， Dharmapala， Nanda， and Shilabhadra. Even King Shila-

ditya" bowed before hilll and all lhe people in lndia pulled down their 

own banners and followed him 

Master Hsuan-chllang47 of China sr児 nt17 y出回 inIndia vi別tJng

some 130 lands and studying various schools of BLlddhislll. Rejecting 

，，11 other schools， h】echos碍et山hi出芯 onC t凶otr悶ans剖叩1111此tt凶oCh、N川In、1aa削nC吋dpas臼51此t0印n1 
to a ~恒阻必凶ige k引l川l日19(;il左，lIedEm羽1pe剖ror1"a三a剖u-tll芯臼n、百 I-lehad such disciples as 
Shen-fang， Chia-Shang， P'u-kuang， and K'uei-chi. lle spread the 

teaching at the grcat Tz'u-en Temple48 and in over :360 lands in China 

ln Japan， dllring the reign of Emperor Kotoku， the 37th rlller，1I.1 Doji， 

Dosho and other ll10nks transmitted this school from China and wor-

shippecl it at Yamashina Tel11ple.50 'fhus this scct 11111st have been the 

prime school of Buddhism in three countries o[ lndia， China， and 

Japan 

This school maintaIns :“According to all Bucldhist scriptures， begin-

ning with the FLo叩 erGarLand Slttra and end川 gwith the Lotus and 

Nげ vanasutras， those who lack the Buddha-nature，" as wel1 as those 

of the Two Vehicles whose minds are fixed with selfishness" will 

never become Buddhas. The Buddha never is two-faced. Once J-!e 
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decided that Buddhahood is unallainable， I-le will never change JI is 

mind even if the sun and m∞n should fall and the gr剖 1earth should 
tumble. Therefore， even in the Lotus and Ni1'vana sutras it is not 

definilely slated thal lhe two categories of lX!ople who have been 

rejected in the pre-Lotus sutras-lhose who lack the Buddha-nature 

and those whose minds are fixed with selfishess-will altain Buddha-

hood 

“first， close your eyes and deliberate. If it出回idin lhe Lotlls 

Slltm and Nu'vana Slltra thal those who lack lhe Buddha-nature as 

well as those ¥Vhose minds are fixed with selfishness will obtain Bud-

dhahood. why is it that slIch great cOmmenlators as Asanga and Vasu-

bandhll， and such scholar5 and teachers of Buddhism as Hsun-chuang 

and Tz'u-en" did not notice it? Why is it that lhey did not wrile 

about it， believe it and transmit il， or ask Bodhisattva Maitreya about 
Itフ

“Although you aPlX!ar to rely on the words of the Lotlls Slltra， 

actually you believe in the slanted view of T'ien-t'ai， Nliao-le， and 

Dengyo and read Buddhist scriplureS through their prejudices. This is 

the r田 50nwhy you cOllsider that the Lotus Slltra alld lhose sutras 

expounded before it are incompatible to四 chother like fire and water." 

Flower Garland and Truc Word Sects， which are incomparably 

山 periorto Consciousness-Only and Three Treatise Sects， maintain 

“Concepts of obtaining Buddhahood by men 01 the Two Vehicles and 

of lhe life of Shakyamuni Buddha are clearly slated not only in the 

Lotus SlItra bllt also in the Flower Garland SlIlra and the Gr印 t

Sun Slltra." Tu-shun， Chih-yell， fa-ts'ang， Ch'eng-kuan of flower 

Garland Sect ;" Shubhakarasimha (Shan-¥Vu-wei)， Vajrabodhia， Pu-

k'ung of the True Word Secl" are incomparably higher in rank than 

T'ien-l'ai and Dengyõ. ~7 furthermore， Subhakarasimha and others are 

in the direct line of the Great Sun Buddha. How could these lX!ople， 
being manifestations of lhe Buddha， make mistakes? 

“Accordingly， it is said in the Flower Garlaud SI/tra， 'jt has 
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been unfathomable numbers of kalpas since Shakyamuni attained Bud-

dhahood.'日 TheGr，印 tS，叫 Sufra日ys，'1 am the origin of everything.'日

How could you日ylhat the attainment of lhe Buddhahood in the 

elernal past is limited to the chapter on the‘Duration of the Life of 

Tathagata'フ'0
“It is like a frog in a wcJl who has never 国 enan ocean， or a 

l110untain woodculter who has never visited the capital. 15n't it lhat 

you have seen only the chapter on the“Duration of the Life of Talha 

gata" without knowing such sutras as Flo1uer Garland and the Greal 

Slln? Moreover， do you c1aim that all thosc in Jndia， China， Silla， alld 

Paeche叫l回 ythat the attaillment of BlIddhahood by the Two Vehicl白

and the achieving Buddhahood by Shakyamllni Buddha in the eternal 

past are revealed only in the LOlus Sulra?" 

Thus， there are differenc白 betweenthc Lotlls Sutra eXI拍unde<lin 

the eighl y曲目 andthosc pre-Lolus sulras o[ some 40 years. However， 

it is the rule that when there is a discrepency betwecn older and Ilcwcr 

legal documents， the newer one tak田 preccdenceQVCf the old.61 Never苧

thel田 5，the pre-Lotus sutras seem more川f1ucnlial.Things might have 

been as lhey should while Shakyamuni Buclddha w出 alive，bul afler 

Ilis d剖 thmany commenlalors山，dtωchers have bcen I剖 即日gloward 
lhe pre-Lotus sulras. Thus it is difficult 10 have faith in lhe LotllS 

SlIlra. Mor即時r，as we gradually approach thc LaUer Age，回g田 and

WI目 mcngradually di臼P開訂 whilethe puzzled grow in number. They 

白 silymake mi::，takes even in dealing with trivial mauers of the world， 

110t to s問akof undcrstanding exquisite laws transcending the worldly 

ロlatters

Vatsiputra and Fang-kuang werc wi記 men;yel they were unable 

10 distinguish belween lhe Mahayano nnd Ilinayana sutm5. Wu-kou 

and MO-l'a田 werec1ever bul unable 10 diffc'cntiale lhe true leachings 

from provisional on田 1t was within lhe first 1，000 y回目 afterthe 

death of Shakyamuni BlIddha， not [ar away from His time， and within 

the land of 1ndia that things like this had alr朗 dy laken place. How 
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mllch more so in countri田 suchas China and Japan， which are far 

away from the land of the Buddha， where different languages are 

spoken， where people are slow to understand the teachings of the Bud. 

dhaJ where the life-span is shorterJ and where greediness1 anger and 

stupidity are twice as much. It has been many yea四 sincethe Buddha 

岡 田edaway， and suddhist sutras are misunderstood. Does anyone 

understand them∞rrectly? 

The Buddha predicts in the Nげ van.aSulra: 64. “Those who uphold 

lhe right law in the Latler Age of lhe Decadenl Law are as few as 

dirt on toenails while slanderers of suddhism are as numerous as the 

soil in tcn directions." 1t 時間idin the Law E_rtillctio叫 Slltra 師

“Slanderers of sucldhism are as numerolls as出 ndsof lhe Ganges River， 

while lh田ewho uphold the right law are just a pebble or lwo." 

It would be difficult to find even one I耳目onupholding lhe right 

law in the period of 5∞or 1，α)()y剖向。 Thosewho fall in lhe Evil 
Worlds" because 01 their worldly crim田 areas few as the dirt on 

loenails while those who fall there because of their crimes ag剖 nst

Buddhism are as nllmerous as the soil in ten quarte悶 More 1l10nks 

than laymen1 morc nuns than wOl11cn should fall in lhe Evil Worlds 

CPraclitioner of lhe LOIIl$ SIII ra)* 

ow this is what l. Nichiren， think: “lt has already been more 

lhan 2∞y回目 sincethe arrival of the Lalter Age 01 lhe Decadent 
いw.1 was born in a remote country place. Moreover1 I am a poor 

monk with no social status. ¥Vhile having gone around the Six Worlds1 

in my past lives， 1 mu坑 havesometimes bcen born a gr田 tking in 

the human or田l白tialworldJ making everyone obey me just as a 

strong wind sways the twigs of small l.rees. Still， 1 could nol obtain 

Buddhahood then 

“At other tim白 ，1 must have gone up step by step the way of a 

gr阻 tbodhisattva according to Hinayana and Mahayana sutras. Having 

practiced the Way of Bodhisattva for the period of one， two， or in田ト
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culablc kalpas， l was about to reach the state of nOIl-retrogr白slon.-

1I0IVever， powerful bad kannas prevented me (rol11 obtaining Buddha-

hood_ T do not know whether or nol [ was onc o( those lhird回 tegory

of people' who had an叩 porlunilyto h白 rGreat-Univer副 I-Wisdol11

Buddha' preach but were unable 10 obtain Buddhahood during Shakya-

rnuni's lifctimc. Or， am 1 one of those who， whilc having opportunities 

10 listen 10 the Eternal Buddha ever since He obtained the Buddha-

hood 500 dusl-atol1l kalpas' ago， have kepl on (alJing back lill today? 

“While pmcticing the Lotll.< SlItra in l1ly paSl Jiv民 l1l111st have 

hcen ablc 10 ovcrcome bad worldly karmas， royal問rsecutions，and 

ac印 刷 tionsby heretics and I-linayana schools. Nevertheless， T must have 

been fooled by such deviJish men as 1"ao-ch'o，' Shan-lao.' and Honen， 

who appeared to have mastered provisional sutras as well as lrue Ma-

hayana出 lms_ TaJking highJy o( the LOllIs SI/Ir，αand dem剖 nmgmy 

capacity of comprehension， they musl have (ooJcd l11e by回 yingthal 

its theolog:y would be too complicated to unclerstand，8 that there never 

had been anyone who oblained Buddhahood lhrough il，. or thal nol 

evcn onc QlIt of 1，α)()1即時即時 hadoblained Buddh山oodlhrough it.'. 

Ollring thc innllmerable l1umber of my IXlst lives， 1 11111st have becn 

foolccl in this ¥Vay immeasllrablc timcs Into l>elicving provisional sutras 

I・rOtllprovisional sutras T fell 10 Ilinayana slItras， to heretic and olltcr 

c1a訪日出，ancl finally Lo Evil Worlds. 1 now kno¥V this for a certainty." 

1， Nichi ren， am Lhe only one who know語 lhis in J"1淀川 lf1 utler 

cvcn une、、'ordof lhis， royaJ 1耳目eculionswill never (aiJ 10 bc(all Illy 

parcnts， brothcrs， and teachers. J( T do nol spcak up， howevcr， it s田 ms

lhal 1 do nol haveι:oml畑出ion.Wondering whether 1 shouJcI speak U1' 

or 110t in Lhe lighL of thc LOllfS， /Vir1Jana， and olher sutras， 1 have 

cOllle 10 reaJize lhal if 1 do nol speak up， 1 will (aJJ wilhout faiJ in the 

I-JcJJ o( [ncessant Agony in lhe f11111rc Jives even if nOlhing hap1'ens 

10 Ille in lhis Jife. If [ s問ak l1p， lhe 1"hree I-linderances and Four 

Demons" wiJJ befaJJ me 

VaciJJaling betw田 nlhe two， lhal 1 shouJd speak up and that 1 
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shol1ld not if [ ¥Vere to back down in the face of royal persecutions， 1 

hit ul拍 nthe six clifficult things and the nine easy !l1alters slated in 

the chapter of the“Appearance of the Treasured Stu!'田."12lt says that 

even if a man as powerless as 1 can throw rvlt. Sumeru， even if a man 

with litlle supernatural 1抽 weras 1印 ncarry a stack of hay on the 

back and sl1rvive lhe fire at the end of the Kalpa of Destruction，12-A 

and even if a l11an as ignorant as 1田 n memonze vanous sulraS a5 

numerOllS as the sands of the Gaoges River. it is 110t easy to uphold 

even a word or a phrase of the Lo川 Sutrain the.Latter Age of thc 

Decadentし五w.This must be it. J have made a VQW th3l this time 1 

will have an unbending aSpiralion 10 Bl1ddhahood and、villnever fall 
bacl屯

1t has already been more than twenty years sin国 1began speaking 

for this theology， and my troubl白 havebeen incr剖剖ngday by day， 

monlh by month， and y白 rby y剖r. Small troubles are incalculable 

while severe ones are four in number.13 NOl talking about two of the11l. 

1 have already been twice the target of royal persecutioll， and even 

those laymen who had just come lo h白lrme sp剖 kwere punishcd 

scverely， as thollgh they had been rebels. 

1t is said in the LOllls Slflra， fascicle four: 14“This sulra is whal 

many people hate zealOl1sly even during the lifelime of the Tathagata， still 

more afler His death." It is剖 icl in the second fascicle，15“S白 川ga 

pcrsoll who r回 ds，reciles， copies， or keeps lhis sulra， some will despisc 

and hate him， look at him with jealousy， anc! harbour enmity againsl 

him." It is剖 idin the fifth fasciclc，“ivlany pcople in the world will 

hate it ancl very few believe in Il; "IG ''ignoranl people will speak ill 

of us and abuse lIS; "17 “in order to speak iJl of us ancl to slander lIti 

they ¥ViJl回Yto king語， ministers， Brahmans， and iniluential householders 

that we are of heretic vIews ; "18 aoc! “we will sometimes be driven 

out of our monasteries."19 lt is also回 id “TheywiJl slrike him with 

sticks， pieces of ¥Vood and tile， or ston田 "20

The Nirval/.a SI/I問 団 ys::!I“'rhereuIXJn numerolls hereti白 galhe-
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red logether and 、venllo see J<ing Ajalashalru of Magadha kingdom 
saymg，‘Now， there is the mQst wicked man， a wanderer， who is 

Gautama. 1n order lo make profit all wicked men in lhe world are 

gathering around him and becoming his followers， doing nothing good 

With his田 cultpower Gaut.ama cOl1verted Kashyapa， Shariputra， and 

Maudgalyayana' .. 

T'ien-t'ai has this to拙 y，“Howll1uch more 50 in the future， when 

r剖 sonsdo 110t prevail? "22 Ì\~iao-Iê says，23“Hatred 111田 nsth田 ewho 

are not free from obstacles，24 and jealousy m曲目 lh国 ewho are 110t 

willing to listen 1.0 r回 50115."Numerolls scholars in China， including 

those of three Soulhern schools and seven Northern sch∞Is， cOllsidered 

T'Ien-L'aI the hated cnemy 

Tokuichi" had this lo回y 叫“What'sthe matter with you， Master 

Chi-yi? With your less than three inch 10llg tonglle， you have slande-

red whal is said by the Buddha with a tongue long and wide enough 

to cover 1-1 is f ace. "27 

'l'ung-ch'un has this to say : 28“A questiou is asked: There were 

mllch halred and jealousy even during the Buddha's lifetime. Why is 

it that lhose who eXJX>und this sulra after I-lis d白 thencounter 50 

many difficultiel:i? 

川 崎answered:As a J拍 plIl<lr剖 ylllggoe5， a go町1medicine tastes 

bitter. 'rhis sutra tears down the barriers among the teachings designed 

for five categories of I問ople29and eslablished the one ultimate teaching 

Therefore， it rejects the common men and scolds the holy men， refuses 

the Mahayana and br剖 ksdown lheトlinayana，call泊 celeslialdemons 

poisonous insects， regards heretics viciolls evils， disparagingly calls those 

slllck 10 lhe l-linayana the poor and lowly， and discourages bodhi回 ttvas

byιall i ng them noviι，es. This is the r白 sonwhy celestial demons hate 

to listen to It， it grales u凹nhere町 田町 shravakaandρratyekabudda 

are alarmed， and bodhisattvas are discouraged. AII 01 these lellows 

make trouble. How阻 nwe 58y that 'much hatred and jealou5Y' is 

merely an empty expression ?" 
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1t is said in the“Clarification of the Precept，"叩“Thesuperin-

tendent of pri目白 I克titionedsaying 'There was a Brahmall wizard31 in 

the land to the w田 tof China while there is a bald-headed Buddhist 

monk with a honey tongue in the land of the East. They are in a 

secret league 10 f 001 the world.' 

“A commentator回 ys ‘Wehear of Hui-kuang32 in the past川

Ch'j China; nO¥V we see six SUI耳rintendentsin Japan. How true of 

what is回 idin the LOllIs SuIYa! How much more hatred and戸alousy

there will be after the d白山 ofthe Buddha! ' " 

1t is said in the“Outstanding Principles of the Lotlls Sulra: "33 

“Tall口ngabout the time， it is loward the end of the Middle Age of 

the ]mit<ltIve Law3‘and in thc beginning of the Latter Age of the 
Decadent Law; looking at the land， it is to the east of T'ang China 

Hnd w白 tof Katsu ; " and looking at the people， they live in the world 

of the (ive defilements3G and incessant warfare. It is said in the sutra， 

‘There is much hatred with jealousy even during the Buddha's lifetime ; 

I-Iow much more after His d田 th!' How true this is ! JI 

Now if a child is given accupuncture treatment， he inevitably 

r田entshis mother. Given a pr配 iOllsmedicine， a serIously sick 1宜目on

cerlainly grumbles at its bitter taste_ so it is with Buddhism even 
during the lifetime of the Buddha. ]-[ow much more so during the 

Ages of the lmitative Law and the Decadent Law and 川 theland of 

a remote corner! Jusl as mountaIns placed on top of mountains and 

W町田 011top of waves， there will be difficlIlti田 ontop of difficl111ies 

and abuses on top of abuses 

lt was T'ien-t'ai alone who correclly read the Lotus Sulra and the 

whole Bl1ddhisl scriptures during the Middle Age of the Imitative Law 

Variolls schools in Northern and Southern China hated him. f-Iowever， 

as sage rulers of Chen and Sui dynasties made c1ear who was right in 

front of their own eyes， his enemies eventual1y disappeared 

Toward the end of the Middle Age of the ImitativeじlW，Dengyo 

alone read the LOIII'< Sl/lYa and the whole Bl1ddhist scriptl1res. Although 
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seven great tcmples of Nara ro5e again5t him， nothing happened to 

him. For Emperor5 Kammu and Saga them5elves made clear who was 

right 

It has been over 2∞y回目 nowsince the beginning of the Latter 
Age of the Decadent Law “How much more 50 after the Buddha's 

death !" are not empty words. We are in the beginning of the inces-

sant warfare， and unreasonablene田 takesprecedence over reason. ] have 

not been allowed to meet op凹nentsIn debate; Inst回 d 1 have been 

banished and my life is in jeopardy. This is a decadent world 

Therefore， although rny comprehension of the LOlus Sutra is 1101 

worth even one ten-millionth of that of T'ien-t'ai and Dengyo， 1 dare 

say that my endurance of difficulties and SlIr耳目orityin compassion are 

beyond these masters. 1 am slIre 1 deserve to receive heavenly protec-

tion， but there is not even a shred of it. Inslead 1 have been coodemned 

to heavier penalties. Looking back， 1 wonder whether or not 1 am a 

practitioner of the Lo/.us Slllra and whether or not variolls gocls and 

c1eities have left this land. At any rate it is dOllbtflll 

However， if only 1， Nichiren， had not been born in this country， 

the twenty-line ve悶eof “The Encollragement of Kceping This Sutra" 

in the fifth fascicle of the LOllIs SIII1"Ct 、vouldbe empty words， the 
Worlcl-I-Tonored Onc wOllld almost be a great liar， anιI 80 trillion 

nayu/.a bodhisattvas37 would be accused of committing the阻 mesin of 

Iying as Devacletta did'B The slltra says，“19norant people will s同点

川 ofus， abuse us， and threaten lIS with s¥Vords or sticks."39 Looking 

at the ¥Vorld today， is there any Buddhist pri国 tsother than 1， Nichiren， 

who is spoken ill of， abused， and threatened with swords Or sticks on 

e¥ccount of the LOlus Su/.ra? If 1， Nichiren， were not here， this verse 

would be a false prediction 

The sutra al50 says: ~O “Monks 川 the evil world will be clInning 

and ready to f1atter others ; .. and“they will expound the law 10 white-

robed laymen， and they will be r'自問，ctedby the people of the world 

just as the arhat who has the six supernatural powe目 is."Tf there were 
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no Amitabha-Buddhists 01" pri田tsof Zen or Ritsu Sect in this world， 

th田ewords would make the World-I-lonored One a g悶 tliar 

“In the midst of the great multitude...they will s開akill of uS to 

kings， mInisters， srahmans， and hOllseholde目.川I This wOllld be empty 

words unless Buddhist pri田tsin this world slandered me and had me 

exiled. 1t四 回 idagain，“We will be banished many tim也 "日 lf1， Nト

chiren， had not b回 nexiled repeatedly in the account of the LOllIs 

SlIlra， what could we do、vithth田etwo words，“many llln田"? Evcn 
"r"Ien-山iand Dengyo had not r四 dthese two words by body， not to 

speak of other people. 1， Nichiren， alone read them by body. For“the 

dr朗 df1I1 and evil world"目前 thebeginning of the Latter Age of the 

Decadentじtware indisputable words of the suddha， nnd they fit me 

I疋rfectly

For example， the World-Honored One predicted in the SI/CC仰 lon

0/ Dharma Stlt1'a: “One hundred y白目 aftermy d田 ththere will be 
a gr白 tking named Ashoka."" G附 ztMaya SI/tra 回 ys・“600ycars 

after my death there will be a man named Bodhi臼 ttvaNag五rjunain 

Sollth India..... The Gr印 tComρassioll 511.I，'a刊回ys:“Sixty years 
after my d白 th，there will be a man called Madhyantika，" who will 

build the base in Kashmir..... Thesc predictions of the Buddha all 

田 metrue. Otherwise， who would have faith in Buddhism? 

And in both the cheng and the lII;ao renderings柑 ofthe Lotl/s 

SlItm the suddha has precisely defined i胎 timeto be “the dreadf 1I1 

and evil world，"“the future Latter Age，"“the Latter Age when the 

law Is abuot to be extinguished，" Or“the fifth five-hllndred-y回 ト

period'. a[ter Ule death of the BlIddha." Had there not beell three 

5t rong encmies引 ofthe Lotus today， who would believe in the Buddha? 

トladthere not been Nichiren， who would be the practitioner of the 

Lotus SI/I1"a to prove the Buddha's prediction? 

Even three schools in the Southern China and seven schools in 

the Northern China as well as seven gr回 ttempl田 inNara are regarded 

enemies o[ the Lot川 SI/Imduring the Age of the Tmitative Law 
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How cOllld schools of Zen， RitSll， and Amidists t町Jayesca問 fronlbeing 
enemIes of the sutra? 

Lette四 ofthe sutra corresponds with me. The deeper 1 fall into 

shogunal disgrace， the grl白 termy pleasure will be. For example， this 

is like a Iーlinayanabodhisattva who has not completely exterminated all 

illllsions， wishes to be rebom in this world." Seeing his parents greatly 

suffer in hell， he would accumulate bad karmas， though unwillingly， in 

order to go to hell himself， where he would be glad 10 share their suf. 

ferings. 1， Nichiren， am similar to it. Though my sufferings loday are 

difficult 10 bear， 1 am glad in thinking of my future， when 1 will be 

free from the Evil Worlds. 
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NOTES 

(Eternal Life of the Buddha) 

事 Notin tcxt; in詑 rtedby translator 

1. It is helieved that the world go田 throughfour kalpas (periods) of con 

struction， continuance， d田truction，and emptin田島 eachof which consis回 of
20 smaller kalpas. The avcrage human longevity in a smaller kalpa in. 

crca田sby a year per century from 10 y曲目 untilit reaches the maximum 

human longevity of 84.0∞years. After it reaches the ma回 mumhuman 
longevity. the human ]jie grows shorter by a year p町四nturyuntil it 

reaches the minimum ave.rage human logevity of 10 y回 目 Th.isis repea ted 

20 tim田 withina kalpa 

2. True Reward-Land， i. c. the wor1d creat民1through the vows and practices 
of Vairocana Buddha according to the Flower Garlalld Su.lra 

3. Ten mysterious gat田 throughwhich the interdependency of all phenomena 

in the world can be 1耳目白ved，according to the Flower Garland philosophy 

4. The Flower Garland philosophy saying that all phenomena have six char. 

acteristics Cthc whole and parts， unity and variety， growlh and d配 line)，

and that they are interdependent of one another 

5. Iloka i-ellY'" in Japanese 

6. Flower Gar/'山 /{lSl1lra， 55 (1'1'， vol. 9， p. 749) 

7. Op. cit 

8. Op. cit. (1'1'， vol. 9， p. 465) 

9. LOluS SulTa. chapt. 16 

10. 1'1'， vol. 2， p. 122 

11. Daijik-kyo (1'1'， vol. 13， p. 1) 

12. Jomyo-kyo， i. e. Yuima-kyo C¥!im.alakirli-llirdesha-sutTa) 
13. T1'， vol 14， pp. 519， 537 

14. 1'1'， vol. 18， p. 9 

15. Hallllya N，山 no-kyo(1'1'， vol. 8， p. 825) 

16. MUT.11O-gトkyo(A問 ;ltI.r/.ha-Sulra).rεgarded as an introduction to the Lolus 
Sulra 

17. Muryo-gi-kyo， Seppa-bon 
18. Kaiin sammai in Japanese， i. e. the medi回tionthat makes all truth app曲 r

within the Buddha's wisdom， just as all things are reflected in the q山田

19. Kondo-11I11lli. meaning that everything is a total sum of karma therelore 

indistinguishable f rom one another 
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20. A doc廿ineof the LOluS Sulra m田ntainingthat there is but Qne vehicle 

leading to Buddhahood and that the doctrine 01 the thr田 vehiclesfor sh 

rt7va如 .partyekabuddha， and bodhis...'lttvas is merely a provisional teaching 

to lead unenlightened問ople

21. Chapter 2 (Hoben-凹 n)

22. Chapters 2 -9， in which the doctTine of replacing the threc vehicles by the 

one vehicle回目pounded

23. Chapter 11 (Ken-h凸tohon) of the Lo/us Sulra 

24， Chapter 2， Lotlls Sulra 

25. Op口t.，chapter 15 
26 -28. 0". cit.， chapter 16“lnnumerable and incalculable numbcr" is a loose 
translation of“l∞x 1，∞Ox 10，α)()xl∞，0∞，0∞nOyuIO." The 1I0yu師団
an Jndian nurnerical unIt eq凶 1to 1011 or 101 

29， 30. Fa-huo-hsiiOIl-;-shih-c"tell (Commentary on Fa-llIIo-hsiian-i) facicle 

19. UArrangement and order" mcans that distinctive s氾parationbetween 

the bodhisattva On Qnc hand and shrtlvaka and traryekabuddha on the 

other， saying that only the former can ob回川 Buddhahood

31. To reveal that Shakyamuni Buddha who appear匝:1in this ¥Vorld is in 

reality the mani(estation of the original and Eternal Buddha 

32. According to the T'ien-t'ai theology， all Buddh叫 scripturesare grouped 

into (our categories. 

33. Thc Etcral Buddha th凹 ryexpounded in the 16th chapter of the LOluS 

Sulr{l 

34. Bottom ninc o( the ten worlds into which all liv川 gbeings are grouped 
according to their spiritual advancement 

35. Thc highest of the Ten Worlds 

36. Jikkai-gogu， Hyak加トsellllyo.lch川 ell-SanUII.The T'ien-t'ai doc凶 ncbascd 

on thc LoluS SUlra・ eachman凹ssesseslhe minds o( ten worlds， and 
each o( the阻nworlds includ田 theother nine in ilself. Each o( these 1∞ 
worlds has 10 (actors， making 1，似)()worlds. Each of these 1，αx> worlds 
can be s田 nin the three worlds of e..xistence. making i1 3，α)() worlds 1旧小

sessed in one's mind 3t any particular moment 

37_ Fa-hua-hs刷 11-;，7 (TT， vol. 33， p. 766) 
38. Meaning they do not talk about the Eternal Buddha 

39. Chapters 15， 16 

40. The Buddha is said to have died under a shala町田 with1wO trunks 

41-43. The threcfold body of the Buddha: 1) Hosshin-the nature of the 

Buddha-mind. ineHable， unmanifested and non-substantial: 2) Hojin-the 
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Buddha in His reward-Iand， as the result of many kalpas of religious 
striving; 3) Ojin-the Buddha who appeared for the benefit of the unen・

lightened in this world 

44. Mujaku in Japanese pronoun口ation (ca. 310-ca. 390). An lnd同nwho 

studiOO the M.ahayana Buddhism under Maitreya. Today most scholars 

believe that his master Maitreya is not the Bodhisattva Maitreya who is 

said to have lived in the Tusita I-Ieaven 

45. The fourth of the six heavens in the wor1d of desire 

46. The king o( Kanyakubja in central Tndia in the 7th century， a great patTon 

of Buddhism 

47， 48. Hsuan時chuang(ω0-664). Buddhist priest of T'ang China， who made 

a trip to lndia through Central Asia (629 -645). He四 meback with 657 

Sanskrit texts， of which he translated into 1，330 (asciles of Chinese texts 

He is回 idto have 3，0∞disciples， and most of his translation was done at 
Tz'u-en Temple of Ch'ang-an. He is widely known (or his extensive record 

of his travel to India， Record 01 Travel ;1/ the Westeen Reg;olls of Greal 
T'ang 

49. Another ver田n回 ys，“duringthe reign of Empress Shomu， the 45th ru1er." 

Doshδwenl to China in 653 (during the reign o( Emperor Kotoku)， but 

Doji did 110t go until 701 (Emperor Momrnu's reign】

50. L'ner回 1100Kofukuji Tcmple of Nara. Howcver. both Dosho and Doji 
neve，r lived in this temple 

51. l¥1usho-ujo or iccha!山知，1. c. a日ntientbeing who is inherently unr配印ー

tive to the teachings of the Buddha and therefore will never attain Enlight 

52. Ketsujo-sho， i. e. those of the Two Vehicles (shrt:1vaka and ρratyeka. 

bllddha) who， being attached to selfishness， lack the 5田 dof Buddhoohd 

53. AlternaLIve name of K'ueトchi.founder of Chinese Fa-hsiang Sect 

54_ Mahd.va;rocana-SlIlra 

55. The 1st-4th partriarchs of the Flower Garland Sect in China 

56. lnd凶 nBuddhist monks who transmitted esoteric Buddhism and founded 

the True Word Sect In China 

57. Founders of T'ienーピai(Tendai) 5配 tIn China and Japan respectively 

58. 1'1'， vol. 10， p. 443 

59. 1'1'， vol. 18， p. 22. Words of the Great 5un Buddha 

60. Chapter 16， the LOlllS Sulra 

61 “Go田 ibaislukimoku，" 26. The Implication is that the LOluS Sulra should 

take precedence over the pre-Lotus sutras 
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62. Mo-ho-chih-kuan， vo!. 10 (TT， vo!. 46， p. 132) “Non-Buddhist heretics 

stealing Buddhist theologies began with Tu-tzu (Vatsiput四)and Fang 

kuang." 

63. Wu-kou and Mo-t'a， a Buddhist and non-Buddhist philosopher respectively 

64. TT， vo!. 12， p. 563 

65 Ho-me臼ujin-kyo(TT， vo!. 12， p. 219)ー“Evilpeople are as numero回目

sands of an ocean， while g∞d people 3re very rare-one or tWQ in number." 
66. Bottom three of the Ten Worlds (jikkai)ーhell，world of hungry spiri臼

and that of beasts-are called the Three Evil Worlds 

(Practitioner of the Lotus Sutra) 

* Not in text ; inserted by translator 
1. Bottom six of the Ten Worlds (jikkai) 

2. Fulai or !ulaitell， i. e. the highest stage in religious practice， from whkh 
no retrogre田ionwould be possible 

3， The first category of p凹 pleare lhose who had obtained Buddhahood 

before Shukyamuni Buddha appeared in this world. and the second group are 

those who ¥VQn Enlightenment during His lifetime (according to T'ien-t'a!) 

4. Mahabhijnajnanabhibhu (Dai-tsuchi-sho) Buddha mentioned in the LOlus 

Sul.ra is said to have attaincd Enlightemnent in the inmeasurable past 

(3，000 dllst-atom kalpas-sanzclI jindcngo-ago). S配 n.5 below 

5. Goh:yoku. jilldcn-g，δ， an incredibly long period of time described in the 

16th chapter of the LOlus Sulra， indiu"lting how much time has elapsed 

since Shakyamuni's original Enligbtenment “Suppose 田 meonesmashed 

five hundre<i thou回 ndbillion 1I0yulO osomkhyo worlds，国chof which is 

composed of onc thou回 ndmillion S山neru-worlds，into dust， and went to 
the 四 stcarrying the dust wIlh him. When he reached a world at a 

distance of five hllndred thousand billion nayula Qsa川khyaworld from 

this world， he put a particle of the dust on that world. Then he went 

again to the east and repeated the putting of a pa抗日leof the dust on thc 

world at every distance of five hWldre<i thou回 ndbillion llayula aSQmkhya 

worlds until the particles of the d凶 texhaustecl. .. Suppose tho記 worlds，

whether they were marked with particles of the <iust or not， were smashed 

into dust. The number of the kalpas which have elapsed since 1 became 

the Buddha is one hundred thousand bil1ion lla:yllla osamkhas larger than 

the number of the particicles of the dust th国 procluced."(S. Murano， The 
Lotlls Sutra， pp. 218， 19.) 
6， 7. Patriarchs of the Purc Land Buddhism in China 

8， 9. Tao-ch'o， An-Io-chi (TT， vol. 47， p. 13) 
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10. Shan-tao， 1Vallg日shelt-li-tsoll.

11. Sallshd (thr田 obstacl同): obstacl由。1gr田d，ange.r， and ignorance: ob 
staclcs due tu I凪::;laClions; and obstacl白 o(painCul rctribution. Shima 

(fOU_f clemons): four kinds of demons which annoy living be.ings-the 

demon of ill-clesires， of five elements， of death. and thc demon king of the 
sixth heaven， who prevents 1iving beings (rom doing good 

12. Ch::lpler 11， Lotus Sulra 

12 -̂  Scc 11. 1， Eternal Lilc 01 the suddha 
13. The so-called lour gr田 tl即 時culionsof Nichiren arc: 1) the burn.ing of 

Nichircn's resider】叩 atthe MatsubagayaLSu田clionof Kamakura; 2) his 

exile to lzu Peninsula; 3) the arnbush 3L Komatsubara pine for田t; and 

tl) attempted cxecution of Nichircn at Tatsunokuchi n四 rKamakura by 

the I{amakura shogunate and his exile to Sado Island 

14. Cha pter 10 

15. Chapter 3， LoluS Su/ra 

16. 01>. cit. chaptcr 1.1 

17 -19. Op. cit. chapter 13 

20. Op口t.chaptcr 20 

21. fasicle 39 (1'T， vol. 12， pp. 591， 92) 

22. Fa-hua-t出トChil，lascicle 8 (TT， vol. 3'1， p. 110) 
23. Fa-hua-wcll-c1l1i-chi (Col1lmcntary on Fll-llllu-wl1l1-ch(1)， faSt.:idc 8 (TT， 
vol. 34， p. 306) 

211. see notc 11 abovc， thrcc obstacles 
25. ^ Ja凹 ne田 1-10田omonk who had a回目出 ofdcoatcs“gainst Saicho (Den 
gyo)， the foundcr of Tendai缶ctin Japan. 
26. Saicho， SllIIgo kokkai-sho (TT， vol. 74， p. 145) 

27. The wide and long tongue is suppo田dto m剖 nthc truthfulness of what i5 

回 id

28. Fa-hull-i-lsuall (Commen回ryto Fa-llIIll-t出 II-Chii)by Chih-tu 01 Tung-

ch'un， who is田 idtobeadi回 pleof Grand Master l>也ao-Ie

29. Gojo， i. c. five vehicles， m剖 ningfive stag田 ofteaching geared to capa口U田
01 the伊ople:common man. celestial beings， shrdvaka， pralyekabuddha， 
and bodhi闘はvas.

30.“Kaiken-ron" by Saicho， adv凪:atingthe establishmcnt of the Mahayana 

ordination center on Mt. Hiei (TT， vol. 7tl， p. 623) 

31. KibclI baramoll 

32. Founder 01 the Ssu-Ien-lu (Shibu Ritsu)皿h∞Iin China， who嶋田idto 
have opposcd sodhidharma， the founder of Ch'an (Zen) suddhism II1 China 
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33. /-Iokke sllliku by Saicho， expJ山ningwhy lhe Tenclai S臼:t，based on 1he 

LOl.1I5 Sul.ra，時 su開口orto other皿 hooJs

34. Zubo: the田condof the three r町 iodsafler the death of lhe Buddha， i. e 

the period when both docLrIne and pracliccs still cxiSl but no Enlighlenmlnl 

35. Not known exactly 

36. Five defilemenls: 1) defilements of lhe agc (wars <tnd natural disaslcrs) ; 

2) of d出 rcs(gr田 d，angcr， and slupidily); 3) of thought (heresics); 4) 

of people (mental and physical w回 kne酷，); and 5) of life (short life-span) 

37. /-I{lchリiim刷 IlokunQyuUl， I. e. 800，∞Ox 100，∞0，∞OXII(lYIII.α (numerical 

unit variously defined to be 107， 1011 or 1012). The田 numerousbodhisattvas 

macle the VQWS剖 idin the 20-1ine V世 田 o(chapter 13， /...011l5 SULYa 
38. Buddha's cousin who became His sworn encllly elnd tried to d田lroyHim 

by various means 

39 -43. Ver皿 atthe end o( chapter 13， Lolus S川 y{l
44. F'u-ρ'I-Is'a IIg-)Iill-yiia II-C'" ualん fa配 icle3 (1'1'， vol. 50， p. 307). Not 山 1
exact quotallon 

45. ，¥1o-"Q-mo-ych-chillゐr(1'1'， vol. 12， p. 1013) “Aflcr 7∞ yea rs there wi 11 

be a monk named Nagarjuna 

46. Da-tei-chillg. 

47. Said lO be a d凹 ipleo( Ananda 

Buddhism 

48. Literally a dragon palace. Acじordinglu・t回 urceK凶 hmirw出 originallya 
dragon pond 

119. Therc are three existing Chin出 etranslations of thc LOl1l5 ::)ulra， including 
"1iao-~什←re ll -hua-chillg by Kumfirajiva and ChclIg-fa-llIIa-ching by Dhar. 

m<lrak出

50. Thc first 5∞y曲 目 o(the Lauer Age. which is SUPI抽出JlO begi 11 2， 000 
years u(ter lhe suddha's d由Ith

51. 1'1町田 kindso( enemies against the practitioner o( the [，OIIlS Sulra: self-

conc臼 tedJay men， Buddhist ll1onks， and highly respecled priests 

52.“Ganken-ogo，" a phra田 taken(rol11 T'ien-t'ai's commentary on the Lo/'us 

Sul.ra (Fa-llIla-wclトchii).Chapter 10 of the Lotus Sulra 回 ysthat great 

bodh削 ttvaswho had achieved Enlightenment were oorn 10 lhis world 

voJuntarily by d凹 ardingtheir accumulated good karmas in order to preach 

among lhe lInenlightened. (1'1'， vo1. 34， p. 306) 

ABBREVIA TION 

In the footnotes， TT stands for Takakusu， et aJ.. Tais!to shillshii daizokyδ 
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英語能力の効果的ま測定方法

に関する研究 (1) 

一一英語能力テスト研究の動向一一

A Study on Effective Testing Methods 

of English Proficiency (1) 

-A  Review of Studies on English Proficiency Testsー

はじめに

事11 山正人

Kamiyama， Masato 

司諮テλ トの1)す?手，つま りテλ トJJildは， I ;-~tf能 )J という付集団 (pa­

rameter) を忽!~して，能 )Jを測定するための燃本〈阻mple) であるといえ

る。その燃本は.母娘聞を適切にfl::友するものでなければならないが，そ

の母集問，つまりその:=iJfi能力をいかに規定するかによって，それに対lむ
すべきテy、ト内科も袋、わって くる。

首1i[[1(1981， p. 1 ) は ~iffá能 )Jの~:&の相逃が， テ y、ト内容の.wli主と

なり，このことが同一学習者のJ・語能力に凶しても，それぞれに臭って測

定されたところに，今日の言語テストの問題があるとしている。 このよう

な傾向を Prator(1981)は， r娠りf症候群J(pendulum syndrome)と
呼んでいる。

ここでは，英議教育の分野において ;.-治能)Jの定溢のi虫いと，その定

義に誌づく官話テ旦トとの結びつきを続観することによって， 言語能力を

効果的に測定する妥当性 ・信頼性 ・突刈性の向いテ^トIJM発の可能性を検

討することとする。

A.英話能力の定義

英語能力を表す中心的概念、として proficiencyがJIJ~、られる場合が多い。
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これとほぼ同務的に competen回 や abilityがmいられている。一般的に
立って.:!i::J苦能力は一方において言話通性 (aptitude)と，また他方におい
て，吾IJili皮，または達成度 (achievement)と区別される (H，J， Vollmer 

and F， Sang， 1983， p， 31)。

ここでは，これまで英語能力の分野で(y.!われた英語能力に関連する諮問

ぷのリ見トを参考にして， *J，語教脊に|民lわる諸観念について考えてゆくこ
ととする。

1. 外国1'fi.適性

外国~g適性は， rある 目的を 1附与するのに必~な外国語学切の11寺 Ill)J CJ 

Carroll， 1962， p， 122)と定必される。外国話通1'1を測定するときには，

「同ーの紋良の教育条件Jのもとでの「学習時!:lJの長短Jで示せるもの，

.&1 英語能ゴ~IC関連する用語とその;1(語

m -;'ftl ___ 一一二L:~. .~ 一一 I ___，__ _....，_ 
Ir:山 叫山三二ーと...こ .1~~~'.'::. ability ca開口ty-~山:

ぷイ雪 ____IIICJency me叫戸tencel問問 - .------'" menl I 

松畑則一学))
能ノ') .J'能 1 

1971 到達瓜:

IIU "，'__~~五 | 能日J J'flH庖)Jd'!吾ill川
1972 熟逮Il!' 到速度

船山正男 |能力 I'i! )) I 
| 卜 liJf創出Ji3:a述川|

1973 熟述度 |到述Il!'1

桧畑照一 |能)]1 
言語能川 | 卦tJi量出:

l979 到速度

岡 秀夫能 )J

1979 熟速度量l速度

大友賢二能 )J 学))

1羽l

河野守夫 |実力

1984 熱速度 |到迷l!!:

~ Aptitudeは， r適性Jとして定おしているので. 1:.の点に加えなかった。
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とL、う限定条例をつける。そ して.適性肢は一定の条件のもとである成果

合おさめるのに，学習l時!日1が短いほど高いことを意味する。

J. Carroll and S. Sapon (1958)は，外l.!lIm学習適性として，4つの構
成l苅干をあげている。

(1) 1]111;氾J，]化能力 (Phoneticcoding ability) 

(2) 文法的感受性 (Grammatical日 nsitivity)

(3) 機械的記憶 (Rotememory) 

(4) 仰納的能力 (Inductiveab山ty)

また P.Pimsleur (1966)は，外国語学習適性と して，次の3つの梢成

|刻下をあげている。

(1) ;Jirl.f知能 (Verbalintelligence) 
(2) 動機づけ (Motivation)

(3) JW:it能力 (Auditoryability) 

J. Carrollは，外国語適性を「各倒人が持つ比較的一定不変の特質で，

それは訓練や現ltilの変化によって容易に変わるものではなし、J(村上，1977，
p. 155)と述べているが， P. Pimsleurは.学習者の興味や動機づけのよ

うな外的条例 によって相対的に変化するものまで，外国語学習適ぞ|に含め

ている。この.....~，外国語学習適性の とらえ方において両者の異なる ところ

である。

以上のことから，外閏語学習適性の抑IAoの中心的役割は，学1円者が外国

訴を学刊するのにどの程度準備ができているかという診断 (diagnosis)と

学科の成功J.!rを見る予測I(prediction)にあると言える。

2. 'A話学力と英語能力

民:i語教nの分野において一般的に「学力」というときには.到達度，ま
たは迷成Iil'(achievement)をf!味する場合が多い。またこの達成度は， し

ばしば at回mmentと同義に使われる。

到達度，または達成度とは. 一定の学習JUW \I内で一定ru:の;r~ä1I/1J御力に

~IJ i主したかどうかの習熟度 (mastery) ， または成功l.!r (success)を意味す

る〈松山正男，1973， p. 134)。 例えば，学校等での 1学WJとか1年とい

うある限定された期間内て'学習した学習者の習熟度を測定するためのテス

この到達l変テス トに属するものである。
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これに対して. r能}JJというと通常熟述度 (proficiency) をさす場合

が多<.competenceや ability とほぼ同じ概念としてとらえられている。

~I\述度は， 過去における特定の教材，方法. JDI間に111接関係がなく，'-1' 

~~: "'.が製作どのような英語の力を持っているかとい う，いわば一般的学}J

を示すのである(松111.1973 p. 134. 人:l.i.1981. p. 23;)。
またテスト方法との観点から，車/\，主l支テ λ トを U~ jJ，j的な」テスト ，生IJ

i主Iil'テλ トを「特定的な」テストに分類される.tJ}f1も見られる。

以上~rJ!j能 }Jをそれにまつわる治概念との|員l辿でみてきたが ， ，~訟能 }J

は偶成概念 (construct)ゆえにー筏的にとらえることが燥しし、。そこで，

ここでは Vollmerand Sang (1983)の定義を述べることとする。

:"iJa能}m.，直接測定することのできないi"1li述川 レベル上の一定の

指示物を媒介にしてのみ切らかにできる!rr.(Eされる心J1ll学的な変数であ

り，(中田自〉関連する将来の場面における社会的判m作川の道具〈手段〉と
して使川される一般的能力である(H.J，Vollmerand F.Sang， 1983， 1'.32)。

B 英結能力諸観

J. .J"Jn能)Jと......-;.11，巡井j能力

N. Chol11sky ( 1965) は，生成変形文法の立場から -;'1Jiの能力を r~-ÌJli 
lig}JJ (COI11 1宜tence) と r ~'~l1述 IIIJ (performance)にIDJIIしている。

r~'JIH彪}J J とは . ある言語にWJI.され る jJl JIIJの体系ーそれは1J- fffl論 ・

文法 ・ 日!日、 I~ J!~ ・ 意味論と |刻係するものだがーについての基礎的な「知滋J

と与えら;/Lる(].Carroll， 1972. p. 1)。

r~j" J:i能}J J は次のように図示される。

1.< 2 i苫 ;lf IjE )JJ 

iT冊l論 ""い目録文 法

話しことば
思解

発表

3 きととば~I

一一



r d 話ìill Jfl J は，ある言 語の IllJ き手 ， またはal~ し手がその首話をいかに

斤J~ 、るかということに関係している(J. Carroll， 1972， p. 1)。

表3 I主主 語巡刈」

|音 韻 論語い目録文 法

反応の速度

反応の多様性

情報処理の複雑性

2賠能力に対する意識 | 

(松山， 1973による。〕

このように Chomskyは， 言語の能力を 2つにl丘))IJし.理想的状態では

「言語運用Jは「言語能力」を直接反映するとしている。しかしながら，

実際の言語活動においては，話者は無意識のうちに苦い|間違いや鋭則から

のi畠!悦をしてしまうことから， r言語能力」がu'iJ'&I言話述JIlJに反映し
ない例がしばしば見られる。

この Chomskyの「言語能)JJと 「言語迎川Jに|見l.i'llして勝掛 (1983)

は.英語能力につし、て次のように考策している。

かれはまず，学力を3船軍lにと らえることから始めている。

(1) 年 刊の紡*i~得された力 (L剖rn ed ablity) 

(2) 学習すべきブJ(Ability 10 be learned) カリキ ュラ ムIJiJ発の立場で

は，これは学習内容〈∞ntent)にあたるものである。

(:1) 学習する力(Learningability) 

そして，IllI 'i~ïの教育場簡では，学 )Jは( 1 )の解釈が一般的であるとしてい

る。さらに，英語教育の場における学力をiIIj述の分野iに従って定義を行っ

ている。また，その中でかれは生成変形文法里II論の飢点から，英語学力と英

語)Jとを明確に区別している。それによると英語学力とは英語を学習する

1J，すなわち)Competenceとし，英語)Jは，C1A諸を五sHlする Performance

の)J，Proficiencyと定義づけられる。

らに，ことばの Performance がで き るには， ① イT 目~(1¥1のi'fi}Uのすべ

て，③イI限倒の日告し、の中の必~にして十分な数の訴， ①無|肢の放の文を生

成するのに必~な有限個の統語規則， ①憶えた諸のなl外 ， の 4 つのi}.g紫と ，

それらを文字の形で活川することのできる①表記法と⑥3記法を習得して
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いなくてはならないと述べている。そして，これらのことが十全に習得さ

れ，期待されることばの Performanc泡が十全にできる時，ことばの Pro-

ficiencyがあるととらえている。

英語教育のJtjにおける， かれの主張する Competence， Performance， 

Proficiencyの|刻係を図示してみる。

表 4 英語学 )Jと 英語力

|一般 の教育の場 | 英語教育の場

|学習の結果習得された;)]I学習した j 英 鰐 力 川 lCle叫

学I(凶 rnedability) 英語のカ (performanceできる力)

|学習すべき刈|学習すべき

I(Ability回民 l回 rned)I英語の力

カ |学習するカ |英語を 英話学力

I t'T ^，.， ..~:~~ ...1-.:1:....'¥ 学習するプ|(Learning ability) ヂ J(Com酔ten田〕

(藤掛(1983)を涯に作成。)

( Pr.，ficiency) 

図l 英語教育の分野における Competen田 . PerCormancc， Proficiency 

の関係 (藤樹 (1983)を基に作成。)

2 英語学力の一般式

羽鳥 (1976)，比嘉 (1977)は，茶話の学力を 3:flTiの知識と 4つの伎能力、
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ら成る，つまり.英語のlji語を知っていて，発音ができ，文法が使え，そ

の上で英語を聞く， 話す，読む，;!.Iくことができるという尖m的な観点で
とらえている。

羽n(1976， pp. 148-149)は，英;誌を構成している百話材料は文法と語
いであって，それが能動的，あるいは受け身的にあらわれるかおか，また11'

Jltだけであるか文字を伴うかどうかで，IlH <力，訴すブ)，読む力 ll-i-く力

となってあらわれる。 しかし，これは単純な文の場介であって，少し長L、

文の場合には，これに文才とか.'ì;~';識や経験と結びつける))が加わる。そ

して.災j日という見地からは，これにλ ピードという弘i闘も考1¥¥.1:しなけれ

ばならないとしている。そこで，災認の学))を次の一般式で表している。

ある英語力-{(文法力×語いカ)+α*}xスピード

本ここでαとは.訴す力と，I:i-く))のときは文才であり，IJfJく))と読

むブJの ときは， 常識や経験と結びつける))を.lJ:~にする。

比五'{;(1977)は，羽鳥の英語学))の一般式を，'J:成変形文法の観点から，

さらに発展させている。

:!J~Jli力 - (文法)J*x誇い力)+'-1ニ活とものの見方に|員|する知滋
ホここでレう文法力は.さらに次の式で表わされる。

文法))-文法性の平1/1析力+新しい文の創造力

3 災前fV)と1"t'j!J:的要因

R. Gardner and Lambert (1959)は，外|司語学習のrl.'で.学1望者の態

度 ・ jfUJ機~1;の 1í 'nJ:的要因がrr!~な役'Jfllを持っていることから ， 外国語能力

に知能， 言語適性とともに学習者の↑Il芯が~2!}悶を合めることを主張してい

る。これは，学))の分野1( r新 ・教育心理学古川島J.1977， p. 96)による
と . 学)) を広:~主にとらえる も のである。

R. Gardner and Lambert (1959)は. そ Y ト臼オールのよ"校生を対象

とし.~1 2 ~im (フランス語〉学刊におL、てて;諾適性と各組!助機変数がフ

ラ'/;7.、話到述m:とどのように関係するかを訓i任した。その紡*. r知能と
口語適性」と 「態度 ・動機」の 21).'11;1がフランス話予11速度とキmーな関係が
あり.その 2つのjli因はそれぞれ独立していることがわかった。

彼らは.1959年の研究を最初にー迎の研究を行い • ikのように報告して
し、る。
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tt12ち，1l¥(または外図語〉学習の1衣子守は.知能 ~'1Ji適性にかかわっ

ているだけでなく，その言語に結びついている他の民主主 ・言活的集団に

がIする学習者の態度，また，その集団に特有の行動を受け入れ，その集

団と一体化しようとする窓志によって，また.外国話学1習に対するオリ
エンテー!ノョ:/ (道具的 ・統合的〕によって決定される。

4 その他

Bruner (1975) は，思考手段としての観点から ~" 1.li.の能力を， 言語能

力 (linguisticcompetence)，伝述能力 (communicativecompetence)，分

析能力 (ana1yticcompetence)の三つに|夫別している。

かれの舌う官官l能力(1inguisticcompetence)は. Chomsky (1965)， 

Fil1more (1968)の言語獲得理論に主張される純絞小及。陣iesminimum) 

と百われる基底統語桃造 (basicsyn阻cticstructures) と.11味範ちゅ う

(semantic categories)の習得に関連するものである。また，伝述能力 (com-

muni回 tivecompetence)とは，場I而に適した発請をする能力と場而に側主li

する発訴をm解する能力を意味する。一方，分析能)J(ana1ytic compence) 
は.友示の内的技術(interna1technique of representation) としての文

脈0111な (context-free)言語使川にl測jiJjするとしている。

Cana1e (1983)は，先に提pnした言語能)Jの4つのレベル(①文法能))
(grammatica1 competenc心②社会~2li..字的能)) (回ciolinguisticcompe-

tence)①発話能力(discoursecompetence)①方略的能)J(strategic∞mpe-
tence) )を基礎に， 言語能力を 3つにl旦別している。

(1) 基礎コ濡能力 (basic1anguge proficiency) 

(2) 伝達コ;蕊能)J(communicative 1anguage proficiency) 

(3) IIW的行語能力 (autonomol1s1anguage proficiency) 

かれの主張する基礎言語能力 (basic1anguage proficiency)とは，l 、か

なる"'.活発述とその言語使用に要求される生物学的将遍性 (bio1og阻 111ni-

V町田Is)に関述し.伝達言語能力 (communicative1anguage proficiency) 

は ..，.・認のfl会的.または個人1mの使月1にI}(JjiJjするものである。また，n 

1It的行話能))(autonomol1s 1anguage proficiency)とは，社会的言語使m
というよりは，問題解決.思考制御 ---;"".罰則11.符，創造的な作文等の例人

内了iJ5uJUIlに関係するとしている。
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Cummins(1983)は，先に提唱した認知 ・アカデミック言語能力 (cogni・

tIve-a回 demiclanguage proficiency)をさらに発燥させたものとして，言言話苦

f能l彪官力を文脈{的ド均]支持(αc∞。叩nt旬ex回als叩up問I珂r昨t)と認知的1弘i
との述紙統;{'体本 (c∞ontれ1川n川I礼山uum)としてとらえている。

以上外国語適性，韮IJ述度，熟透度マ干の言語能力にまつわる消概念、を整理

し，Chomskyをはじめとする種々の言語能力観の相異について級観した。

さらにその初版念の艶l)Ilをすることによって，茶話教育の分出?における言

語能力の定義を試みた。

これは，ある学習者の言語能力をiJllJ定する際に，言語能))とはし、かなる

ものであるのか，それが明確に規定されていなければ，その学習者の言語

能力を適切にiJ!IJ定することはできなL、，つまり古語能力をし、かに規定する

かによって.そのテ見ト 1)11宝が変わってしまうと忠われたことによる。

次訴からは，英語能力テストの変遷に見られる"語能力の定義の泣いと，

その定義に誌づく言諸テλ トの問題点を整PI¥し.?A;語能)Jを測定する妥当

性 ・信組性 ・突川悦の高いテA ト開発の可能性を検，;.tする。

C 英語能力テストの変遷

B. Spolsky (1978)は，言語テストの発i主段階を次の 3つに分類してし、

る。

(1) Pre.scientific period (前科学的時代〉

(2) Structurist/Psychometric period (併進言語学 ・約I'1'd[i)定時代〉
(3) lntegrative/Sociolingu国 icperiod (総合的 ・社会古話学的l時代〉

さらに ].oner (1978) は，現在は員í~ 4段階の Pragmaticperiod (プラ

グマチック時代〉にあると している。

ここでは，言語テλ トのそれぞれの発達段慨における.，.._!-語能)Jの定義の

迎いと ， その定義に基づく言語テλ トの r~1 I1Ii A(を整Jlllすることにする。

1. 不ili統点テλ ト

B. Spolsky (1978)による言語テスト発達の分知のtf11段附，つまりliil

科学的|時代 (Pre.scientificperiod)では，文法 ・訳読式教綬法 (grammar-

translation method)を中心とした方法が行なわれていたが. 1950年代か
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ら1960年代にかけて，構造言語学やそれを基にするオーディオ ・リンガノレ

・アプローチの影響によって，外国語教授法や外国語の測定法に科学的な

方法が潟入された。

R. Lado (1961)は，学習者が外国語能力の特定の事項，特に学習者の

母国語の要因を考慮して，自分にとって伝も大きなl問題と予想される特定

の事項を知っているかどうかに問題点を見いだした。 Ladoの開発したテ

見トは，言語構造の不連続点 (discretepoints) と呼ばれる一連の問題で

構成されている。例えば，ある単音と})IJの単音との違い，特定の文法構造

の慣用法，または特定の語の似刑法等が似lわれるのである。

この型のテスト方法は，外国語使用上の特定の問題を克服することを目

的とする場合，つまり到達度を測定する場合には優れたものである。 しか

しながら，言語には特定の事狽以上のものがあることから，言語の熟達度

を ~IIJ定するテ λ ト方法としては. 適切ではないように思われる (Carroll， 

1972 ;北僚， 1979)。

2 総合テスト

a.総合的言語能力

Carroll (1972)は，実際の言語使用の場面1ではその言語の官話能力ばか

りでなく ，言語迎)fI能力がかなりかかわりあうこ とから，総合的言語迎用

能力 (integratedJanguage performances) を鎚閉している。 ここで初め

て総合 (integrative)とL、う概念、を紹介した。

Spolsky (1973)は，言語を知るとはfiilかの問題に関連して，言語の持

つこつの側商を取りあげ，その中で総合的言語能力 (overallJanguage pro-

ficiency)を紹介している。

言語は冗長的 (redundant)であり，創造的(cr印 刷 e)て'ある(SpoJsky，

1973， p. 167)。

かれはこの言語の機能的な面を強調し，例えば媒体に歪み (distortion)

の条件を加えても，被験者には，その音響的に歪みのあるメッセージを聞

いて理解し，応答できる能力が存在すると考える。そして，それが真の総

合的言語能力であるととらえている。

Oller (1976)は，この総合的言語能力を「予測文法」または「期待文法」
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(expectancy grammar)とし、う概念を用いて説明を試みている。

「予測l文法」とは.ひと言で言えば， 言語学的順序と言語学的要素以

外の文脈とを関係づけることを可能にする文法組織のことである〈大友，

1977， p. 100)。

この「予測文法」の力を持っていれば，言;mが話されたりおかれた りす

る場合に，その聞き手や読み手が，次にくる認句や文が何であるかを1'1分

で予測することができるのである。すなわち，IlHき手や読み手は単に受け

身的でなく ，fj~動的に解釈をしよ うとするのである。

この能動的な作業は， Neisser (1967， pp. 189-192)の，-1う 「総合によ

る分析J(analysis by synthesis)と呼ばれるものである。 Neisserは，ス

ピーチの認知モデルの Iつにこの「総合による分析」をあげ，スピーチの

認知はljiなる分析だけではなく，聞き手の内部における総合という絞範的

な行為に補われた分析を伴うものでなくてはならないとしている。

Spolsky， et al. (1968)は，学習者の能動的な「総介による分析」とい

う活動を，iiiして，主主底にある言語能力 (underlyingcompetence)を引き

出すislj定法として，ノイズ ・テA ト(noisetests)をD日発した。 ノイズ ・

テ旦トとは.白色騒音 (whitenoise) を使って媒体にゆがみを加えるこ

とによって，基底にある言語能力を引き出そうとする測定法である。

Spolsky述は，メッセージにある程度のゆがみがあっても里11解する こと

ができ，この翌!!解する能力はlj'tに音韻に以iする力だけではなく ，形態 ・統

語 ・芯、味などの総合的な言語能力に関連するとしている。

b. プラグマチック ・テスト

Ollerは， 総合的言語能力をコミュ ニケー ション能力の観点からとらえ

ようとして， プラグマチック ・テ見 ト(pragmatictests)を提唱している。

プラグマチック ・テ^トとは，学習者にJc.tし， その官官苦が持つ日i常の
拘束に従い， その言語要素の連鎖を処理!させ，プラグマチック ・マップ

(pragmatic map)によって言語要紫の述釘iを言語外の脈絡へ関連させる

ことを求める手順，または課題てeある (Oller 1979， p. 38. 訳は再11田

(1981)による〉。

学習者ーが活されている言語を聞きながら，その言語が持つ文法的な規JlIJ

やtrt用に従い， その言語の意味を理解するとと もに.その話が成り立つ場
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市までも把復することを学習者に要求するような課題が，この例にあげら

れる。

01lerは，このプラグマチック ・テストの例として， ディクテーショ Y

とクローズ ・テストを提唱している。

D クローズ・テスト

1. 9ローズ ・テy、ト

クローズ・テスト法(c1o田 procedure)は.1953年に W.L. Taylorに

よってある文のりーグピリティを測定するテ1 ト校法と して提唱されたも

のである。このテストは，一定の1l:J制ごと(例えば7fmごと〕にパラグラ

フのi白書を削除し，空白部分を作り被験者にその空白の穴うめをさせ，そ

の正答率でその文のリーダピリティの難易度をみるものである。

このようにクローズ ・テスト法は.もともとは英語のリーダピリティを

il判定する技法として)fI~、られたが，最近は白~ 2 d'・活.または外国語として

の英語学習の分野においても.妥当性. {江草H'I:.実刑性の~I.、英語の総合

的能力測定法として注目されている。

北自主(1979)は.他のテストと比較して.次のようなクローズ ・テスト

訟の特性をあげている。

(1) テストの尖施l時r::1がかなり節約できる。 01ler(1971)は.250-5∞ 
;溶からなる英文の 1部を 5-lOiffiごとに単穏を削除し，約50項目のク

ローズ ・テλ トで十分被験者の熟述度を測定できると述べている。

(2) 極めて少ないきjカでテλ トを作成することが可能であり.多岐i'i!l択

形式のテ旦ト作成に経験の浅い者でも容易に作成できる。

(3) テλ トの突施が緩めて簡単である。

(4) Darnell (1968)が指摘するように，9ローズ ・テλ トでは限られた

いくつかの選択肢からどれか 1つを選び出すのではなくて，自由なM
符を認めており，このことによりあて推誌による得点を回避できる。

(5) (2)に関連するが.テスト計闘における安全性を考えると，万一事故

が起きたときに.かわりのテストをすぐに作成することが可能である

ということから.安全性が高いといえる。
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2. :7ローズ・テ旦ト法に関する研究の概峨

クローズ・テスト法は，もともとはリ ーダピリティをdtrl定する技法とし

て用いられたが，現在ではリーダピリテ ィに隙l量liの深い分野ばかりでなく

他の分野にも応mされている。
北僚 (1982)は，現在のクローズ ・テ兄ト法の応用分野を次のように分

類 している。

(1) 読解力を副IJる手段として。

(2) リーダピリティをiftlJる手段として。

(3) 文脈を理解.あるいは文章中のことばの統語位j(iをjlj!.併する能力の

測定手段として。

い) ある肉体的 ・性格的障害を有する患者の用いる言語特徴を明らかに
し，理解 ・使用できるようになるための調子E手段として。

(5) 読解カ教育のための手段として。

(5) 第 2外同額と しての英語教育の手段と して。

(7) 口頭理解力をdlljる手段として。

(8) その他

Oller (1979)は， クローズ・テλ ト法はこれまで最も広〈研究されてい

るテスト技法の一つであると述べているが，外国語学潤の分野におけるこ

れまで研究されてきたクローズ ・テ兄 ト法の主な研究領域は， 次のように

分類される。

(1) 総合的官需能力の測定法としての有効性に附する研究。

(2) 評旧日法(採点法〉に関する研究。

exact word法.acceptable word法.c1ozentropy法，

multiple.choice法

(3) 語の削除に関する研究。

削除数.lfJJ隔.空所〈話器械的，意図的〉

い) テスト材料に関する研究。

種類，燦易度，長さ(語数).使用言語

(5) その他

3.問題点

外国語学習の分野におけるこれまでのクローズ ・テ見 ト法に|刻する研究
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を慨観すると，現在のところ前述の研究領践の(2)に研究の焦点があるよう

に思われる。

クローズ ・テスト法には，現在 4種怒iの評価法がある。

(1) exact word法(原文と全〈同じ答えを要求する。〕

(2) acceptable word法(原文と同じでなくとも文脈的に容認できれば

正解とする。〉

(3) clozentropy法(ネイティブ ・λ ピーカーに前もって解答させ，そ

の答えの頻度に応じて予想される答えに数学的に重みづけを して総点

する。〉

μ) multiple-choice法(選択肢を用意する。〉

Brown (1980)は，これら 4盤頬の評価法の特性を統計的に処理し，次

の表にまとめている。

表5 評価法の特性

原型i誤差 l 3 I 4 2 

妥当性 1 l 1 1 

信頼性 3 1 

難易度 3 1 4 2 

総別性 2 3 

実用性

a作成面 l 4 I 

b採点商 2 l 

12 22 

(河野.1984による。)

* E X (exact word法)
A C (accepta ble word法)

CLZNT (clozentropy法)

MC (multiple-choi団法)

ここでは各特性の統計結果の1位に 1点. 4位に4点を与えているが，

合計点をみると.exact word法と acceptableword法が，他の 2っと比

較すると優れていることがわかる。総合的には acceptableword法が最も

優れているが，実施の容易きという実用性の観点からすると.exact word 

法が後れていると言える。

acceptable word法は，文の前後関係から意味の通じる語であるなら正

答とされる係点法の性質上，ヰイティプ ・λ ピーカーの判断を必要とする
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J;);)合が多くみられるが， 一般の教育現場ではヰイティ プ・スピーカ ーを得

るのは凶餓なことから.採点、に1時間がかかる等の問題が生 じる。

Exact word法は，原文と全く同じ答えのみを正容とすることから採点が

容易であり，このことは表5からもうなづける。またこの方法とacceptable

word法とのIUJt':'f1， かなり~:~1.、相関が認められている(Irvine， 1974; 

Stubbs， 1974)ことから，その簡便さ故に現在最も多く )Jj¥，、られている。

しかしながらこの方法は，学習者にすれば正答なのに}:，i，がもらえず，学溜

:色、欲を低下させてしまう， また acceptableword訟に較べると主主点百lにお

いて?ff!ijであるが，それてぜも解答は諮を:1e述することによって行なわれる

ため，必ずしも採点削での突月1 i'1が日い、とは，~えないて?の問題が成る。

Mulliple-choi印 法は，採点の容易型EからするとI止も鋭れた採点法であ

る。しかしながらこの方法は， (1山の方法と~~なり.泌を ，氾入するのではな

く，選択肢を選ぶものであることから，その作成には適当なIII乱肢を見つ
けるのに|時IHIがかかってしまうことである。このことは，表5にあるよう

に1'1'成郎では他の方法と較べると最も劣るものである。

この'，'，i，に|刻して毛利 (1983)は，日11のグループに予備的にテストできる

のであれば，そのグループに acceptableword 法， exact word法等の記述

式のテ凡トを行い，その誤答の中で舷も!Ji(i!支の目玉L、ものを multiple-choice

法の舵乱11止として利川するという実際的な作成上の示唆をしている。

おわりに

クローズ ・テλH去は，英語の総合的能))を測定する妥当性，信頼性，

;起用性の I\~ ¥， 、測定法であることをこれまで.l~てきた。またこ の筆記テλ ト

形式のクローズ ・ テ ス ト が，聴解力テ λ トと~'fJ\"、相 |測を示 していることも

報告されている。そこで，もしこの官記試験形式のクローズ ・テストが聴

解力をも同時に測定することが可能であるなら，テ7-.1の作成が谷易であ

り実施11寺IHIも少ないなどの突別性の向いクローズ ・テA トの利}刊がHt3是さ

れるであろ う(北隊，1982， p_ 227)。

また，クロ ーズ ・テ兄ト法等の簡便でft'il立の向し、外国ぷtの総合的能力出1]

定法が見つかれば，外国語の教育研究が非常に行いやすくなる(河野，1984，

p. 65) という})IJの観点からも， このテスト開発のな設を見いだすことが

できる。
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今後は，英語の総合的能力測定法としてのク ローズ・テスト法に関して，

次の事項を研究課題として研究をすすめていく必要があると恩われる。

(1) 外国語としての英語 (Engli5ha5 a Foreign Language)習得という

学習背荻を持つ日本における，英語の総合的能力測定法と してのク ロ

ーズ・テスト法の有効性を実証的に確かめる。

(2) クローズ ・テスト法と音声言語能力との関係を明らかにするととも

に，英語の能力を規定する要因をいっそう明確にする。

(3) 採点の容易な評価法の観点から，妥当性，信頼性とともにより尖川

性のr，.uし、クローズ ・テスト法を開発する。

以上の点を考慮して，今後も研究をすすめていきたいと，号えている。
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宮
沢
賢
治
に

b
け
る
「
ま
こ
と
」
の
美
と
信
仰

|

|

『
め
く
ら
ぶ
だ
う
と
虹
』
を
中
心
と
し
て

|

|
石

)11 

教

張

ま
こ
と
の
道
を
求
め
て

宮
沢
賢
治
の
古
い
た
初
期
の
作
品
に
、

『
め
く
ら
ぶ
だ
う
と
匹
と
題
し
た
童
話
形
式
の
空
M
が
あ
る
。
緑
色
に
印
刷
さ
れ
た
四
百
字

詰
イ
l
グ
ル
印
原
稿
用
紙
七
枚
に
綴
ら
れ
た
も
の
で
、
の
ち
に
同
一
の
構
成
内
容
を
持
ち
な
が
ら
輩
話

『
マ
り
ヴ
ロ

γ
と
少
女
』
に
改
作

2
 

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
作
品
が
い
つ
榊
白
か
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
正
七
年
(
一
九

一
八
)
頃
の
も
の
と
抑
定
さ
れ
て
お
り
、
ご
十
二
歳
当
時
の

賢
治
が
ど
の
よ
う
な
世
界
観

・
芸
術
観
を
抱
い
て
い
た
の
か
を
知
る
う
え
で
注
目
さ
れ
る
作
品
と
い
わ
れ
て
い
私
。

こ
の
頃
の
賢
治
は
、
曲
師
岡
町
等
淡
林
学
校
農
学
科
第
2
部
を
卒
業
後
研
究
生
と
し
て
ひ
き
つ
づ
き
在
学
し
て
い
た
が
、
熱
烈
に
法
翠
続

信
仰
を
燃
え
あ
が
ら
せ
る
と
共
に
、
初
め
て
輩
話

『
蜘
妹
と
な
め
く
ぢ
と
狸
』
『
双
子
の
尽
』
を
円
い
て
弟
妹
に
読
み
聞
か
せ
た
時
則
に

4
 

あ
た

っ
て
い
る。

，ヒ

(
m
似

)



二

八

(

創出
〉

こ
の
当
時
、
賢
治
は
念
仏
の
伝
告
で
あ
る
父
と
の
信
仰
上
の
対
立
に
凶
而
し
、
母
を
附
感
さ
せ
た
り
し
て
ひ
と
り
苫
渋
を
か
み
し
め
、

「総
て
の
人
ょ
、
草
山
共
に
必
突
に
追
を
求
め
ゃ
う
」
と
思
い
つ
つ
、
な
お
山
く
そ
れ
を
叫
び
得
な
い
無
力
な
自
己
の
姿
を
見

つ
め
て
い

た。
こ
う
し
た
人
生
上
の
不
安
と
苦
渋
に
満
ち
た
日
己
縦
税
を
通
し
て
、
賢
治
は
十
八
歳
の
と
き
に
出
会
っ
た
「
赤
い
経
巻
」
す
な
わ
ち
烏

7
 

地
大
下
編
『
漢
和
対
照
妙
法
蓮
草
経
』
へ
の
幻
仰
に
励
ん
で
い
た
。
賢
治
は
「
赤
い
経
巻
」
こ
そ
ご
切
衆
生
の
灼
超
」
で
あ
る
と
語

り
、
こ
の
法
華
経
へ
の
帰
依
の
一
念
に
し
た
が
っ
て
、

「脚
質
以
上
慢
の
・却
を
起
し
誠
の
道
に
入
ら
ん
」
と
い
う
阪
い
を
表
明
し
つ
つ
仏
道

9
 

を
歩
み
通
し
て

「
点
突
の
幸
福
」
と

「誠
の
報
開
と
を
皆
と
も
に
成
し
と
げ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

さ
ら
に
賢
治
は
、

「
払
の
迷
い
先
生
」
と
仰
ぐ
日
巡
が
無
上
の
法
た
る
法
華
経
を
説
き
出
し
た
足
跡
に
滋
か
れ
、
「何
と
か
し
て
純
な
、

以
の
人
々
を
憐
れ
む
心
か
ら
総
て
の
引
を
し
て
行
き
た
と
と
の
思
い
を
こ
め
て
誠
の
巡
を
貫
き
通
し
て
ゆ
く
覚
悟
を
敏
漉
し
て
い
旬
。

こ
う
し
た
賢
治
の
姿
勢
は
、
の
ち
に

「お

ふ
。
妙
法
淫
華
経
の
あ
る
如
く
に
総
て
を
あ
ら
し
め
よ
」

「
こ
れ
か
ら
の
宗
教
は
官
官
術
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
芸
術
は
宗
教
で
す
」
と
話
ら
れ
て
ゆ
く
。
や
が
て
賢
治
は
、
法
華
経
に
随
順
す
る
決
意
と
誓
願
を
こ
め
な
が
ら
宗
教
と
芸
術

と
を
一
体
の
も
の
と
み
な
し
、
芸
削
そ
の
も
の
が
宗
教
的
行
為
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
立
場
に
た

っ
て
「
摂
取
文
拘
」
の
創
作
活
動

を
展
開
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
段
附
の
開
川
治
は
信
仰
と
ぷ
術
に
と
り
く
む
こ
と
に
よ
っ
て
誠
の
道
に
入
っ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
強
烈

な
決
意
を
宣
言
し
、
そ
の
心
象
の
原
資
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
、
ま
ず

『
め
く
ら
ぶ
だ
う
と
虹
』
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
と
忠
わ
れ
る
。

こ
の
小
稲
で
は

『
め
く
ら
ぶ
だ
う
と
虹
』
を
手
が
か
り
と
し
て
賢
治
の
め
ざ
し
た

「ま
こ
と
」
の
夫
と
釘
仰
の
泊
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
と
思
う
。



変
わ
り
ゆ
く
は
か
な
い
現
象
と
不
変
の
本
体

こ
の
作
品
の
モ
チ
ー
フ
は
、

「
ま
こ
と
の
h

ど
に
よ
っ
て
、
は
か
な
い
い
の
ち
が
限
り
な
き
い
の
ち
と
な
り

「
ま
こ
と
の
ひ
か
り
」
に

包
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
永
遠
似
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

「ま
こ
と
」
と
は
な
に
か
。
賢
治
の
凝
視
し
体
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
は
、
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の

「
ま
こ
と
の
力
」
に
よ
っ
て

「ま
こ
と
の
ひ
か
り
」
の
な
か
に
ま
こ
と
な
ら
ざ
る
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
、
い
か

に
不
滅
の
い
の
ち
を
郷
か
す
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
作
品
は
、
こ
の
希
求
を
流
凶
さ
せ
な
が
ら
川
き
抑
制
ら
れ
て

い
る
。

作
品
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
め
く
ら
ぶ
ど
う
と
は
、
山
市
相

・
山V
U
城
山
町
お
よ
び
む
手
川川
釜
石
一
叩
の
方
言
で
、
突
の
食
べ

ら
れ
な
い
野
ぶ
ど

う
の

こ
と
で
あ
る
。

放
あ
と
の
中
央
に
あ
る
小
さ
な
四
つ
角
山
の
上
の
や
ぶ
の
な
か
に
、
め
く
ら
ぶ
ど
う
は
阪
と
同
じ
よ
う
な
熟
れ
た
突
を
み
の
ら
せ
て
い

る
。
め
く
ら
ぶ
ど
う
は
、
か
す
か
な
日
間
一
り
雨
が
は
れ
た
あ
と
の
忽
に

「
明
る
い
夢
の
よ
う
に
や
さ
し
く
」
あ
ら
わ
れ
た
美
し
い
虹
に
感

激
し
、
た
っ
た

=
己
で
も
言
一築
を
か
わ
し
た
い
と
思
う
。
め
く
ら
ぶ
ど
う
は
、

「
よ
る
の
そ
ら
に
燃
え
る
青
い
ほ
の
お
よ
り
も
、
も

っ
と

強
い
、
も
っ
と
か
な
し
い
お
も
い
」
を
さ
さ
げ
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
、
切
な
る
削
山
梨
を
夢
う
つ
つ
の
よ
う
に
告
白
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
虹
の
夫
し
さ
に
た
い
す
る
あ
こ
が
れ
と
均
倣
の
心
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
激
し
い
思
い

に
も
と
づ
く
も
の
で
あ

っ
た
。

「
虹
さ
ん
。
ち
ょ

っ
と
こ

っ
ち
を
比
て
く
だ
さ
い
」

「ど
う
か
私
の
う
や
ま
い
を
受
け
と

っ
て
く
だ
さ
い
」

九

(
飢
叩

)



。
(
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「
私
は
も
う
死
ん
で
も
い
い
の
で
す
」

め
く
ら
ぶ
.
と
う
は
、
身
を
ふ
る
わ
せ
、
せ
わ
し
く
息
を
は
ず
ま
せ
な
が
ら
、
虹
の
美
し
さ
に
恋
す
る
思
い
を
こ
め
て
、
こ
う
叫
ぶ
。
美

し
く
や
さ
し
い
虹
が
、
じ
ぶ
ん
の
「
う
や
ま
い
」
を
受
け
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
死
ん
で
も
い
い
、
そ
の
ま
ま
枯
れ
て
し
ま
っ
て
も
い
い
、

と
思
い
つ
め
て
い
る
。
そ
う
し
た
い
の
ち
が
け
の
祈
り
を
さ
さ
げ
た
の
は
、
虹
の
美
し
さ
へ
の
深
い
噂
敬
の
発
院
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
こ
う
祈
ら
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
「
か
な
し
い
思
い
」
が
、
め
く
ら
ぶ
ど
う
を
祈
願
へ
と
つ
き
動
か
し
て
い
っ
た
敵
燥
で
も
あ
っ

た。
め
く
ら
ぶ
・
と
う
の
「
か
な
し
い
思
い
」
と
は
、
変
わ
り
ゆ
く
、
は
か
な
い
日
己
の
迎
命
に
山
内
す
る
不
安
と
背
悩
で
あ
る
。

め
く
ら
ぶ
ど
う
は
、
お
お
ば
こ
の
災
や
赤
つ
め
草
の
花
や
畑
の
莱
の
よ
う
に
、
い
つ
か
は
枯
れ
は
て
て
し
ま

っ
た
り
、
刈
り
と
ら
れ
て

し
ま
う
運
命
の
は
か
な
さ
を
痛
感
し
、
陰
気
な
阿
酬
を
し
な
が
ら
「
か
な
し
い
思
い
」
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

「
私
の
突
の
光
な
ん
か
、
も
う
す
ぐ
風
に
持
っ
て
行
か
れ
ま
す
。
告
に
う
ず
ま
っ
て
白
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
枯
れ
草
の
中
で
抑
制

っ

て
し
ま
い
ま
す
」

生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
、
す
べ
て
無
品
怖
か
ら
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
、
や
が
て
は
枯
れ
た
り
刈
ら
れ

た
り
、
腐
っ
て
し
ま
い
、
い
ず
こ
か
に
去

っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
の
ち
に
は
限
り
が
あ
る
。
か
な
ら
ず
、
死
な
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
冷
厳
で
非
的
な
無
常
の
現
実
に
ふ
る
え
な
が
ら
、
め
く
ら
ぶ
.
と
う
は
、
し
か
し
な
お
、
虹
の
美
に
あ
こ
が
れ
、
不
変
の
い
の
ち
を
求

め
な
い
で
は
お
れ
な
い
。
そ
こ
に
、

「
か
な
し
い
思
い
」
を
祈
り
に
か
え
て
ゆ
く
心
象
が
あ
る
の
だ
、
と

R
治
は
い
う
の
で
あ
る
。

め
く
ら
ぶ
.
と
う
は
、
美
し
い
虹
と
い
っ
し
ょ
に
生
き
た
い
、
と
念
ず
る
。

「
私
の
命
な
ん
か
、
な
ん
で
も
な
い
ん
で
す
。
あ
な
た
が
、
も
し
、
も
っ
と
立
派
に
お
な
り
に
な
る
た
め
な
ら
、
私
な
ん
か
、
百
ベ
ん



で
も
死
に
ま
す
」

め
く
ら
ぶ
.
と
う
は
、
美
し
い
虹
が
も

っ
と
立
派
に
な
る
た
め
な
ら
ば
、
自
己
犠
牲
を
い
と
わ
な
い
と
い
う
。
こ
の
言
葉
は
、

『烏
の
北

斗
七
星
」
に
で
て
く
る
「
あ
あ
、
マ

ジ
エ
ル
様
、
ど
う
か
憎
む
こ
と
の
で
き
な
い
敵
を
殺
さ
な
い
で
い
い
よ
う
に
早
く
こ
の
世
界
・
か
な
り

凶

ま
す
よ
う
に
、
そ
の
た
め
な
ら
ば
、
わ
た
く
し
の
か
ら
だ
な
ど
は
、
何
ベ
ん
引
き
裂
か
れ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
願
い
に
通
底
し

て
い
る
。

他
者
が
立
派
に
な
り
幸
福
と
な
る
た
め
な
ら
ば
、
自
己
を
さ
さ
げ
て
悔
い
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
透
明
な
献
身
の
精
神
が
、
こ

こ
に

は
諮
ら
れ
て
い
る
。
『
烏
の
北
斗
七
足
』
が
悩
む
こ
と
の
で
き
な
い
敵
を
殺
さ
な
い
で
い
い
よ
う
な
世
界
に
な
る
た
め
の
自
己
献
身
の
表

切
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
め
く
ら
ぶ
ど
う
の
「
希
同
州
」
は
永
遠
な
る
美
の
実
説
と
、
そ
の
美
し
さ
に
同
化
し
て
不
滅
の
い
の
ち
を
得

た
い
と
い
う
強
く
か
な
し
い
願
い
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

私
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
私
を
辿
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
い
た
し
ま
す
。

こ
の
め
く
ら
ぶ
・
と
う
の
祈
り
を
こ
め
た
願
望
も
、
人
し
れ
ず
胸
り
は
て
て
ゆ
く
述
命
へ
の
昨
悩
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

も
重
視
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
の
は
か
な
い
運
命
と
お
藤
し
な
が
ら
、
41
什
悩
を
通
し
、
そ
れ
を
煤
介
と
し
て
虹
の
美
と
一
体
化
し
て
い
き
た

い
、
そ
の
た
め
な
ら
い
か
な
る
犠
牲
も
い
と
わ
な
い
と
い
う
切
実
な
願
い
が
告
白
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
の
ち
の
は
か
な
さ
を
痛

感
す
る
も
の
こ
そ
が
、
限
り
な
き
い

の
ち
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
無
常
の
現
実
に
苦
悩
し
不
滅
の

い
の
ち
を
祈
願
す
る
、

そ
の
一
瞬
の
な
か
に
永
遠
の
い
の
ち
ゃ
美
へ
の
同
化
は
約
束
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
に
は
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ

=

二

(

花
)



(η
〉

A
J

。こ
の
め
く
ら
ぶ
ど
う
に
た
い
し
て
、
虹
も
ま
た
や
さ
し
く
、
め
く
ら
ぶ
ど
う
の
刊
し
み
に
共
感
し
、
尊
敬
の
念
を
こ
め
て
語
る
。

「
う
や
ま
い
を
受
け
る
こ
と
は
、
あ
な
た
も
同
じ
で
す
」

「
あ
ら
、
あ
な
た
こ
そ
そ
ん
な
に
お
立
派
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
こ
そ
、
た
と
え
ば
、
消
え
る
こ
と
の
な
い
虹
で
す
。
変
わ
ら

な
い
私
で
す
」

め
く
ら
ぶ
ど
う
が
、
少
く
と
も

「
ま
だ

カ
月
」
の

い
の
ち
が
あ
る
の
に
く
ら
べ
て
、
虹
の
い
の
ち
は
さ
ら
に
た
よ
り
な
く
、
は
か
な

い
。
虹
は
い
う
。
「
弘
な
ど
は
そ
れ
は
ま
こ
と
に
た
よ
り
な
い
の
で
す
。
ほ
ん
の
十
分
か
十
五
分
の
い
の
ち
で
す
。
た
だ
=
秒
の
と
き
さ

え
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
あ
な
た
に
か
が
や
く
七
色
は
い
つ
ま
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
」

虹
は
、
め
く
ら
ぶ
ど
う
よ
り
、
さ
ら
に
強
く
か
な
し
く
い

の
ち
の
ふ
た
し
か
さ
、
た
よ
り
な
さ
を
実
感
す
る
存
杭
で
あ
る
。
そ
れ
を
痛

歎
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
同
じ
よ
う
に
は
か
な
い
迎
命
の
非
怖
さ
に
出
し
み
、
永
リ
瑚
の
美
と
伽
山
剛
山
の

い
の
ち
を
求
め
る
め
く
ら
ぶ
ど
う
を

尊
敬
し
、
立
派
で
あ
る
と
思
う
こ
と
が
で
き
た
に
ち
が
い
な
い
。
は
か
な
い
無
常
の
い
の
ち
を
共
有
し
、
永
遠
の
い
の
ち
を
願
う
も
の

は
、
と
も
に
「
う
や
ま
い
」
あ
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

「私
」
だ
け
で
な
く
皆
と
も
に
不
利
の
心
の
美
し
さ
を
輝
か
し
あ

っ
て

い

く
こ
と
が
、
限
り
な
い
永
遠
の
い
の
ち
を
も

っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
な
の
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

「総
て
は
誠
に
我
山
寺
と
衆

生
と
の
幸
一悩
と
な
る
如
く
T

討
を
も
進
ま
せ
給
へ
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
併
と
も
に
法
草
続
い
仰
の
追
を
歩
ん
で

レ
こ
う
と
し
た
賢
治
の
希

願
を
表
白
し
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
恩
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
作
品
で
は
め
く
ら
ぶ
ど
う
が
「
か
な
し
い
思
い
」
を
惚
き
な
が
ら
永
遠
の
美
に
あ
こ
が
れ
る
存
在
と
し
て
捕
か
れ
て

い
る
の
に
た
い
し
て
、
虻
は
い

の
ち
の
た
よ
り
な
さ
を
怖
り
、
ぷ
巡
の
尖
と
い
の
ち
を

一
瞬
の
う
ち
に
削
か
す
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ



て
い
る
。

虹
は
、
め
く
ら
ぶ
・
と
う
が
、
変
わ
り
ま
す
、
弘
な
ん
か
腐
っ
て
し
ま
い
ま
す
、
と
い
う
の
に
た
い
し
て
、
ほ
ほ
え
み
な
が
ら
、
こ
う
答

、える。え
弘
、
そ
う
で
す
。
本
と
う
は
ど
ん
な
も
の
で
も
変
わ
ら
な
い
も
の
は
な
い
の
で
す
。

無
常
の
迅
速
さ
は
、

一
日

一
刻
た
り
と
も
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
す
べ
て
の
も
の
を
変
え
て
し
ま
う
。
「
こ
の
限
の
前
の
、
美
し
い
丘

や
野
原
も
、
み
な
一
秒
ず
つ
け
ず
ら
れ
た
り
く
ず
れ
た
り
し
て
い
ま
す
」。

aH
然
の
美
も
無
常
の
ま
え
で
は
、け

っ
し
て
不
桁
な
も
の
で
は

な
い
。
自
然
も
人
間
と
同
等
に
い

の
ち
を
も

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
や
は
り
い
の
ち
の
崩
附
明
か
ら
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

い
の
ち
は
変
わ
り
ゆ
き
、
身
も
心
も
腐
敗
さ
せ
氏
え
さ
せ
て
ゆ
く
の
が
、
こ
の
位
の
現
象
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

賢
治
は
、
こ
う
し
た
変
転
き
わ
ま
り
な
い
現
実
を

「
現
象
」
と
み
な
し
、
不胤祉
の
新
郎
な

「
本
体
」
の
働
き
と
は
な
に
か
を
探
求
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
現
象
は
変
わ

っ
て
ゆ
く
が
、
そ
の
変
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
そ
の
も
の
は
不
変
で
あ
る
。
変
わ
り
ゆ
く
現
象
を
は
な
れ
ず
、

現
象
に
即
し
な
が
ら
不
変
永
一
速
の
い
の
ち
の
郎
き
を
も
た
ら
す
も
の
は
な
に
か
。
そ
の
恨
源
的
な
い
の
ち
の
働
き
が
、

「
ま
こ
と
の
力
」

と
時
ん
で
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
虹
は
こ
う
の
べ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
も
し
も
、
ま
こ
と
の
ち
か
ら
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
と
き
は
、
す
べ
て
の
お
と
ろ
え
る
も
の
、
し
わ
む
も
の
、

三
=
一

(
花
)
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さ
だ
め
な
い
も
の
、
は
か
な
い
も
の
、
み
な
か
ぎ
り
な
い
い
の
ち
で
す
。
わ
た
く
し
で
さ
え
、
た
だ
三
秒
ひ
ら
め
く
と
き
も
、
半
時
空
に

か
か
る
と
き
も
い
つ
も
お
ん
な
じ
よ
ろ
こ
び
で
す
。

g
 

ま
さ
に
、
こ
れ
は
「
た
だ
今
の
瞬
間
に
全
宇
宙
の
生
命
が
生
き
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
」
で
も
あ
刷
。

「
ま
こ
と
の
力
が
」
現
わ
れ
る
と
き
、
う
つ
り
変
わ
っ
て
い
く
も
の
に
無
限
の
い
の
ち
が
与
え
ら
れ
る
。
さ
だ
め
な
き
は
か
な
い
い

の

ち
を
瞬
時
の
う
ち
に
永
遠
の
い
の
ち
に
転
身
さ
せ
、
い
の
ち
を
飾
か
せ
忍
び
と
幸
耐
と
を
も
た
ら
す
の
が
「
ま
こ
と
の
刀
」
の
働
き
な
の

だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
虹
の
ほ
ほ
え
み
は
、
現
象
ハ
方
使
〉
の
な
か
に
あ
る
本
体
(
真
実
)
に
ふ
れ
、
氷
述
性
を
一
瞬
の
郎
き
に
凝
縮

し
え
た
徴
笑
的
表
現
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
う
。

ま
こ
と

の
力
と
限
り
な
き
い
の
ち

こ
の

「ま
こ
と
の
力
」
と
は
、
賢
治
が
し
ば
し
ば
諮
っ
た
宇
宙
芯
志
あ
る
い
は
宇
宙
怠
設
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
賢
治
は
、
の
ち
に
占

簡
の
一
節
で
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

も
危
ら

「
宇
宙
意
志
と
い
ふ
や
う
な
も
の
が
あ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
生
物
を
ほ
ん
た
う
の
卒
偏
に
資
し
た
い
と
年
へ
て
ゐ
る
も
の
か
そ
れ
と
も
世
斜

が
偶
然
盲
目
的
な
も
の
か
と
い
ふ
所
謂
信
仰
と
斜
学
と
の
い
づ
れ
に
よ
っ
て
行
く
べ
き
か
と
い
ふ
場
合
払
は
ど
う
し
て
も
前
者
だ
と
い
ふ

の
で
す
。
す
な
わ
ち
宇
宙
に
は
突
に
多
く
の
意
識
の
段
階
が
あ
り
そ
の
最
終
の
も
の
は
あ
ら
ゆ
る
迷
訴
を
は
な
れ
て
あ
ら
ゆ
る
生
物
を
究

克
の
幸
福
に
い
た
ら
し
め
ゃ
う
と
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
ま
あ
中
学
生
の
考
へ
る
や
う
な
点
で
九
」。



す
な
わ
ち
、
本
当
の
幸
福
を
も
た
ら
す
美
H
装
術
と
無
限
の
い
の
ち
へ
の
希
願
H
信
仰
を
活
現
す
る
も
の
が
宇
宙
意
志
の
現
わ
れ
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
そ
の
宇
宙
定
志
と
い
う
本
体
の
働
き
が
、

「ま
こ
と
の
力
」
の
す
が
た
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、

「ま
こ
と
の
力
」
は
宇
宙
意
志
か
ら
働
き
か
け
ら
れ
て
く
る
般
源
力
な
の
で
あ
っ
て
、
人
間
や
生
き
も
の
の
浅
は
か
な

狭
い
計
位
に
よ
っ
て
は
か
り
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
や
、
位
俗
的
な
人
間
の
慮
飾
に
み
ち
た
栄
え
な
ど
は
、
変
わ
り
ゆ
く
現
象

の
ひ
と
つ
の
現
わ
れ
に
す
ぎ
な
い
。
「
ま
こ
と
の
臨
で
も
の
を
見
る
人
は
、
人
の
A

上
の
さ
か
え
の
極
み
を
も
、
野
の
百
合
の一

つ
に
く
ら

べ
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
い
う
百
業
は
、
そ
れ
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
一
節
は
、
新
約

mEAの
「
マ
タ
イ
伝

m六
指
二
八
後

A
リむ

半
よ
り
二
九
」
に
よ
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
、

「野
の
百
合
は
如
何
に
し
て
行
つ
か
な
思
へ
、
労
せ
ず
、
紡
が
ざ
る
な
り
。

さ
れ

よ
そ
U
い

し

ど
状
な
ん
ぢ
ら
に
此
口
ぐ
、
栄
撃
を
極
め
た
る
ソ
ロ
モ

y
王
だ
に
、
そ
の
服
装
こ
の
化
の

一つ

に
も
及
か
ざ
り
主
」
と一
品川
ら
れ
た
言
ル撲
を
さ

し
て
い
る
。

同
仰
の
御
立
に
川
わ
ぬ
ソ
ロ
モ
ン
王
の
栄
華
は
、
た
ち
ま
ち
崩
れ
さ
っ
た
。
そ
の
き
わ
め
た
栄
壊
は
、
神
の
栄
光
を
現
わ
す

一
つ
の
野
の

戸白
A
口
に
も
及
ば
な
い
。
野
の
花
の
い
の
ち
は
短
い
。
し
か
し
、
野
の
花
は
神
の
栄
光
に
よ
っ
て

一
瞬
の
い
の
ち
の
聞
に
美
し
い
服
装
で
限

り
な
く
飾
ら
れ
て
い
る
。
「
ま
こ
と
の
脳
」
で
真
実
を
見
き
わ
め
る
な
ら
ば、

「ま
こ
と
」
よ
り
雌
れ
た
人
間
の
世
併
に
お
け
る
栄
拍
車
が

い
か
に
脆
弱
で
浅
薄
な
も
の
で
あ
る
か
を
知
り
え
る
。
そ
し
て
ま
た
、
野
の
百
合
の
夫
に
神
の
栄
光
つ

ま
り
「
ま
こ
と
の
方
」
の
働
き
が

い
か
に
永
述
な
も
の
で
あ
る
か
、

を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
府
八
治
は
、

こ
の
よ
う
な
悦
肢
に
た

っ
て
神
の
栄
光
が
「
ま
こ
と
」
の
似

似

・
本
体
よ
り
発
現
さ
れ
た

「ま
こ
と
の
ひ
か
り
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
つ
つ
、

-」
の

「
ま
こ
と
」
か
ら
縦
れ
た
人
間
の
功
利
性
の
虚
し

さ
を
荒
川
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ソ
ロ
モ

y
王
の
栄
光
が
う
つ
り
変
わ
り
枯
れ
は
て
消
え
さ
る
は
か
な
い
現
象
で
あ
る
と
い
う
の
は
、

「ま
こ
と
の
ち
か
ら
、
か
ぎ
り
な
い
い
の
ち
か
ら
は
な
し
て
み
た
」
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

-」
れ
は
「
ま
こ
と
」
へ
の
離
反
と

三

五

(

引
川
)



三

六

〈

勾
)

品
円
い
協
を
怠
旅
し
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、

「ま
こ
と
の
刈
」
の
現
わ
れ
に
も
と
づ
い
て
現
象
を
み
る
な
ら
ば
、
高
官
り
に
ふ
け
っ
た
人
間

の
蛍
み
も
聖
な
る
も
の
に
浄
化
さ
れ
て
ゆ
き
、
そ
れ
ら
は
「
ま
こ
と
の
ひ
か
り
」
の
な
か
に
と
ら
え
ら
れ
包
含
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
、
と
も
い
う
の
で
あ
る
。

「
ま
こ
と
の
h
H
」
や
「
ま
こ
と
の
ひ
か
り
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
水
遠
の
い
の
ち
を
付
与
し
幸
福

を
も
た
ら
す
本
体
の
働
き
で
あ
り
、
そ
こ
に
絶
対
の
将
遍
伐
と
ポ
・
雄
性
合
み
て
と
り
、
こ
の
認
織
を
一
泊
し
て
幸
福
を
実
現
す
る
宇
宙
意
志

の
点
実
性
を
確
信
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
が
、
賢
治
の
制
神
の
ひ
だ
で
あ

っ
た
。

「
ま
こ
と
」
の
信
仰

に
つ
い
て

と
-
」
ろ
で
賢
治
は
、
こ

の
め
十
悩
に
ひ
ろ
が
る
普
遍
的
な
い
の
ち
の
似
合飢
は
、
い
く
つ
も
の
宇
宙
怠
識
の
段
階
に
わ
か
れ
、
す
べ
て
の
迷

誤
か
ら
は
な
れ
て
「
あ
ら
ゆ
る
生
物
を
究
克
の
幸
悩
」
に
い
た
ら
し
め
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。

司

。

こ
の
こ
と
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
賢
治
が

「十

m
Z臼
界
の
依
て
起
る
」
本
体
、
恨
源
と
し
て
法
華
経
を
受
出
付
し
て
い
た
こ
と
に
も
と
・
つ
い

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
い
うん十
市
意
滋
の
多
く
の
段
階
と
は
、
こ
の
法
修
経
を
恨
源
と
し
て
生
起
し
、
そ
の
本
体
に
包
摂
さ
れ
て

E
'
A
V
か
い
ご
，、

iい

h
，伺
ん
-e'a
ae
A

い
る
製
品
晶
と
し
て
の
「
十
界
百
界
」
を
さ
し
て
い
る
。
賢
治
は
、
十
回
介
互
N
A
-
-
念
三
千
の
思
怨
に
依
犯
し
な
が
ら
法
華
経
の
本
体
よ
り

起
こ
る
「
十
界
百
界
」
の
宇
宙
意
滋
の
現
象
を
と
ら
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

「十
斜
面
非
」
と
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
を
窓
味

し
て
い
る
。

一
つ
の
心
に
は
十
界
(
地
獄

・
M
M
山地
・
出
生

・
修
縦

・
人

・
天

・
戸
川

・
U
H
党

・
符
雌

・
仏
)
が
共
わ

っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ

一
つ
の

世
界
に
は
ま
た
十
芥
が
具
わ

っ
て
い
る
か
ら
行
料
と
た
る
。
こ
れ
が
「
十
界
行
料
」
と
賢
治
.か
い
っ
た
十
界
互
共
論
で
あ
る
。
こ
の
十
界



に
よ
d
g

T

臼
界
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
仰
是
が
け
八
わ
っ

て
い
る
。
十
如
H
止
と
は
、
い
か
な
る
資
形
を
示
し
て
い
る
か
ハ
如
北
相
〉
、
い
か
な
る
性
質
を
も

っ
て
い
る
か
(
如
対
性
)
、
本
体
は
川
円
で
あ
る
か
(
如
拡
休
刊
ど
の
よ
う
な
刈
を
も

っ
て
い
る
か
(
如
H
止
力
〉
、

い
か
な
る
働
き
作
川
が

あ
る
か
〈
如
必
作
〉
、
も
の
ご
と
の
生
じ
減
し
て
い
く
以
附
は
川
か

(
如
必
凶
)
、

そ
の
関
連
性
や
条
例
は
例
か

(
如
娃
縁
〉
、

そ
れ
ら
の

紡
mx
は
ど
う
な
る
か
(
如
必
山山
〉
、
そ
の
仙
舶
来
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
刻
わ
し
て
い
る
か
(
如
込
山間
)、
こ
れ
ら
は
初
め
か
ら
終
り
に
い
た

る
ま
で
制
正
に
か
か
わ
り
あ
い
な
が
ら

T
し
く
常
に
は
て
し
な
く
結
び
あ
っ
て

い
る
の
が
以
尖
円
安
で
あ
る
(
本
木
先
先
日
干
)
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
必
法
巾
点
制刊の
受
と
し
て
必
か
れ
た
卜
如
H
A
の
内
山
口
で
あ
る
。
F

」の
山内
mx
の
関
係
の
う
ち
相
と
性
と
体
は
法
(
ま
こ

と
〉
の
相
状

・
性
質

・
本
体
、

h
H

と

nは
訟
の
働
き
の
ち
が
い
、
附
と
紘
は
法
の
川問
、
主
に
と
も
な
う
ww岨問
、
川
ボ
と
搬
は
法
の
川聞
き
に
よ
る

鮎
川本の
相
迎
、
本
木
山
九
党
勾
は
そ
れ
ら
が
統
一
し
あ
っ
た
川
等
の
関
係
に
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
な
味
し
て
い
る
。

こ
の
十
如
祉
が
百
芥
に
H
パ
わ
っ
て

い
る
の
で
千
如
H

ん
と
な
る
。
心
は
ま
た
州
匁
的
に
存
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
五
除

・
小部川コ

・
国
土

円
ニ
舶
の
世
界
を
川
パ
航
し
て
い
る
。
そ
こ
で
百
界
は
そ
れ
ぞ
れ
干
如
山
止
と
二
世
川
を
た
が
い
に
H
ハえ
て
い
る
の
で
三
千
組
の
世
界
が
共
附

さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
級
、
少
し
で
も
心
の
働
き
が
あ
れ
ば
、
た
だ
ち
に
そ
の

一
念
に
=一
千
世
間
を
共
布
す
る
の
で
あ
る
。
こ

'
 

れ
が
一
A

念
の
不
吋
思
議
反
と
呼
ば
れ
る
一
念
三
千
伐
の
MU
防
相
で
あ
刷
。
賢
治
が
、
こ
の
不
吋
忠
設
の
万
象
を
具
え
る
心
を
見
つ
め
て
、
『
こ

マ
マ

憎川

の
心
の
中
に
は
下
阿

μよ
り
下

(
上
〉
有
限
に
至
る
一
切
の
ぷ
象
を
合
み
現
在
の
世
界
と
て
も
又
e
ノ」に
外
あ
り
ま
せ
ん
」

と

の
べ
た
の

は
、
こ
う
し
た

一
念
一一
千
の
凡
方
に
た
っ

て
い
た
こ
と
を
も
の
疏
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
の
ち
に
将
司
作
と
修
総
』
で
詠
ん
だ
次
の
言
葉
に

も
一川
さ
れ
て
い
る
。

，七

(

η

)

 

国

(
す
べ
て
が
わ
た
く
し
の
中
の
み
ん
な
で
あ
る
や
う
に
み
ん
な
の
お
の
お
の
の
な
か
の
す
べ
て
で
す
か
ら〉



八

(
m
U
)
 

こ
の
一
句
も
、
十
界
百
界
の
背
中
識
を
一
念
に
H
ハ
え
包
み
こ
ん
で
い
た
賢
治
に
お
け
る
一
念
三
千
の
表
現
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
旬
。
こ
れ

は
、
私
の
中
に
い
る
す
べ
て
の
他
者
、
他
者
そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
い
る
弘
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
皆
と
も
に
各
自
の
中
に
す
べ
て
を
包
探
し

て
い
る
一
念
の
盗
を
諮
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
引
分
と
他
者
と
の
川
一
位
お
よ
び
一
念
三
千
の
共
有
と
そ
の
具
現
を
な
味
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

円
分
の
う
ち
に
あ
ら
ゆ
る
此
界
が
あ
り
、
す
べ

て
の
世
界
の
な
か
に
'円
分
の
い
の
ち
の
あ
る
こ
と
を
心
に
観
じ
る
こ
と

に

よ
っ
て
、
現
象
の
な
か
の
木
体
、
一
瞬
の
な
か
の
永
述
な
る
い
の
ち
を
、
賢
治
は
う
け
と
ろ
う
と
願
っ
た
の
で
あ
る
う
。
同
時
に
こ
の
観

点
か
ら
、
波
の
泡
を
歩
み
皆
と
も
に
仏
道
を
成
し
と
げ
る
求
道
も
な
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
賢
治
が

一
心
に
余
念
な
く
法
継
続
へ
の
帰
命

を
さ
さ
げ
た
の
は
、
限
り
な
い
永
逃
の
い
の
ち
を
と
ど
め
る
久
迩
の
釈
迦
仏
が
修
行
と
救
済
の
功
徳
を
あ
つ
め
、
仏
に
な
る
た
め
の
紐
を

只
え
て
い
る
妙
法
廷
華
経
の
五
字
を
伝
受
し
て
い
た
か
ら
で
あ
旬
。

ま
た
前
引
の
言
葉
に
み
ら
れ
る
「
あ
ら
ゆ
る
迷
訴
を
は
な
れ
て
あ
ら
ゆ
る
生
物
を
究
覚
の
幸
福
に
い
た
ら
し
め
ゃ
う
」
と
い
う
宇
宙
意

滋
の
段
終
段
階
と
は
、
万
物
の
幸
和
加
を
も
た
ら
す
十
界
百
界
の
恨
源
で
あ
り
本
体
で
も
あ
る
法
華
経
に
限
り
な
い
寿
命
を
し
る
す
仏
の
世

界
を
む
味
し
て
い
る
。
賢
治
は
、
払
や
み
ん
な
の
小
に
山
む
仏
、
仏
の
中
に
い
る
払
や
み
ん
な
を
と
ら
え
な
が
ら
法
華
経
へ
の
至
心
な
帰

依
に
よ

っ
て
仏
道
を
成
就
し
え
る
の
だ
、
と
受
け
と
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
述
な
る
い

の
ち
と
夫
と
政
の
幸
福
の
朴
料
品
で
あ
る
法
修
経
の
誠
の
追
を
歩
ん
で
い
る
と
い
う
心
象
か
ら
、
次
の
よ
う
な
宮
一業
も

述
べ
ら
れ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

ゾ

ν

妙
法
注
信
絞
ハ
払
共
本
統
ノ
名
前
デ
ス
カ
ラ
e
ノ
」
ヲ
抽
叫
ん
そ
ノ
ハ
自
分
ノ
剛
山
ヲ
切
ル
械
ナ
モ
ノ
デ
セ
ゥ
。
至
心
ニ

妙
法
述
華
経

--mm命
シ



奉
ル
モ
ノ
ハ
ヤ
ガ
テ
総
テ
ノ
現
象
ヲ
苔
ガ
身
ノ
内
ニ
撚
リ
、
十
界
百
回
升
叩
耐
火
ニ
成
仏
シ
拘
円
ル
事
デ
セ

ヤ

わ
が
成
仏
の
日
は
山
川
草
木
み
な
成
仏
す
る
。
山
川
草
木
す
で
に
絶
対
の
姿
な
ら
ば
我
が
対
な
く
不
吋
忠
郎
ハ
ぷ
〉
な
ら
ば
そ
れ
で
よ

ママ

さ
さ
う
な
も
の
で
す
が
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
突
は
殺
は
絶
対
不
可
川
出
版
(
議
〉
を
紛
え
た
も
の
で
あ
っ
て
吏
に
そ
の
如
何
な
る
も

の
と
云
ふ

M
性
を
与
へ
得
な
い
。
災
に
一

切
は
絶
対
で
あ
り
無
殺
で
あ
り
、
京
で
あ
り
帆
…
怖
で
あ
り
ま
せ
う
が
然
も
そ
の
中
に
数
知
ら

ぬ
流
転
の
衆
生
を
舵
(
包
)
合
す
る
の
で
旬
。

ね
が
は
く
は
こ
の
功
徳
を
あ
ま
ね
く

一
切
に
及
.
ほ
し
て
十
山
計
百
界
も
ろ
と
も
に
同
じ
く
仏
道
を
成
就
せ
ん
。

一
人
成
仏
す
れ
ば
三
千
大

四

千
世
界
山
川
草
木
虫
魚
禽
恨
み
な
と
も
に
成
仏
だ
。

百
界
千
如
と

一
念
三
千
と
の
相
違
は
、
百
界
千
如
が
人
間
や
生
物
な
ど
い
の
ち
あ
る
有
情
界
に
限
ら
れ
る
の
に
た
い
し
て
、
法
華
経
の

一
念
三
千
は
有
情
界
の
み
な
ら
ず
、
非
情
の
山
川
草
木
な
ど
宇
宙
内
然
の
万
物
に
い
の
ち
を
観
て
と
る
こ
と
に
あ
る
。
右
の
言
葉
は
、
賢

治
が
十
界
百
界
の
見
方
を

一
歩
進
め
て
一
念
三
千
の
実
践
に
心
象
を
ひ
ろ
げ
て
い

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
十
界
五
日
〈
・
一
念
三
千
の
心
象
を
わ
が
身
に
向
け
、
戦
い
品
T

い
流
転
す
る
修
縦
と
し
て

の
'H
己
競
視
を
徹
底
し
て
い
っ
た
と
き
、

国

賢
治
は
ま
た
「
人
附
の
世
界
の
修
縦
の
成
仏
」
を
求
め
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、

一
切
の
現
象
の
木
体
で
あ
り
、
す
べ
て
の
も
の
に
究
極
的
な
辛
制
(
成
仏
〉
を
も
た
ら
す
般
狐
で
あ
る
法
部
経
を
俗

じ
、
法
第
縦
に
い
の
ち
を
さ
さ
げ
る
こ
と
が
、

「ま
こ
と
」
な
の
で
あ
る
。
流
伝
す
る
相
川
市
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
会
す
べ
て
包
合
す

三
九

(
拘
)



四
O

(
ω〉

る
絶
対
の
「
ま
こ
と
」
に
帰
命
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
氷
山
地
の
い
の
ち
と
美
を
体
得
す
る
こ
と
が
、

「
ま
こ
と
の
力
」
を
与
え
ら
れ
受
け
と

間

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
「
ま
こ
と
」
の
中
に
、
あ
ら
ゆ
る
美
と
神
意
と
宇
宙
意
識
も
包
炭
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
法
第
経
の
「
ま

こ
と
」
を
恨
源
と
し
て
幸
福
実
現
の
た
め
に
活
現
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
の
ち
に
妹
ト
シ

の
郡
山
に
ム
引
回
し
た
体
験
を
書
誠
風
に
ま
と
め
た
八
チ

ュ
ン
セ
、
ポ
l
セ
の
手
伽
V
の
次
の

一
節
に
も
明
示

さ
れ
て
い
る
。

チ
ュ
ン
セ
が
ポ
l
七
を
た
づ
ね
る
こ
と
は
む
だ
だ
。
な
ぜ
な
ら
ど
ん
な
こ
ど
も
で
も
、
ま
た
、
は
た
け
で
は
た
ら
い
て
ゐ
る
ひ
と
で
も
、

"
'ゐご

汽
市中
の
中
で
卒
採
を
た
ベ
て
ゐ
る
ひ
と
で
も
、
ま
た
歌
ふ
れ
川
や
散
は
な
い
れ州
、
ドN
や
燃
や
の
あ
ら
ゆ
る
魚
、
あ
ら
ゆ
る
け
も
の
も
、
あ
ら

ゆ
る
虫
も
、
み
ん
な
、
む
か
し
か
ら
の
お
た
が
ひ
の
き
ょ
う
だ
い
な
の
だ
か
ら
。
チ
ュ
ン
セ
が
も
し
ポ
l
七
を
ほ
ん
た
う
に
か
あ
い
さ
う

に
お
も
ふ
な
ら
大
き
な
勇
気
を
出
し
て
す
べ
て
の
い
き
も
の
の
ほ
ん
た
う
の
幸
耐
を
さ
が
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
は
ナ
ム
サ
ダ
ル

マ
プ
フ
ン
ダ
リ
カ
サ

R
I
ト
ラ
と
い

ふ
も
の
で
あ
る
。
チ
ュ

γ
セ
が
も
し
男
気
の
あ
る
ほ
ん
た
う
の
男
の
子
な
ら
、
な
ぜ
ま

っ
し
ぐ
ら
に

そ
れ
に
向
っ
て
進
ま
な
い
か
。

「
ナ
ム
サ
〆
ル
マ
プ
ウ
ン
ダ
リ
カ
サ

λ
l
ト
ラ
」
と
は
、
ド
刷
無
妙
法
注
催
経
の
こ
と
で
あ
り
、
法
華
経
へ
の
至
心
の
帰
命
に
よ
っ
て
誠

の
幸
福
に
向
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
進
む
こ
と
な
の
で
あ
る
。

本
当
の
幸
福
を
探
求
し
、
そ
れ
に
向

っ
て
前
進
す
る
道
を
さ
し
示
し
た
当
体
が
法
僚
経
信
仰
で
あ
り
、
法
華
経
の
題
目
を
悶
え
る
こ
と

が

「
ま
こ
と
の
h

ど
を
発
現
さ
せ
る
縦
割
榔
h
M

な
の
で
あ
っ
た
。



こ
の
点
は
、
次
の
よ
う
な
法
華
経
へ
の
帰
命
の
言
葉
に
、
は

っ
き
り
と
示
さ
れ
て

い
る
。

至
心
に
帰
命
し
奉
る
万
物
最
大
幸
福
の
根
源
妙
法
蓮
華
経

至
心
に
頃
礼
し
車
中
る
三
世
諸
仏
の
眼
目
妙
法
蓮
華
経

回

不
可
思
議
の
妙
法
蓮
草
経
も
て
供
持
し
奉
る

一
切
現
象
の
当
体
妙
法
道
事
総

賢
治
は
、
こ
の
よ
う
に
法
草
経
を
い

っ
さ
い
の
灼
趣
す
べ
き
限
何
で
あ
り
、

「
力
物
最
大
の
幸
一制
の
奴
漁
」
「
一

切
現
象
の
当
休
」
と

み
な
し
て
い
る
。
法
華
経
に
mm命
す
る
こ
と
が
、
賢
治
に
と
っ
て
唯

一
の
「
ま
こ
と
の
道
」
を
歩
む
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
法
華
経
の
な
か
に
、
釈
噂
は
永
遠
の

い
の
ち
を
し
る
し
て
い
る
。
釈
尊
は
人
間
と
し
て
現
わ
れ
浬
燥
の
相
を
示
し
た
が
、
そ
れ
は

衆
生
を
仏
道
に
噂
く
た
め
で
あ

っ
た
。
一

心
に
身
命
を
惜
し
ま
ず
恋
慕
渇
仰
の
念
を
も
っ
て
仏
を
見
奉
る
も
の
の
前
に
釈
尊
は
永
遠
の
救

い
を
さ
し
一
示
し
な
が
ら
現
わ
れ
速
か
に
仏
身
を
成
就
せ
し
め
よ
う
と
い
う
本
闘
を
そ
そ
い
で
い
る
、
と
い
う
の
が
法
華
経
如
来
奔
量
品
の

世
界
で
あ
る
。

法
華
経
の
う
ち
に
永
迷
の

い
の
ち
を
し
る
す
生
身
の
釈
時
は
然
生
を
仏
に
し
よ
う
と
誓
願
し
て
い
る
、
そ
の
限
り
な
い
衆
生
救
済
の
心

が
、

「世
界
を
包
む
大
き
な
徳
の
加
」
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
、

「
ま
こ
と
の
カ
」
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
賢
治
は
こ
う
も
の
べ
て
い
る
。

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
一
度
叫
ぶ
と
き
に
は
世
界
と
我
と
共
に
不
可
思
議
の
光
に
包
ま
れ
る
の
で
す
。
あ
あ
そ
の
光
は
ど
ん
な
光
か

四

一

(

印

)



四

(
門
別
)

。

私
は
知
り
ま
せ
ん
。
只
斯
の
如
く
に
唱
え
て
削
く
光
で
す
。
南
無
妙
法
迎
撃
絞
」

国

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
空
間
に
充
満
す
る
白
光
の
忠
一容
で
す
」

『
め
く
ら
ぶ
だ
う
と
虹
』
で
、

「
あ
な
た
に
か
が
や
く
七
色
は
い
つ
ま
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
」

と
虹
の
い
っ
た
七
色
の
郎
き
は
南
無
妙

法
蓮
華
経
の
七
字
の
光
明
で
あ
ろ
う
。
ま
た

「す
べ
て
ま
こ
と
の
ひ
か
り
の
な
か
に
、
い
っ
し
ょ
に
す
む
人
は
、
い
つ
ま
で
も
い

っ
し
ょ

に
行
く
の
で
す
、
い
つ
ま
で
も
ほ
ろ
び
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
虹
が
語
っ

た

「
ま
こ
と
の
ひ
か
り
」
と
は
、
至
心
に
身
命
を

惜
し
ま
ず
唱
え
る
南
無
妙
法
遊
撃
経
の
光
な
の
で
あ
る
。
そ
の
法
華
経
信
仰
の
白
光
に
包
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
皆
も
ろ
と
も
に
仏
の

世
界
を
包
む
大
き
な
徳
の
な
か
に
住
み
つ
づ
け
、
限
り
な
い
永
遠
の
い
の
ち
が
与
え
ら
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
虹
さ
ん
。
私
を
つ
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ど
こ
へ

も
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
」。

そ
の
め
く
ら
ぶ
・
と
う
の
叫
び
は
、法
華
経
に
知
命

し、

仏
の
世
界
に
お
も
む
い
て
永
遠
の
い
の
ち
を
待
た
い
、
釈
迦
仏
H
法
華
経
の

「
ま
こ
と
の
力
」
に
よ
っ
て
限
り
な
き
い
の
ち
を
与
え

て
ほ
し
い
と
い
う
賢
治
の
祈
り
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「ま
こ
と
の
ひ
か
り
」
に
包
ま
れ
て
生
き
つ
づ
け
、
本
当
の
幸
福
を
め
ざ
し
た
い
、

と
い
う
阿
次
元
延
長
の
世
界
を
見
つ
め
た
賢
治
の
阪
い
が
『
め
く
ら
ぶ
だ
う
と
虹
』
に
は
脈
打
っ
て

い
る
。

虻
が
、
か
す
か
に
ほ
ほ
え
み
な
が
ら
消
え
て
い
っ
た
の
は
、
賢
治
が
な
お
修
開
慨
を
歩
い
て
い
る
自
己
を
凝
視
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ

久
ノ
。

法
華
経
へ
の
知
命
と

い
う
「
ま
こ
と
の
力
」
に
ふ
れ
、

「
ま
こ
と
の
ひ
か
り
」
に
包
ま
れ
な
が
ら
〈
ま
こ
と
の
信
仰
と
芸
術
〉
の
活
現

に
よ
っ
て
、
永
遠
な
る
限
り
な
き
い
の
ち
と
「
修
縦
の
成
仏
」
と
「
ま
こ
と
の
幸
稲
」
を
め
ざ
し
て
い

っ
た
賢
治
の
生
き
方
は
、
『
め
く

ら
ぶ
だ
う
と
虹
』
で
表
白
し
た
願
い
を
な
し
と
げ
て

い
こ
う
と
す
る
道
程
で
あ
っ
た
、
と
い
え
よ
う
。



註

ω
『
校
本
宮
沢
賢
治
全
集
』
(
筑
隙
川
房
発
行
)
初
七
巻
。
一
一
一

l
一一

川
口
。
以
下

『
全
保
』
と
略
す
。

ω
『
全
集
』
第
七
非
了
校
具
有
六
四
瓦
。

『
マ
リ
グ
ロ

ン
と
少
立
』
は
『
全
然
』
第
九
泉
所
収
。

ω
思
問
逸
失
「
宮
沢
賢
治
の
文
学
に
お
け
る

『
ま
こ
と
の
立
必
』(『
宵
沢
賢
治
諭
l
』
所
収

・
東
京
札
口
符
刊
)
問

H
お
よ
び
二
六

l
二
七
TH
q

ω
『
全
集
』

m十
閉
巻

・
年
総
四
八
九
|
五

O
O瓦
。

ω
『
全
柏
町
』
第
十
一二
巻

・
四
ニ
!
凶
三
百
。
大
正
七
年
二
月
二
口
、
宮
沢
政
次
郎
あ
て
封
代
川
。

ω
『
全
集
』
間
前
六
五
瓦
。
大
正
七
年
三
刀
二
十
日
前
後
、
保
阪
都
内
あ
て
H
A
。

仰

向
布
。

仙
何
『
全
然
』
同
前
五

O
R、
大
正
七
年
=
月
十
目
、
符
沢
政
次
郎
あ
て
封
H
H
H

。

ω
同
右
。

川

『

全

集
』
同
前
六
五
頁
。
賢
治
の

H
進
制
依
に
つ
い
て
は
則
的
制
「
宮
沢
賢
治
の
日
連
明
人
観
」
(
日
進
宗
現
代
宗
教
研
究
所
刊

『
現
代
京
教
研
究
』

第
一
八
号

・
二
ニ
九

|
一
凶
七
瓦
)
参
照
。

ω
『全
集
』
同
前
二
一
凶

l
一
二
五
頁
。
大
正
十
年
七
月
十
一一
円
、
関
徳
禰
あ
て
封
九
。

ω
『
全
集
』

m十
二
巻
上

・
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」
七
ニ
H
。

「
法
事
文
学
ノ
創
作
」
は
こ
こ
に
惚
る。

凶
『
全
集
』
第
十
一
巻
・
四
凶
京
。

ω
『
全
集
』
第
十
三
巻

・
内
六
百
。
大
正
七
年
二
月
二
十
一一

-n、
宮
沢
政
次
郎
あ
て
封
川
。

伺
抽
耐
原
猛
「
修
縦
の
世
界
を
結
え
て
」

(文
芸
読
本

『宵
沢
賢
治
』
所
収

・
河
川
H
H

m
新
社
刊
)
九
六
バ
。

仰

『

全

集
』
第
十
三
巻

・
間
五
三
l
内
五
四
瓦
。
日
付
あ
て
先
不
明
。

m
『
全
集
』
間
的

・
内
七
五
。
大
正
七
年
二
月
二
十
一
.n、
宮
沢
政
次
郎
あ
て
封
バ
。

制
法
説
経
に
拠
る
十
山介
瓦
n
A

・
一
念
三
千
相
聞
は
中
国
の
天
台
大
師
に
よ
っ
て
川
町
念
的
に
体
系
化
さ
れ
、
こ
れ
を
縦
尽
し
た

n避
に
よ
っ
て
実
践
的
な

成
仏
救
済
の
行
法
(
郁
の
一
念
三
千
と
い
う
)
と
し
て
提
示
血
肉
化
さ
れ
た
。
円
柑
止
は
泣
文
中
の
各
所
に

一
念
一二
千
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、

特
に
主
著
作
『
観
心
本
時
抄
』
で
詳
細
に
の
べ
て
い
る
。

四

(
間
山
〉



四
四

(
白
山

〉

ω
『
全
集
』
第
十
三
巻

・
五
ニ
瓦
。
大
正
七
年
三
月
十
四
日
前
後
、
保
阪
岩
内
あ
て
封
占
。

側
『
全
集
』
第
二
巻

・
六
頁
。
『
者
と
修
経
』
序
。

凶

分
銅
惇
作
『
宮
沢
賢
治
の
文
学
と
法
華
経
』
(
水
脅
坊
刊
〉一

O
七
頁
。
こ
の
中
で
、
氏
は

『容
と
修
縦
』
序
で
「
わ
た
く
し
と
い
ふ
現
象
」
は

「仮
定
さ
れ
た
有
機
交
流
電
燈
」
「
図
来
交
流
電
燈
」
の

一
つ
の
m
H
い
照
明
に
す
ぎ
な
い
と
詠
ん
で
い
る
点
を
法
華
経
の
一
念
三
ザ
の
考
え
方
と
因

果
観
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

ω
こ
の
こ
と
は
回
避
の
耕
作
『
鋭
心
本
尊
抄
』
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
仏
に
よ
る
自
然
扱
子
、
法
華
経
信
受
者
の
受
持
成
仏
を
漉
い
て
い
る
。

浅
井
円
道
『
観
心
本
噂
抄
』

(大
蔵
出
版
刊
)
拳
照
。

凶

『

全

集
』
第
十
三
巻

・
六一

瓦
。
大
正
七
年
四
月
十
八
日
、
成
瀬
金
太
郎
あ
て
封

A
。

ω
『
全
集
』
同
前

・
九

O
真
。
大
正
七
年
六
月
二
十
七
日
、
保
阪
事
内
あ
て
封
引
札口
。

関
『
全
集
』
同
前

・
六
七
十
以
。
大
正
七
年
五
月
十
九
日
、
保
阪
薪
内
あ
て

N
A。

開
『
全
集
』
同
前

・
一
八
円
瓦
。
大
正
九
年
六
J
七
月
、
保
阪
嘉
内
あ
て
釘
占
。

問
恩
田
逸
夫
前
掲
泊
。
氏
は
「
ま
こ
と
」
の
内
容
を
宇
宙
の
支
配
原
理

・
根
微
力
、
永
遠
な
る
も
の
、
あ
る
い
は
「
本
体
」
「
真
理
」
「
絶
対
者
」

神

-
仏
と
し
、
宇
宙
感
情
ま
た
は
第
四
次
元
感
情
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
法
華
経
そ
の
も
の
を
「
ま
こ
と
」
と
し
て
具
体
的
に
あ
げ
て
い
な
い
。

側

『
全
集
』
第
十

一
巻

・
三
二

O
l
三
二一

TA。
〔
手
紙
四
〕

開

『
全
然
』
第
十
三
巻

・
五
六
頁
。
大
正
七
年
三
月
二
十
日
前
後
、
保
阪
嘉
内
あ
て
対
九
。

ω
『
全
集
』
第
七
巻

・
二
八
九
頁
。
『
ひ
か
り
の
素
足
』。

ω
『
全
然
』
第
十
三
巻

・
五
六
瓦
、
前州向
。

開
『
全
集
』
同
前

・
六
九
五
。
ト
人
正
七
年
冗
月
十
九
円
、
保
阪
ぷ
内
あ
て
対
九
。



キ

リ

シ

タ

ン

の

神

話

的

世

界

(
二
)紙

谷

威

蹟

リ

ア

の

逃

亡

|

|

-

抵
抗
の
神
話

神
話
と
い
う
も
の
は
、
語
り
H
聴
く
こ
と
に
お
い
て
成
立
す
る
。
そ
れ
は
、
人
々
に
と
っ
て
心
を
銚
腕
さ
せ
る
〈
ば
ね
〉
の
役
割
を
来

た
す
の
で
あ
っ
て
、
物
語
と
し
て
の
興
起
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
登
場
す
る
主
人
公
述
は
、
気
高
く
、
才

能
に
溢
れ
、
人
々
の
心
を
揺
り
動
か
し
、
迎
命
の
行
く
末
を
思
い
め
ぐ
ら
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
衝
動
へ
と
駆
り
立
て
て
く
れ
る
存
在
で

あ
っ
た
。

何
故
な
ら
ば
、
諮
り
H
勝
く
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
の
日
常
性
を
拠
な
る
次
元
へ
と
誘
う
神
話
は
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
生
活

の
総
と
し
て
の
役
割
を
来
た
す
の
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
に
川
町
没
し
、
貧
紡
に
つ
つ
ま
れ
た
段
漁
民
で
あ

っ
て
も
、
心
の
世
界
に
は
こ
う

い
っ
た
神
話
の
か
け
ら
を
飽
き
続
け
て
生
き
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
し
て
、
自
己
の
直
}印
す
る
隆
史
的
現
実
の
中
で
、
苦
悩
・
か
大
き
け

れ
ば
大
き
い
程
、
心
を品川開
仰
さ
せ
る
媒
介
項
と
し
て
の
神
話
的
世
界
、
す
な
わ
ち
想
像
力
の
世
界
の
意
義
は
大
き
い
も
の
と
な
っ
た
。

一

(m〉



ニ

(

附
〉

土
地
に
縛
り
つ
け
ら
れ
、
年
nH
の
TH
納
を
義
務
づ
け
ら
れ
、
日
仰
さ
え
も
強
制
さ
れ
た
近
世
段
民
に
と
っ
て
は
、
白
山
な
世
界
へ
の
逃

走
は
精
神
世
界
、
と
り
わ
け
彼
等
の
共
同
の
伝
承
の
場
に
こ
そ
伐
さ
れ
て
い
た
と

3
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
ま
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
段
民
に

と
っ
て
は
、
叶林
絡
体
制
の
権
力
機
構
の
前
に
あ
っ
て
、
日
山
な
信
仰
的
世
界
を
獲
得
す
る
の
は
、
ご
く
わ
ず
か
な
部
分
し
か
残
さ
れ
て
は

い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
近
世
良
民

へ
の
幕
務
権
力
の
支
配
は
、

生
活
の
細
部
ま
で
浸
透
し
て
い
た
と
は
す
口
い
嫌
い
。
キ

こ
お
り

リ
シ
タ

y
m
同
氏
の
存
伝
自
体
が
、
支
配
の
行
点
の
所
花
を
も
明
示
し
て
い
る
。
キ
リ
シ
タ

γ
の
発
覚
、
大
村
布市
の
郡
崩
れ
や
浦
上

一
番
か

ら
凶
帯
崩
れ
、
文
化
年
間
の
天
革
の
奥
山
市
徒
発
u'A
と
い
っ
た
、
度

々
の
鮒
圧
を
く
ぐ
り
抜
け
な
が
ら
、
彼
等
は
信
仰
的
命
脈
を
継
承
し
て

〈

1
}

き
た
の
で
あ
る
。
支
配
権
力
へ
の
低
抗
と
滞
伏
の
巧
妙
さ
は
、
惣
像
を
絶
す
る
と
言
え
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、

支
配
権
力
は
、
キ
リ
シ
タ

ン
良
民
の
精
神
的
世
界
ま
で
は
常
鮫
し
か
ね
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
新
神
的
世
界
で
継
承
さ
れ
て
い

っ
た
の
が
、
彼品市千

円

2
v

自
身
の
心
を
飛
閉
さ
せ
得
る
、
物
語
性
を
も

っ
た
神
話
八
天
地
始
之
事

V
で
あ
る
。

〈
天
地
始
之
事
〉
は
短
知
で
は
あ
る
が
、
キ
リ
シ
タ

ン
の
信
仰
生
活
の
線
底
を
表
現
す
る
文
学
的
作
品
で
も
あ

っ
た
。
そ
の
中
で
も
、
最
も
物
語
性
に
官
み
、
そ
れ
だ
け
に
人
々

の
心
を
ひ
き

つ
け
た
の
は
、
ピ
ル
ゼ
ン

・
マ
ル
ヤ
(
処
女
7

リ

7
u聖
母
マ
リ
ア
)
の
逃
走
諌
な
の
で
あ
る
。
こ
の

マ
ル
ヤ
を
め
ぐ
る
物
語
は
、
キ
リ

シ
タ
ン
の
新
神
的
世
界
に
お
け
る
、
支
配
権
h
H

へ
の
対
抗
と
川
否
の
過
程
を
も
示
す
も
の
と
な

っ
て

い
た。

そ
し
て
同
時
に
、

マ
ル
ヤ
の
逃
亡
は
、
日
本
の
民
俗
の
文
脈
の
中
に
お
い
て
は
、

一
純
の
道
行
や
逃
走
の
ド
ラ
マ
と
し
て
位
低
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
の
み
な
ら
ず
、
神
話
や
説
話
の
中
で
も
、
旅
は
重
咲
な
テ

1
7
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
旅
と
い

う
行
為
自
体
が
宗
教
的
世
界
に
淵
源
を
・
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
ド
ラ

マ
的
構
成
の
中
で
も
時
間
的
移
行
や
空
間
的
移
行
を
如
実
に
示

す
と
問
時
に
、
次
元
の
央
な
る
世
界
へ
と
主
人
公
を
埠
く
契
機
と
な
っ
て

い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
人
公
は

現
実
と
他
界
と
を
往
来
す
る
の
で
あ
り
、
神
的
存
夜
と
し
て
の
性
絡
が
形
成
さ
れ
、
あ
る
い
は
神
的
存
在
へ
の
昇
化
が
実
現
す
る
こ
と
に



な
る
。
い
わ
ば
救
済
を
啓
示
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
神
話
の
中
で
、
以
の
救
済
者
た
る
ピ
ル
ゼ
ン

・
マ
ル

ヤ
と
そ
の
子
八
御
身
桁一

vの
誕
生

を
導
き
出
す
も
の
と
し
て
、
こ

の
マ
ル
ヤ
の
逃
走
諜
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

E

J
当
の
サ
ン
タ

・
マ
ル
ヤ

こ
の
世
H
現
世
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
と

っ
て
は
初
恋
な
も
の
で
あ
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
言
葉
で
表
現
す
れ
ば
、
後
悔
(
ク
ウ
キ
ャ
〉

の
生
活
を
送
る
べ
き
場
で
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
世
界
で
神
の
教
え
を
実
践
す
る
方
法
は
、
多
く
は
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ピ
ル
ゼ
ン
つ
ま
り
処
女
た
る
こ
と
を

一
生
つ
ら
ぬ
く
の
も
、
こ
の
邪
恕
な
世
界
で
は
前
一史
な
修
行
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
ま

た
、
ピ
ル
ゼ
ン
た
る
こ
と
を
全
う
す
る
こ
と
が
ど
れ
程
凶
燃
で
あ
る
か
も
想
像
に
燥
く
な
い
。
修
道
院
な
ど
の
制
度
ど
こ
ろ
か
、
キ
リ

ン

タ
y
と
し
て
の
存
夜
さ
え
許
さ
れ
な
い
現
実
の
中
で
、
如
何
に
ね
神
的
世
界
に
お
け
る
こ
と
と
は
言
一
え
、
ピ
ル
ゼ
ン
は
尋
常
一
様
の
も
の

で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

円

5

ν

E

Z
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《

7
}

ロ
ソ
ン
の
国
帝
王
、
サ
ン
ゼ

γ
ゼ
十
ス
と
い
ふ
王
あ
り
。
然
ば
共
困
の
賊
の
む
す
め
に
、
其
名
丸
ャ
、
じ
才
よ
り
学
文
を
心
が
け
、

-
-
e
 

十
弐
才
ま
で
に
上
述
し
、
わ
れ
つ
ら
/
¥
世
の
布
附
怖
を
、
案
ず
る
に
、
人
間
界
に
う
ま
れ
き
て
、
後
世
の
た
す
か
り
わ
何
と
せ
ん
と
、

思
い
に
暇
わ
な
か
り
し
所
に
、

「
汝
一
生
や
も
め
に
て
、
ピ
ル
ゼ
ン
の
行
を
な
さ
ば
、
す
み
や
か
に
た
す
け
ゑ
さ
せ
ん
」
と
、
ふ
し
ぎ

今
号
げ

(
8
v

や
天
よ
り
告
を
か
ふ
む
り
、
は
っ
と
持
ぴ
、
む
す
め
丸
ヤ
、
地
に
ひ
れ
ふ
し
て
礼
拝
す
。
此
時
J
I
-
-
へ
ん
の
御
-
フ
ア
所
唱
へ
し
也
。

〔

9
)

人
間
界
に
生
ま
れ
た
女
性
に
は
、
後
世
の
救
済
を
得
る
方
法
と
し
て
、
ビ
ル
ゼ
ン
の
行
を
な
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ほ
教

三

(
山
川
)



四

(

陥
〉

仰
と
し
て
日
本
を
訪
れ
た
パ

1
ド
レ
ハ
神
父
〉

・
イ
ル
マ
ン
(
修
道
士
)
ら
の
聖
職
者
述
が
、

一
生
章
氏
を
つ
ら
ぬ
く
も
の
で
あ
り
、
そ

の
放
に
こ
そ
彼
等
へ
の
尊
敬
と
威
信
が
お
め
ら
れ
た
こ
と
は
隆
史
的
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
キ
リ
シ
タ
ン
宣
教
師
迷
も
日
本
の
仏

教
僧
侶
へ
の
批
難
の
材
料
と
し
て
、
女
犯
の
有
隊
、
磁
波

・
一安
治
を
と
り
あ
げ
て
い
た
。
中
世
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
近
世
に
至
つ
て
は

多
く
の
破
戒
的
の
存
在
(
支
配
問
の
ぷ
端
に
あ
る
僧
侶
速
の
腐
敗
状
態
)
に
は
、
民
政
の
怨
盛
も
少
な
く
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の

中
に
お
い
て
は
、
こ
の
ピ
ル
ゼ

y
の
行
の
意
義
も
ま
た
、
よ
り
高
め
ら
れ
る
。

現
世
に
お
け
る
幸
福
(
と
さ
れ
る
も
の
〉
を
姶
て
去
る
こ
と
で
、
後
世
を
願
う
こ
と
は
、
近
世
の
庶
民
信
仰
の
中
で
は
只
質
な
こ
と
で

《

mv

あ
っ
た
。
し
か
も
、
ピ
ル
ゼ
ン
の
行
つ
ま
り
処
女
と
し
て
独
身
を
つ
ら
ぬ
く
こ
と
は
、
m弘
実
に
は
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
ピ
ル

ゼ
ン

・
マ
ル
ヤ
と
て
そ
の
例
に
も
れ
な
い
。

か
く
て
、
ロ

ソ
y
の
国
の
帝
王
は
、
妃
の
吟
味
あ
る
と
い
へ
ど
も
、
帝
王
御
心
に
か
な
い
た
る
女
な
け
れ
ば
、
く
に
内
の
丸
ヤ
の
事

を
き
与
を
よ
び
、
す
ぐ
に
、
か
の
家
に
家
老
ど
も
つ
か
わ
し
、
か
よ
う
/

¥
と
、
い
ふ
入
け
れ
ば
、
鋭
ど
も
は
か
し
こ
ま
り
、

「
御
心

ママ

に
ま
か
せ
申
」
と
う
け
ゃ
い
け
る
。
然
と
い
へ
ど
も
、
丸
ヤ
一
ゑ
ん
承
引
な
く
候
故
、
此
ま
与
に
て
は
さ
し
を
か
ず
と
、
無
用
品
に
盗
み

て
丸
ヤ
を
ば
、
王
の
御
前
に
さ
ふ
げ
け
る
。

封
建
領
主
〈
大
村
落

・
五
円州
稲
江
務

・
天
領
と
入
り
乱
れ
て
は
い
る
が
〉
支
配
下
の
俊
民
に
と
っ
て
は
、
支
配
者
の
命
令
は
絶
対
的
な

も
の
で
も
あ
り
、
ま
た
、
命
令
へ
の
反
抗
も
あ
り
得
な
い
こ
と
が
普
通
で
あ
っ
た
。
判
排
滞
体
制
下
の
肌雄
氏
へ
の
人
・
北
支
配
は
、
奴
隷
制
下

の
そ
れ
よ
り
は
緩
や
か
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
、
年
武
納
入
に
ま
つ
わ
る
人
身
売
口
ゃ
、
附
州
市
に
お
け
る
遊
廓

・
岡
場
所
等
の
存
在
か
ら



す
れ
ば
、
領
主
の
求
婚
を
拒
否
で
き
る
よ
う
な
自
由
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
ル
ヤ
は
ピ
ル
ゼ
ン
の
な
志
を
姶

て
よ
う
と
は
し
な
い
。

-
g
a
q
 

帝
王
見
る
よ
り
大
き
に
苔
び
、

「
き
与
し
に
ま
さ
る
球
並
也
。
以
来
郎
に
し
た
が
い
く
れ
よ
か
し
」
と
ぞ
仰
け
る
。

au
a
v
と

'

n

e

わ
ん

丸
ヤ
き
い
て
、

「
御
意
御
尤
に
候
得
共
、
我
等
事
大
阪
の
の
ぞ
み
あ
れ
ば
、
身
を
け
が
す
事
、
か
つ
て
か
な
わ
ぬ
」
と
い
ふ
。

a
B
Z
9
 

王
き
い
て
、

「
い
か
な
る
大
望
も
、
か
な
い
得
さ
す
る
也
。
郎
が
妥
に
な
れ
か
し
」
と
い
ふ
。

ママ

丸
ヤ
こ
た
ゑ
て
、

「王
は
賊
よ
り
位
な
く
し
て
、
此
世
ば
か
れ
の
栄
取
な
り
。
ゎ
づ
か
此
世
は
か
り
の
街
、
来
世
の
た
す
か
り
肝
安

也
」
と
い
ふ
。

マ
ル
ヤ

の
答
は
通
常
で
は
理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
領
主
が
妥
に
と
求
め
る
の
を
附
叫
ん
で
、
来
世
の
た
す
か
り
の
た
め
に
は
身
を

機
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
王
は
こ
の
賎
し
い
女
よ
り
位
を
持
た
ず
、
こ
の
世
の
栄
華
を
持
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
で
は
な
い
か
と
言
う
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
王
が
金
銀
米
銭

・
金
制
萄
紅
の
錦
か
ら
、
珊
瑚

-m璃
の
細
工
、
有
木
ま
で
見
せ
て
も
、
目
も
く
れ
ず
に
、
「
い
ま
当
座

の
宝
也
。
っ
か
い
つ
く
せ
ば
無
援
也
」
と
拒
み
、
天
に
願
っ
て
、
不
思
議
な
術
を
見
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
か
ら
食
事
を
下
し
て
も
ら
う
。

こ
れ
を
見
て
、
主
を
は
じ
め
有
お
ふ
人
々
、
脊
兵
の
お
も
い
ぞ
な
し
け
る
。
帝
王
か
さ
ね
て
、

「
さ
て
き
て
ふ
し
ぎ
見
る
郁
か
な
。

ほ
か
に
何
ぞ
奇
妙
を
見
ま
ほ
し
く
」
と
あ
り
け
れ
ば
、
丸
ヤ
き
い
て
か
し
こ
ま
り
、
又
々
、
天
に
む
か
つ
て
祈
輯
習
を
か
け
、
頃
は
六
月

白

+'u

暑
中
な
る
に
、
ふ
し
ぎ
や
、
に
わ
か
に
空
か
き
く
も
り
、
雪
ち
ら
/

¥
と
ふ
り
出
、
ま
も
な
く
数
尺
つ
も
り
け
る
。
王
を
は
じ
め
有
合

五

(

山
間

〉



六

(

問
〉

人
々
、
五
体
も
こ
X

へ
、
目
口
も
あ
か
ず
、
た

x
呆
然
た
る
有
線
也
。
此
般
に
天
よ
り
花
車
に
打
の
り
、
す
ぐ
に
ビ
ル
ゼ
ン
丸
ヤ
は
御

上
天
ぞ
な
さ
れ
け
り
。

こ
う
し
て
、
ピ
ル
ゼ
ン

・
マ
ル
ヤ
は
六
月
の
暑
い
き
な
か
に
降
っ
た
告
と
と
も
に
姿
を
消
し
て
、
帝
王
サ
ン
ゼ
ン

・
ゼ
ジ
ウ
ス
の
求
婚

と
い
う
危
畿
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ピ
ル
ゼ

y
た
る
こ
と
を
天
帝
(
デ
ウ
ス
)
が
匂
り
、
そ
の
天
帝
の
下
へ
と
脱
れ
去
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
て
ピ
ル
ゼ

y

・
マ
ル
ヤ
の
第
一
の
逃
亡
が
成
就
す
る
。
こ
の
逃
亡
は
、
帝
王
か
ら
の
逃
亡
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
の
世
か
ら

天
帝
の
住
む
天
上
の
世
界
へ
の
旅
で
あ

っ
た
。
天
か
ら
の
花
車
に
よ
る
迎
え
が
マ
ル
ヤ

の
身
を
守
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

雪
の
中
で
委
を
消
し
た
マ
ル
ヤ
は
、

天
・併
に
よ
っ
て
八
当
の
サ
ン
タ

・
マ
ル
ヤ
〉
の
位
を
与
え
ら
れ
る
。
位
と
は
仏
教
的
な
表
現
で
は

あ
る
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
伝
承
の
中
で
は
、
勺
の
サ

y
p
・
マ
ル
ヤ
は
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
北
条
安
閉町
内寸
宗
門
改
記
録
中
に
は
、

ジ
ョ
セ
フ
三
右
衛
門
の
供
述
が
あ
り
、
当
の
サ
ン
タ

・
マ
リ
ア
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

ロ
1
7
の
侍
(
貴
族
〉
が
教
会

建
立
を
思
い
立
っ
た
と
こ
ろ
、
サ
ン
タ

・
マ
リ
ア
が
夢
に
あ
ら
わ
れ
、
一当の
降
っ
た
場
所
に
建
て
る
よ
う
告
げ
、
六
月
土
用
に
雪
が
降
っ
た

(
H
V
 

と
い
う
説
話
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
八
月
五
日
が
認
の

サ
γ
タ
・
7
9
7
の
祝
日
で
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
伝
来
さ
れ
て
い
た
パ
ス
テ
ヤ
ン

暦
中
に
も
、
一吉の
サ
ン
タ

・
マ
ル
ヤ
の
名
称
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

言
わ
ば
、
暦
の
中
の
名
称
を
説
明
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
八
天
地
始
之
事
〉
に
見
ら
れ
る
中
日の
中
の
逃
亡
の
筋
古
が
必
要
で
あ
り
、
ま

た
、
こ
の
筋
也
に
よ

っ
て
、
叶!
の
サ
ン
タ

・
マ
ル
ヤ
の
祝
日
を
伝
え
る
こ
と
が
吋
能
だ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
初

期
の
布
教
に
よ

っ
て
も
た
戸
り
さ
れ
た
説
話
が
忘
れ
ら
れ
た
た
め
に
、
小
」
の
サ
γ
タ

・
マ
ル
ヤ
の
祝
日
の
山
来
を
説
く
新
し
い
伝
承
が
創
り

出
さ
れ
た
と
見
る
他
は
な
い
。
処
女
性
に
象
徴
さ
れ
る
マ
リ
ア
と
、
中」
の
サ

y
p
・
マ
ル
ヤ
の
祝
日
と
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
の
旦
ト
1



り
ー
が
再
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
処
女
懐
胎
を
ア
プ
ラ
ハ
ム
の
子
孫
の
故
に
も
た
ら
さ
れ
た
神
の
召
命
と
見
る
の
が
、
本
来
の
キ
リ
見

ト
教
的
な
伝
承
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
神
の
召
命
だ
け
で
は
論
理
性
に
欠
け
る
上
に
、
ア
プ
ラ
ハ
ム
の
名
前
き
え

伝
え
ら
れ
て
い
な
い
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
は
、
説
得
力
の
な
い
も
の
と
な
る
。
そ
れ
を
補
っ
た
の
・
か
、
八
ピ
ル
ゼ

γ
の
行

V
と
い

う
発
想
で
あ

っ
た
。
後
世
の
救
済
を
願

っ
て
、
処
女
性
を
つ
ら
ぬ
き
、
そ
れ
を
全
う
す
る
に
は
、
天
帝
の
力
を
借
り
て
帝
主
サ
ン
ゼ

y

・

ゼ
ジ
ウ
ス
の
支
配
か
ら
逃
亡
し
、
さ
ら
に
そ
の
結
果
と
し
て
、
天
帝
の
子
を
生
む
者
と
し
て
選
ば
れ
る
。
処
女
の
ま
ま
み
ご
も
り
、
神
の

子
を
も
う
け
る
と
い
う
伝
承
を
、
受
山
科
吋
能
な
も
の
へ
と
構
成
し
直
す
に
は
、
八
ピ
ル
ゼ

y
の
行

V
と
い
う
発
想
に
よ
る
、
物
語
の
展
開

が
必
裂
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

F
4
も
お
や
め
ば
、
帝
王
は
、
夢
の
さ
め
た
る
心
地
に
て
、

「
マ
ル
ヤ
は
い
づ
く
に
ま
い
り
け
ん
、
マ
ル
ヤ
/

¥
」
と
の
た
ま
へ
ど
も
、

天
上
し
た
る
あ
と
な
れ
ば
、
尋
て
ゆ
く
べ
き
ゃ
う
も
な
し
、
お
も
い
こ
が
れ
て
、
帝
王
は
、
御
い
た
わ
し
く
も
、
つ
い
に
む
な
し
く
き

へ
た
ま
ふ
。

御
母
マ
ル
ャ
、
天
帝
に
む
か
い、

の
た
ま
い
け
る
は
、

「
我
等
事
ピ
ル
ジ

γ
の
行
を
な
し
ゅ
へ
に
、
わ
れ
と
し
た
ゑ
て
焦
れ
死
ぬ
。

七

(

閉
山
〉

ロ
ソ
ン
の
国
の
帝
王
サ
ン
ゼ
γ

・
ゼ
ジ
ウ
ス
は
、
恋
の
た
め
に
死
ぬ
の
で
あ
る
。
処
女
H
ピ
ル
ゼ
ン
の
行
に
よ
っ
て
後
世
を
願
う
マ
ル

ヤ
と
、
そ
の
マ
ル
ヤ
を
恋
い
慕
う
帝
王
の
物
語
は
終
る
。
し
か
し
、
後
世
に
あ
っ
て
、
ピ
ル
ゼ
ン

・
マ
ル
ヤ
は
サ
ン
ゼ
ン

・
ゼ
ジ
ウ
見
を

救
う
。



八

(

川
〉

仮
の
夫
に
立
て
お
け
ば
、
何
と
ぞ
此
も
の
、
御
た
す
け
た
ま
わ
れ
か
し
」
と
ね
・
か
い
け
れ
ば
、
則
御
た
す
け
あ
り
て
、
夫
婦
と
な
し
、

内ママ
V

位
を
あ
た
へ
せ
、
御
身
に
ゼ
ジ
ウ
ス
と
な
ら
せ
た
ま
ふ
。

マ
ル
ヤ
を
慕
っ
て
死
ん
だ
サ
ン
ゼ
ン

・
ゼ
ジ
ウ
ス
を
死
後
の
世
界
で
夫
と
し
て
救
う
と
と
も
に
、
マ
ル
ヤ

の
子
で
あ
る
御
'
批
様
(
つ
ま

り
神
の
子
で
あ
る
が
〉
に
夫
の
名
の
一
部
を
と
っ
て
、
ゼ
ジ
ウ
見
と
名
の
ら
せ
た
と
い
う
。
ゼ
ジ
ウ
エ

Q
B
5
)
を
羽
き
出
す
た
め
に

向日
v

も
、
帝
王
サ
ン
ゼ

y

・
ゼ
ジ
ウ
見
の
求
婚
と
い
う
筋
告
が
必
要
だ
っ
た
。
新
約
聖
訟
で
は
、
マ
リ
ア
の
失
は
ヨ
セ
フ
で
あ
る
。
し
か
し
、

キ
リ
シ
タ
ン
の
伝
承
で
は
、
ヨ
セ
フ
に
あ
た
る
人
物
は
登
場
し
な
い
。
八
天
地
始
之
背
中
〉
で
は
、
帝
王

+
y
ゼ
ン

・
ゼ
ジ
ウ
マ
ハ
が
、
サ
ン

タ
・
マ
ル
ヤ
を
慕
っ
て
焦
が
れ
死
ぬ
。
こ
れ
を
「
仮
の
夫
に
立
て
お
」
く
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
や
は
り
、
こ
れ
も
一
績
の
ピ
ル
ゼ

ン
ハ
重
点
〉
の
行
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

と
も
か
く
も
、
宮
の
サ
ン
タ
・
マ
ル
ヤ
の
奇
駁
に
よ

っ
て
、
サ

γ
タ
・
マ
ル
ヤ
は
白
か
ら
の
処
女
性
を
守
り
、

八
ピ

ル
ゼ
ン
の
行

V
を
全

う
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
帝
王
の
求
婚
と
い
う
、
避
け
る
こ
と
の
不
可
能
な
状
況
を
、
天
帝
の
助
力
で
あ
る
需
に
よ
っ
て
見
事
に
切
り
抜

け
て
、
マ
ル
ヤ
は
他
界
H
八
天
〉
に
向

っ
て
旅
立
ち
、
天
界
を
経
験
す
る
と
と
も
に
、
雪
の
サ

Y
F
・
マ
ル
ヤ
と
い
う
位
を
得
る
。
そ
の

結
果
、
マ
ル
ヤ
は
人
間
の
、
こ
の
世
界
か
ら

一
歩
抜
き
ん
出
た
存
在
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
ピ
ル
ゼ

γ
の
行
の
結
果
と
し
て
、
マ
ル
ヤ

は
他
界
の
天
帝
の
下
へ
と
旅
に
出
た
。
帝
王
の
求
婚
か
ら
の
逃
亡
は
、
す
な
わ
ち
他
界
へ
の
旅
、
救
済
の
た
め
の
旅
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

E

御
身
様
誕
生
と
逃
亡
の
旅



天
帝
の
下
を
去
っ
て
天
下
っ
た
マ
ル
ヤ
に
は
奇
瑞
が
あ
ら
わ
れ
る
。

an
る
じ

を
り
ふ
し
書
物
を
御
ら
ん
あ
る
に
、
ふ
し
ぎ
や
、
御
主
天
下
せ
た
も
ふ
と
あ
る
文
字
あ
ら
わ
れ
、
さ
て
/
¥
い
づ
く
に
御
出
や
と
ぞ

待
ち
た
も
ふ
。
あ
い
だ
も
な
く
、
サ
ン
ガ
ム
リ
ャ

・
ア
リ
カ
ン
ジ
ョ
を
も
っ
て
、
天
下
せ
た
も
品
。
ピ
ル
ジ
ン

・
サ
γ
タ
・
4

凡
ヤ
の
前

た
い

に
ひ
ざ
ま
づ
き
、

「
此
た
び
御
主
天
下
せ
た
ま
い
て
、
其
元
の
涼
し
き
消
き
御
体
を
、
御
貸
し
あ
れ
か
し
」
と
い
ふ
。

丸
ヤ
こ
た
へ
て

1
・
づ
か
企

よ
る
こ
ぴ

「
さ
て
は
何
万
に
や
と
案
ぜ
し
所
に
、
此
方
に
御
出
や
」
と
、
大
き
に
悦
、
「ず
い
ぶ
ん
御
心
に
ま
か
せ
申
ベ
し
」
と
ぞ
受
合
い
け
り
。

二

る

内

H
V

「
比
は
二
月
中
旬
に
、
天
下
せ
た
も
ふ
ゆ
ゑ
、
よ
ろ
し
く
た
の
み
奉
る
」
と
、
い
ふ
っ
た
ゑ
て
ぞ
帰
り
た
も
ふ
。

す
で
に
二
月
中
旬
に
な
り
け
れ
ば
、
今
や
お
そ
し
と
、
身
つ
与
し
み
て
待
ち
た
も
ふ
。
其
夕
暮
に
、
蝶
の
御
装
い
に
て
、
天
下
せ
た

ま
へ
て
、
ピ
ル
ゼ
ン

・
丸
ヤ
の
御
顔
に
移
ら
せ
た
も
ふ
。
コ

ロ
ウ
ド
の
サ
y
F
丸
ヤ
と
名
付
た
ま
い
て
、
御
ロ
の
中
に
と
ぴ
入
た
も

ふ
。
そ
れ
よ
り
す
ぐ
に
御
機
胎
と
な
ら
せ
た
も
ふ
。

蝶
の
安
で
の
神
の
出
現
と
、
そ
の
神
に
よ
る
マ
ル
ヤ
の
懐
胎
と
い
う
、
こ
の
場
面
は
説
話
的
発
想
の
延
長
上
に
あ
る
。
口
ゃ
に
入

ヮ
た

ハ日》

神
霊
に
よ
っ
て
、
子
を
宿
す
と
い
う
、
具
常
誕
生
日
神
の
御
子
の
出
生
の
テ
1
7
に
沿

っ
た
表
現
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
キ
リ
ス

ト
誕
生
と

い
う
よ
り
は
、
中
世
日
本
に
広
く
見
ら
れ
た
説
話
や
縁
起
揮
に
近
い
。
官
民
女
と
神
の
婚
姻
を
も
想
起
さ
せ
る
展
開
で
あ
る
。
懐
妊
し
た
マ

ル
ヤ
は
、
こ
れ
も
神
の
意
志
で
子
を
も
う
け
た
イ
ザ
ベ
ル
ナ
(
洗
者
霊
ヨ
ハ
ネ
の
母
」
と
出
会
う。

こ
の
樋
所
が
〈
あ
ベ
川
V
の
ほ
と
り

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
ア
ベ
マ
ル
ヤ
(
〉

sh富
R
S)
の
祈
り
が
唱
え
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た

「
天
に
ま
し
ま
す
」
と
い
う
主
藤

文
も
こ
の
場
で
つ
く
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
主
製
な
オ
ラ
シ
ョ
の
成
立
が
説
か
れ
て
い
る
。

九

(
川
畑

)



。
ハM
出
〉

。‘b

た
.
か
い
に
道
を
ゆ
き
ぬ
れ
ば
、
あ
ベ
川
に
て
行
き
ゃ
い
、
イ
ザ
ベ
ル
ナ
は
っ
と
銚
び
す
き
っ
て
、
手
を
つ
か
へ
日
く
、

「
ガ
ラ
サ
満

々
た
も
ふ
丸
ヤ
に
、
御
身
に
御
礼
な
し
事
る
。
御
主
は
御
身
と
と
も
に
ま
し
ま
し
て
、
女
人
の
中
に
お
い
て
、
ま
し
て
御
果
報
に
み
じ

き
な
し
。
又
御
胎
内
の
御
身
に
て
ま
し
ま
す
ジ
A
ウ
旦
は
、
た
つ
と
く
ま
し
ま
す
」。

丸
ヤ
き
い
て
、

「
天
に
ま
し
ま
す
我
等
が
御
相
棋

は
、
御
名
も
た
つ
と
み
た
ま
へ
や
、
身
に
来
ら
せ
た
も
ふ
。
天
に
お
い
て
も
思
有
す
ま
与
に
、
地
に
で
も
あ
ら
せ
た
も
ふ
。
天
よ
り
日

々
の
御
ゃ
し
な
い
」
。
御
身
丸
ヤ
の
胎
内
よ
り
、
両
方
た
が
い
の
古
楽
き
こ
し
め
さ
れ
、
御
誕
生
の
の
ち
、

コ
ン
リ
キ
の
ガ
ラ
ッ
サ
天

に
ま
し
ま
す
、
こ
れ
を
つ
く
り
て
、
と
な
へ
さ
せ
た
も
ふ
也
。
又
あ
ベ

川
に
て
つ
く
ら
せ
た
も
ふ
ゆ
へ
、
ア
ベ
|
丸
ヤ
一
結
び
と
い
ふ

也。し
か
し
、
こ
の
後
の
展
開
は
い
か
に
も
世
俗
的
な
も
の
と
な
る
。

そ
し
て
、
そ
の
世
俗
性
の
故
に
、
馬
小
口
血
で
の
誕
生
が
説
得
力
を
持

つ
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

斯
て
サ
ン
タ
丸
ヤ
は
、
す
ぐ
に
我
家
に
か
へ
り
け
れ
ば
、
親
は
丸
ヤ
の
懐
胎
を
見
出
、
大
き
に
怒
っ
て
い
ふ
ょ
う
は
、

「
な
ん
ぢ
は

帝
王
を
き
ら
い
、
い
づ
く
い
か
な
る
も
の
の
子
を
懐
胎
し
、
そ
の
体
た
ら
く
合
点
ゆ
か
ず
、
此
よ
し
主
に
き
こ
ゑ
な
ば
、
此
貌
ま
で
も

滅
亡
也
。
か
た
時
も
此
家
に
、
足
断
な
ら
ず
、
は
や
/
¥
た
ち
さ
れ
」
と
、
身
を
ふ
る
わ
し
て
叱
り
け
り
。

a
 

ぜ
ひ
な
く
/

¥
も
ザ

Y
F
丸
ヤ
親
L

わ
が
家
を
あ
と
に
し
て
、
そ
こ
に
た
h

ず
み
、
か
し
こ
に
ま
よ
い
、
或
は
野
に
ふ
し
山
に
ふ

た
企
へ

し
、
余
所
の
軒
端
た
斗
ず
み
て
、
難
儀
に
輸
は
な
か
り
け
り
。
よ
う
や
く
お
月
中
比
、
ベ
レ
γ
の
固
に
ぞ
ま
よ
い
ゆ
く
。
か
ふ
る
所
し



ママ

き
り
に
大
宮
ふ
り
い
だ
し
、
し
ば
ら
く
身
を
ば
や
ど
ら
ん
と
、
牛
馬
の
小
家
の
其
聞
に
、
身
を
ち

r
ま
し
て
凌
.
か
せ
け
る
。
所
に
ひ
る

の
八
つ
よ
り
ゼ
シ
ン
の
為
さ
れ
、
夜
半
頃
に
御
誕
生
、
則
御
身
様
こ
れ
な
り
。

号
し
う
ま

さ
て
、
山
λ-
中
ゆ
へ
、
御
身
閉
山
ら
せ
た
も
ふ
を
、
左
右
牛
馬
息
を
つ
き
か
け、

其
か
げ
に
て
御
体
あ
た
ふ
ま
り
、
さ
む
さ
を
凌
が
せ
た

は

お

け

も
ふ
。
食
み
桶
に
て
う
ぶ
協
を
な
さ
れ
、
牛
馬
よ
り
此
な
さ
け
を
受
け
た
も
ふ
ゆ
へ
、
ク
ワ
ル
タ
の
日
は
、
ゼ
シ
ン
、
帝
類

・
鳥
類
服

用
す
る
事
、
無
期
山
出
。

帝
王
を
拒
ん
だ
上
に
、
父
親
も
知
ら
れ
ぬ
子
を
身
簡
も
っ
た
マ
ル
ヤ
を
親
は
許
す
こ
と
な
く
家
か
ら
追
う
。
マ
ル
ヤ
は
身
筒
っ
た
ま

ま
、
貯
に
伏
し
山
に
伏
し
、
軒
制
に
た
た
ず
む
と
い
う
苦
難
の
旅
を
は
じ
め
る
。
そ
し
て
繍
月
の
雪
の
夜
、
牛
馬
の
小
屋
で
寒
さ
を
凌
ぎ

つ
つ
、
天
帝
H
神
の
子
を
生
む
。

新
約
町
長
川
の
キ
リ
ス
ト
誕
生
で
も
苦
難
の
旅
と
し
て
捕
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
夫
ヨ
セ
フ
の
助
け
が
周
窓
さ
れ
て
い
る
の

に
、
こ
の
御
身
様
出
淀
の
旅
は
、
孤
独
な
も
の
で
あ
り
、
何
の
助
力
も
与
え
ら
れ
な
い
。
出
産
の
マ
ル
ヤ
を
慰
め
た
の
は
、
牛
や
馬
で
あ

っ
た
。線

中
に
出
産
の
御
山
河
川
怖
を
左
右
か
ら
息
を
吹
き
か
け
て
暖
め
た
の
が
牛
阜
、
応
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
P
ワ
ル
タ
〈
水
脱
日
)
に
は
ゼ

〈
同
》

シ
γ

ハ
斎
日
)
と
し
て
、
肉
食
が
禁
.せら
れ
た
と
い
う
。
近
世
に
至
っ
て
は
、
肉
食
は
忌
ま
れ
る
の
.
か
一
般
的
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
薬

用
と
し
て
ハ
薬
食
い
と
称
さ
れ
た
)
、
あ
る
い
は
ま
た
、

山
村
な
ど
で
は
航
矧
を
限
っ
て
、
肉
食
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ

一一

(
m

m
)



一

二

(

附

国

)

門

H
V

る
。
文
化
年
間
に
天
草
で
呉
宗
徒
と
し
て
取
調
べ
を
受
け
た
キ
り
シ
タ
ン
は
、
牛
を
供
え
た
こ
と
を
供
述
し
て
い
る
。
仏
教
や
民
間
信
仰

上
、
死
後
は
忌
む
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
肉
食
が
存
在
し
た
か
否
か
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
を
明

ら
か
に
す
る
史
料
は
存
し
な
い
。

夜
が
あ
け
て
、
気
づ
い
た
「
家
主
の
女
房
た
ち
」
が
、
出
産
の

マ
ル
ヤ
を
家
に
入
れ
介
抱
す
る
。
三
日
目
に
至

っ
て
、
産
相
聞
を
つ
か
わ

す。

す
で
に
三
日
に
な
り
け
れ
ば
、
湯
を
乞
い
た
も
ふ
。
其
あ
と
に
て‘

「
此
方
の
停
も
、
此
晶
闘
を
か
ふ
ら
せ
候
得
」
と
の
た
ま
へ
ば
、

か
た
じ
け

a
e

御
心
付
添
な
く
は
候
得
ど
も
、
こ
ち
の
息
子
は
簸
ゆ
へ
に

い
た
み
、
命
の
ほ
ど
も
あ
や
う
き
ま
へ
御
ゆ
る
し
な
さ
れ
と
い
ふ
け
れ

ば
、
ぜ
ひ
に
と
、
右
の
湯
と
ら
す
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
衝
は
平
癒
し、

寿
命
の
ほ
ど
こ
そ
あ
り
が
た
き
。

内同
v

そ
の
家
の
子
が
苦
し
ん
で
い
る
箔
を
治
療
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
箔
子
は
、
後
に
御
身
様
と
と
も
に
、
P
ル
ウ
ス
(
十
字
架
〉

に
か
け
ら
れ
て
昇
天
し
た
と
さ
れ
て
い
て
、
生
と
死
を
神
の
子
と
と
も
に
送
る
運
命
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ

の
こ
と
に
よ
っ

て
、
救
済
の
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
‘
抑
此
科
人
の
由
来
を
く
わ
し
く
尋
る
に
、
御
主
御
誕
生
の
お
り
、
始
泌
を
と
ら
せ
た
も
ふ
其
あ
と
に
て
、
泌
を
か
ふ
り
し
節
子
也
。

あ
〈
か
-e

其
せ
っ
、
す
で
に
命
も
た
へ
な
ん
ば
か
り
の
怒
箔
生
じ
け
る
。
ふ
し
ぎ
に
湯
に
て
癒
た
ち
ま
ち
平
養
し
、
然
る
と
い
ゑ
ど
も
、
此
も
の

ママ

成
長
の
後
、
悪
心
と
な
り
、
つ
い
に
死
罪
に
き
わ
ま
り
、
御
主
御
才
ご
の
節
、
御
身
と
止
も
に
F
ル
ウ
ス
に
か
ふ
り
、
御
供
せ
し
も
因



縁
也
。

十
字
架
に
か
け
ら
れ
た
イ
エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
と
そ
の
左
右
の
十
字
架
で
死
ん
で

い
っ
た
非
人
の
逸
話
の
伏
線
と
し
て
、
こ
の
都
子
の
話

が
位
世
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
府
内
人
な
知
人
の
テ
l
マ
も
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
こ
の
よ
う
な
閃
紙
調
と
し
て
再
桃
成
す
る
こ
と
で
、
よ
り
受
符

可
能
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
麻
疹

・
抱
市
制
な
ど
の
伝
染
性
の
病
気
は
、
近
世
庶
民
に
と
っ
て
恐
怖
の
対
象
で
あ

っ
た
。
病
気
が
悪
化
し
な
い
よ
う
に
と
抱
街
神
を
祭
り
、
然
り
を
鋲
め
る
鋲
送
の
呪
術
(
抱
箔
神
送
り
)
は
、
続
疫
の
普
及
後
で
さ
え
、

各
地
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
。
抱
市
制
や
師
側
・
M
に
際
し
て
行
わ
れ
る

ユ
ム
シ
と
い
う
呪
術
も
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
机
仰
を
沸
き
た
た
せ

た
蒸
気
の
上
に
子
供
を
さ
し
出
し
て
、
白
金
の
似
気
を
あ
て
る
の
で
あ
る
。
政
財
に
よ
る
約
干
の
治
癒
は
、
こ
の
ユ
ム
シ
の
呪
術
の
上
に
成

立
し
た
伝
承
で
あ
ろ
う
。

し
か
し、

ま
た
一
方
で
は
、
伝
染
性
の
病
気
に
探
息
し
た
者
を
村
協
か
ら
雌
れ
た
、
あ
る
い
は
村
務
の
境
界
に
あ
る
乞
食
小
屋
に
預
け

〔
円
}

る
と
い
う
伝
承
も
、
各
地
で
聞
か
れ
る
。
つ
ま
り
、
病
人
は
触
織
の
対
仇
端
だ
っ
た
。
痛
の
あ
る
子
を
救
い
、
そ
の
筋
子
と
と
も
に
死
の
時

を
迎
え
た
御
身
様
は
、
階
級
廷
の
さ
ら
に
下
に
あ
る
人
々
、
す
な
わ
ち
械
れ
た
人
々

の
救
済
さ
え
も
意
図
し
て
い
た
と
も
言
え
る
。
あ
る

い
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
そ
の
信
仰
の
故
に
、
山
ら
を
階
級
外
の
身
分
に
白
い
て
い
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

円

却

〉

内

町

】

不
思
議
な
力
に
満
た
さ
れ
た
子
、
す
な
わ
ち
神
の
干
の
誕
生
は
、
ベ
レ
ン
の
悶
の
帝
王
ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
る
。

=一
人
の

門

nv

河川王
、
ツ
ル
コ
の
闘
の
市
川
正
メ
ン
テ
ウ
、
メ
シ
コ
の
国
の
帯
主
ガ
λ

パ
ル
、
ブ
ラ
ン
コ
の
悶
の
帝
王
パ
ウ
ト
ザ
ル
が
啓
示
に
よ
っ
て
混
住

を
知
り
、
帰
一を
目
当
に
ベ
レ

Y

の
国
に
辿
り
お
き
、
帝
王
ヨ

ロ
ウ
テ
ツ
に

「
此
図
ゑ
天
よ
り
御
主
誕
生
と
、

併
を
か
ふ
む
り
、

参

り

た

り
」
と
た
ず
ね
た
。
も
ち
ろ
ん
、

ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
の
知
る
は
ず
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
度
は
消
え
て
し
ま

っ
た
り也
を
天
に
願
っ
て
呼
び

一

三

〈
町田

〉



一

四

(

町
山

)

も
ど
し
、
百
円
び
そ
の
凪
の
滋
き
に
よ

っ
て
御
t

北
線
に
礼
拝
す
る
。
帰
途
は
天
に
あ
ら
わ
れ
た
三
筋
の
釣
橋
を
通

っ
て
、

「
此
三
人
に
三
す

ぢ
の
道
を
得
て
、
お
も
ふ
ま
λ

わ
が
国
ゑ
こ
そ
は
か
ゑ
り
け
り
」
と
去
っ
て
い
っ
た
。

‘わ'

さ
て
ベ
レ

γ
国
の
帝
王
ヨ
ロ
ウ
テ
ァ
、
ポ
γ
シ
ャ

・
ピ
ロ
ウ
ト
、
弐
人
の
家
老
を
近
付
け
円
、

「
わ
が
国
ゑ
、
天
よ
り
、
主
生
ま
れ

去
る

ん
う
ろ
う

き
た
る
よ
し
、
共
ま
ふ
お
か
ば
、
お
っ
付
、
国
も
攻
め
と
ら
る
A

ベ
し
。
し
か
る
時
は
郎
を
は
じ
め
、
其
方
ま
で
、
淡
々
た
る
べ
し
。

此
帥
憎
い
か
X
」
と
あ
り
け
れ
ば
、
両
家
老
、

「
そ
れ
は
如
何
な
る
も
の
な
ら
ん
」
と
、
こ
た
ゆ
、
主
き
い
て
、

「
い
や
、
う
ま
れ
て
、

い
ま
十
四
五
夜
も
過
ぎ
つ
る
子
ど
も
也
」
と
い
ゑ
ば
、
家
老
き
い
て
、

「
共
子
餓
鬼
お
そ
る
る
に
た
ら
ず
。
そ
れ
が
し
参
り
て
つ
ま
み

殺
さ
ん
。
御
心
や
す
く
忠
利
」
と
、
う
ち
つ
れ
て
、
い
そ
ぎ
ゆ
け
ど
も
近
し
れ
ず
、
或
は
野
山
、
川
を
こ
ゑ
、
村
々
家
々
、

一
け
ん
も

残
さ
ず
、
探
し
ま
わ
り
け
り
。

円四】

帝
王
ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
と
そ
の
家
老
、
ポ
ン
シ
ヤ

・
ピ
ロ
ウ
ト
の
二
人
に
よ

っ
て
追
わ
れ
る
身
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
、
生
ま
れ
た
子

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
、
国
を
追
わ
れ
、
淡
々
の
身
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
支
配
者
の
危
倶
は
、
甘
林
務
体
制
下
の
領
主
や
戦

闘
期
の
支
配
者
迭
の
窓
織
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
幕
務
体
制
か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
て
い

っ
た
、
浪
人
の
悲
惨
な
状

況
の
反
映
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

此
事
御
身
知
ら
せ
た
ま
い
て
、
サ
γ
タ
|
丸
ヤ
も
ろ
と
も
に
、
お
ち
さ
せ
た
も
う
ぞ
、
ぜ
ひ
も
な
し
。
い
づ
く
と
も
な
く
、
ゆ
き
す
ぎ

れ
ば
、
表
作
り
の
大
勢
に
ゆ
き
あ
い
、

「
そ
こ
も
と
方
ゑ
、
御
た
の
み
申
匹
、

一
す
ぢ
あ
り
。
わ
れ
は
後
よ
り
追
手
の
か
か
る
者
也
。



た
づ
ね
き
た
り
候
わ
ば
、
「
此
変
ま
く
時
分
に
、
と
う
り
依
也
」
と
申
く
れ
よ
」
と
た
の
み
け
れ
ば
、
麦
作
り
ど
も
い
ふ
ょ
う
は
、
「た

い
A

い
ま
つ
く
る
変
に
、
此
麦
つ
く
る
時
分
と
わ
、
さ
て
お
か
し
き
事
か
な
」
と
ぞ
笑
い
け
る
。
後
日
此
変
出
来
.
さ
り
と
い
ふ
事
。

か
く
て
此
所
も
務
ち
ゆ
き
て
、
又
変
作
り
に
ゆ
き
あ
い
て
、
い
ぜ
ん
た
の
み
し
ご
と
く
、
い
ふ
け
れ
ば
、

「
な
る
ほ
ど
、
さ
よ
う
に

申
ベ
し
」
と
此
麦
作
り
は
受
け
あ
い
け
る
。
御
主
よ
ろ
こ
び
た
も
ふ
。
此
変
す
ぐ
に
み
の
れ
か
し
と
思
召
て
ぞ
、
wm
ち
た
も
ふ
。

か
か
る
所
に
、
追
手
の
も
の
は
し
り
来
り
、

「
い
か
に
去
作
り
の
奴
等
ど
も
、
税
人
弐
人
と
ふ
ら
ざ
り
し
ゃ
」
と
い
ふ
け
れ
ば
、
麦

作
り
き
い
て
、

「
な
る
ほ
ど
此
変
つ
く
る
時
分
に
、
と
ふ
り
し
な
り
」
と
い
ふ
て
、
其
麦
見
れ
ば
、
も
は
や
色
の
つ
き
て
、
み
の
り
た

り
。
こ
れ
を
き
い
て
、
追
手
の
も
の
、
力
を
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
、
す
ぐ
に
ひ
き
か
へ
す
。

生
ま
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
御
身
係
、
つ
ま
り
マ
ル
ヤ
の
子
は
成
長
を
と
げ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で

は
、
そ
の
問
題
は
論
じ
な
い
で
お
こ
う
。
マ
ル
ヤ
と
御
身
綴
の
二
人
は
逃
亡
の
旅
に
出
る
。
逃
亡
の
旅
で
は
あ
る
が
、
詳
細
は
語
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
麦
作
り
の
話
だ
け
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
農
民
は
、
定
住
し
て
段
耕
生
活
を
し
て
い
た
。
五
島
へ
の
移
住

者
も
江
戸
時
代
に
は
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
も
移
動
の
た
め
の
移
動
で
は
な
か
っ
た
。
漂
泊
生
活
を
送
っ
た
遊
行
の
者
逮
に
よ
っ
て
も
た
ら

h
u
A
V
 

さ
れ
た
文
学
で
は
な
い
八
天
地
始
之
事
〉
に
は
、
旅
ら
し
い
旅
の
請
は
見
ら
れ
な
い
。

キ
リ
シ
タ
ン
段
民
に
は
、
ロ
ー
マ
や
マ
カ
オ
、
ゴ
ア
な
ど
の
外
国
の
地
名
や
そ
の
所
在
は
お
ろ
か
、
九
州
の
地
名
で
さ
え
も
ろ
く
に
知

り
得
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
せ
い
ぜ
い
大
村
領
内
か
、
浦
上

・
長
崎
な
ど
を
知
っ
て

い
た
に
渇
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
宣
教

師
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
た
地
名
で
さ
え
、
二
百
年
も
の
間
に
は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
当
然
、
逃
亡
の
道
筋
な
ど
摘
き
出
す
こ
と

は
不
可
能
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

五

(
川
四

〉



一
六

(
m
m
)

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
変
作
り
の
脊
蹴
は
印
急
的
で
あ
る
。
御
山
河
附
怖
の
言
葉
を
談
山
に
受
け
と
ら
な
か
っ
た
者
連
の
畑
に
は
、
変
が
で

き
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
素
直
に
し
た
が
っ
た
者
迷
は
、
虚
偽
を
役
人
に
申
し
立
て
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
事
実
の
通
り
、
変
を

ま
く
時
分
に
二
人
が
通
っ
た
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
去
の
成
長
が
尋
怖
で
は
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
奇
蹟
の
説
話
モ
チ
ー
フ

内自
v

は
、
弘
法
大
師
の
伝
説
に
、

一
脈
通
じ
て
い
る
か
の
如
く
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
直
接
の
系
諸
を
た
ど
る
べ
き
内
容
で
は
な
い
。
と
も
か
く

も
、
二
人
は
無
事
に
ヨ

ロ
ウ
テ
ツ
の
追
放
を
の
が
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
川
平
島
村

(
現
長
崎
山
川
西
彼
持
四
川
崎
戸
村
〉
に
は
、
次
の
よ
う
な
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

首
キ
リ
ス
ト
信
者
が
治
手
に
泊
は
れ
当
村
京
市
山
中
居
と
い
ふ
所
に
上
陸
し
、
岐
山
に
至
る
〈
約
八
町
陥
る
〉
途
中
畑
に
仕
事
し
て

ゐ
る
者
に
「
若
し
追
手
が
来
た
時
は
務
変
を
蒔
く
時
に
通

っ
た
」
と
教
え
る
様
額
ん
だ
。

一一
一一一
目
し
て
追
手
が
来
て
百
姓
に
尋
ね
た
か

ら
、
依
頼
し
た
通
り
終
え
た
。
災
の
時
分
は
既
に
祷
去
の
花
盛
り
で
あ
っ
た
。
放
に
追
手
は
共
の
儲
引
返
し
た
。
信
者
等
は
滅
山
に
て

舟
を
造
り
五
島
に
渡
っ
た
。
其
後
中
居
よ
り
雄
山
に
至
る
聞
の
畑
に
作
る
務
変
は
他
所
よ
り
も
早
く
熟
し
、
且
つ
当
時
が
夏
で
あ
っ
た

門
担
)

為
め
変
革
開
変
以
外
は
作
ら
な
い
習
的
と
な
っ
た
と
い
っ
て
ゐ
る
。

表
が
搭
m
変
に
変
っ
て
い
る
が
、
キ
リ
・
ゾ
タ
ン
信
者
の
逃
走
に
ま
つ
わ
る
、
同
一
知
型
の
伝
説
で
あ
る
。
ヂ
ぬ
は
五
島
列
島
町
中
通
白
川
と

相
崎
の
瀬
戸
を
は
さ
ん
で
相
対
す
る
小
山
で
あ
る
。
西
彼
特
別
酬
の
則
市
崎
や
三
重
村
か
ら
五
島
列
島
に
、
潜
伏
キ
リ

シ
タ
y
Jが
移
似
す
る
場

合
に
も
通
過
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
冬
の
麦
作
り
と
夏
の
事
前
去
作
り
は
、
地
同
民
述
の
主
食
を
生
産
す
る
重
要
な
手
段
で
あ
っ
た
。

米
よ
り
も
、
変
や
車
問
去
な
ど
の
維
殺
が
、
食
ね
と
し
て
彼
等
に
と
っ
て
は
切
突
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
変
で
あ
ろ
う
と
務
変



で
あ
ろ
う
と
、
大
事
な
作
物
に
は
違
い
な
か

っ
た
。
む
し
ろ
、
米
の
生
産
は
、
こ
れ
ら
の
地
方
で
は
、
望
む
べ
く
も
な
い
量
だ
っ
た
と
も

言
え
る
。

法
ち
の
び
る
逃
亡
者
が
キ
リ
シ
タ
ン
信
者
で
あ
ろ
う
と
、
八
天
地
始
之
事
〉
で
官
官
同
ら
れ
る
御
身
様
で
あ
ろ
う
と
、
そ
こ
に
は
相
互
の
イ

メ
ー
ジ
が
重
な
り
合
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
御
身
隊
の
百
難
の
逃
亡
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
ほ
サ
ン
タ

・
マ
ル
ヤ
の
姿
を
と
も
な
う
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
現
実
の
キ
リ
シ
タ

γ
信
者
述
に
と

っ
て
は
、自
分
自
身
の
、
あ
る
い
は
先
制
の
逃
亡
の
姿
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
キ
リ
シ

タ
ン
伯
者
の
逃
亡
は
、
御
山
河
川
附
や
マ
ル

ヤ
の
逃
亡
を
な
ぞ
る
も
の
で
あ
っ

た。

八
神
話
〉
は
現
実
と
、
八
m
剖
突
〉
は
神
話

と
交
錯
し
て
い
た
と
も
言
え
よ
う
。
雌
史
的
事
実
か
ら
、
こ
の
伝
説
や
〈
天
地
始
之
官
PV
が
生
じ
た
と
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
キ

リ
シ
タ
ン
農
民
の
怠
殺
の
中
に
お
い
て
、
神
話
と
現
実
は
交
錯
し
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
サ
ン
タ

・
マ
ル

ヤ
と
御
身
様
の
旅
は
背
燥
に
満
ち
た
も
の
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
内
彼
特
半
品
の
大
村
倣
を
脱
出

し
て
、
白
山
な
五
島
の
地
〈
も
ち
ろ
ん
そ
こ
で
は
ま
た
別
の
苫
難
が
待
ち
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
が
)
へ
の
旅
が
苦
燥
の
連
続
で
あ

っ
た

よ
う
に
。

し
か
し
、
こ
の
二
人
の
務
人
は
、
バ
ウ
チ
λ

モ
フ
(
洗
礼
の
窓
)
の
大
川
で
、
サ
ン

・
ジ
ワ
ン
に
会
い
、
御
身
岬
怖
は
洗
礼
を
授
け
ら
れ

る
。
サ
γ
9
・
7

ル
ヤ
の
逃
亡
認
は
こ
こ
で
終
り
、
御
身
隊
つ
ま
り
キ
リ
見
ト
を
主
人
公
と
す
る
話
へ
と
阪
閲
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
サ

ソ
タ

・
マ
ル
ヤ
の
出
産
の
旅
と
そ
の
後
の
逃
亡
の
肢
は
、
人
々
の
救
済
の
旅
、
神
と
な
る
た
め
の
皆
難
の
泌
舵
で
あ
っ
た
。

七

(
m
出
)

W

神
話
的
世
界
の
旅



一

八

〈

刷
出

)

旅
は
人
間
に
と
っ
て
原
初
的
な
体
験
の

一
つ
で
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
利
猟
民
に
し
ろ
、
漁
扮
民

・
脈
拍
柑
民
、
あ
る
い
は
段
緋
民

・
牧
畜
民
で
さ
え
も
、
曲
伊
動
を
過
去
に
体
験
し
な
か
っ
た
と
い
う
生
産
形
態
.
か
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
遊
牧
民
の
テ
リ
ト
リ
1
内
で
の
周
期

的
移
動
や
牧
畜
民
の
季
節
的
移
動
、
仏
…
昨
と
と
も
に
移
動
す
る
納
氏
、
肥
沃
な
士
地
を
求
め
る
焼
畑
緋
作
氏
、
河
川
の
洪
水
に
追
わ
れ
る

平
地
緋
作
民
、
こ
れ
以
上
列
挙
す
る
こ
と
は
本
航
の
芯
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
生
命
を
維
持
す
る
た
め
の
移
動
が
必

要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
恕
解
で
き
よ
う
。
人
聞
は
(
あ
え
て
人
知
と
は
呼
ぶ
ま
い
)
そ
の
知
的
活
動
の
原
初
か
ら
、
移
動
す
る
必
然
性

を
も
ち
、
曲
世
動
す
る
こ
と
で
成
長
し
て
き
た
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
原
初
の
肢
が
民
俗
意
識
の
中
に
記
憶
さ
れ
て
い
た
と
は
言

う
ま
い
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
トz
口
説
や
文
学
的
伝
瓜
の
中
に
、
原
初
の
旅
が
戸
内
情
成
さ
れ
な
が
ら
、
伝
及
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら

れ
る
。
神
話
に
お
け
る
旅
は
人
聞
が
成
長
す
る
過
程
で
生
み
出
し
て
き
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

ゐ
ζ
と

hn

a
危
t
z

オ
オ
ナ
ム
チ
の
命
も
し
く
は
大
国
主
命
の
恨
の
堅
洲
困
へ

の
旅
は
、
支
配
権
を
確
立
す
る
箆
袋
な
ス
テ

ッ
.フ
の
役
割
を
果
し
た
。
オ
オ

ナ
ム
チ
の
命
は
、
稲
羽
の
白
菟
(
因
幡
の
白
兎
〉
を
救

っ
た
モ
チ
ー
フ
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
八
上
比
売
へ

の
求
婚
に
成
功
し
、
か
え
っ

て
八
十
神
(
競
争
者
と
な
っ
た
兄
弟
神
)
の
ね
た
む
と
こ
ろ
と
な
り
、
殺
さ
れ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
危
機
を
脱
し
た
オ
オ
ナ
ム
チ
は

根
の
堅
洲
闘
に
向
う
。
そ
こ
で
、
具
母
妹
で
あ
る
須
勢
思
阿
佐
と
知
り
合
う
。
第
二
の
必
と
な

っ
た
(
他
界
に
お
け
る
妥
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
〉
月
七
り
ヒ
メ
の
助
力
で
、
父
兄
サ
ノ
オ

の
命
の
好
計
を
は
ね
の
け
て
、
似
の
竪
洲
図
か
ら
脱
出
す
る
。
こ
の
と
き
、
父
兄
+
ノ
オ

円
幻
}

に
よ
っ
て
綬
け
ら
れ
た
武
線
で
、
八
十
神
を
倒
し
、
国
を
支
配
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
オ
オ
ナ
ム
チ
の
旅
は
、
他
界
で
あ
る
恨
の
略
洲
凶

に
向
い
、
そ
こ
で
他
界
の
支
配
者
の
娘
と
結
婚
し
、
他
界
の
支
配
者
か
ら
h
H
を
与
え
ら
れ
る
。
そ
の
h
H
に
よ
っ
て
、
敵
対
車引
を
倒
し
、
凶

を
支
配
す
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
他
界
の
旅
に
よ
っ
て
、
闘
を
支
配
す
る
h
H
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
、
神
ぷ
に
お
け
る
旅
と
い
う
モ
チ
ー
フ

は
中
世
宗
教
文
学
に
も
多
く
比
受
け
ら
れ
る
。
巾
位
三
郎
涼
と
し
て
知
ら
れ
る
、



、8
'

諏
訪
神
社
の
縁
起
に
も
旅
は
重
必
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
位
場
す
る
。
代
表
的
な
も
の
で
あ
る

「
諏
訪
縁
起
本
目
、
(
『神
道
柏
町』
巻
五

O
)

に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。
一
安
恭
白
川鮮
に
邪
し
ま
な
恋
情
を
抱
い
た
H
ん
に
よ

っ
て
、
叩
飢
三
郎
は
地
下
の
世
界
に
と
じ
こ
め
ら
れ
る
。
地
上

へ
の
出
口
を
求
め
る
三
郎
は
、
地
下
界
の
国
々
を
転
々
と
し
て
訪
ね
る
中、

級
制
限
闘
の
維
勝
艇
の
鰯
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
。
し
か
し、

地

上
の
春
日
艇
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
維
勝
姫
と
そ
の
父
の
与
え
て
く
れ
た
防
力
で
、
地
上
に
も
ど
っ
て
い
く
。
地
上
に
も
ど
っ
た
三
郎
は

蛇
体
で
あ
っ
た
が
、
的
侶
迷
の
有
楽
か
ら
示
唆
さ
れ
て
、
見
の
人
間
に
も
ど
る
。
そ
の
後
、巾
利
三
一郎
と
作
日
脱
は
幸
福
な
生
涯
を
送
り
、

共
に
神
と
し
て
犯
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
他
界
で
の
泌
肢

・
Mm畑
、
さ
ら
に
は
地
上
の
世
界
で
の
成
功
と
神
絡
化
と
い
う
過
程
は
、

オ
オ
ナ
ム
チ
神
話
と
共
通
し
た
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
、
仏
教
的
潤
色
に
よ
る
変
化
の
鮎
mー
で
は
な
い
の
か
と
も
思
え
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、

門
目
}

旅
そ
れ
も
苦
嫌
の
旅
を
経
過
す
る
こ
と
で
神
と
な
る
。
ま
る
で
、
シ
ャ

l
マ
γ
の
成
必
過
程
を
再
現
す
る
か
の
如
き
肢
聞
で
あ
る
。

『神
道
集
』
に
は
、
そ
の
他
に
も
打
線
の
旅
を
し
た
者
が
神
と
し
て
配
ら
れ
て
行
く
過
程
を
捕
き
出
し
た
説
話
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

(
却
V

る
。
第
四
六
「
釜
神
事
」
は
産
神
間
科
の
モ
チ
ー
フ
を
主
題
と
し
て
民
間
す
る
説
ぷ
で
あ
る
。

山
中
で
男
女
.
一人
の
出
産
と
そ
の
将
来
を

予
言
す
る
産
神
の
言
業
を
聞
い
た
男
が
、
本
部
す
る
m引
，

f
の
出
生
を
知
っ
て
、
日
裕
の
生
涯
を
予
測
さ
れ
た
女
チ
の
鰯
に
す
る
。
男
は
財

産
を
失
う
と
一
裂
を
来
て
る
が
、
自
分
も
本
叩
附
し
て
流
浪
の
旅
に
出
る
。
筑
売
り
と
な

っ
た
男
は
、
分
限
者
と
再
帰
し
た
主
に
救
わ
れ
る

が
、
白
か
ら
を
恥
じ
て
死
ん
で
し
ま
う
。
こ
の
結
果
、
神
と
し
て
記
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
-
」
の
必
活
で
は
、
主
人
公
は

B
の
祭
を
見
て
、

倒
れ
て
死
ぬ
。
こ
れ
を
釜
庄
の
裂
に
記
っ
て
、
小
川
血
の
御
料
と
し
て
供
物
を
供
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
川
折
し
た
展
開
を
し
て
い
る
が
、

妥
も
夫
も

ι燥
の
旅
を
し、

そ
の
結
果
夫
が
カ
7

ド
の
神
と
し
て
犯
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
他
界
の
旅
で
は
な
い
が
、
お
を
使
い
尽
し
て

準
法
す
る
仮
に
境
遇
の
変
化
が
あ
り
、
そ
れ
が
山片
山
介
と
し
て
の
定
味
を
も
ち
、
主
人
公
が
九
人
と
な

っ
て
い
く
過
程
を
見
せ
て
い
る
の
で

あ
る
。

JL 

(
川
町

〉



二
O

(
m回〉

門

別

〉

『
説
経
節
』
に
は
、
よ
り
多
く
の
旅
の
説
話
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
「
小
栗
」
は
旅
の
芯
必
を
肢
も
明
確
に
し
て
い
る
も
の
と
言

え
よ
う
。
小
菌
剤
は
、
子
供
の
な
い
穴
族
の
家
に
、
鞍
馬
の
毘
沙
門
天
の
中
し
ず
と
し
て
生
ま
れ
る
。
£
を
求
め
る
た
め
に
、
鞍
馬
に
参
詣

得
ぞ
る

し
た
小
栗
は
、
深
泥
が
淵
の
大
蛇
に
け比
そ
め
ら
れ
、
女
性
の
姿
と
な
っ
た
大
蛇
と
関
係
す
る
。

こ
の
こ
と
を
悠
っ
た
父
に
よ
っ
て
常
陸
の

国
へ
と
追
わ
れ
る
。
そ
こ
で
小
栗
は
、
相
模
の
防
山
の
艇
と
知
り
行
う
が
、
そ
の
家
肢
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
、
地
獄
に
堕
ち
る
。
し
か
し
、

従
者
悼
み
の
願
い
で
閲
路
大
王
の
訴
し
が
あ

っ
て
、
こ
の
世
に
も
ど
る
。
と
こ
ろ
が
肉
体
は
必
の
中
で
胸
り
、
恐
ろ
し
い
餓
鬼
の
姿
と
な
っ

て
し
ま

っ
た
。
手
足
も
き
か
ず
、
日
も
き
け
な
い
小
栗
は
、
時
宗
の
上
人
の
助
け
で
土
中
に
釆
せ
ら
れ
て
熊
野
の
湯
峯
に
向
う
。
途
中
で

そ
れ
と
は
知
ら
ず
、
遊
女
と
な
っ
た
妥
の
助
力
も
あ
っ
て
、
旅
を
終
え
。
熊
町
で
本
復
す
る
。
後
、
幸
悩
な
生
涯
を
送
る
が
、
死
後
は
美

波
国
安
八
都
品
保
で
、
利
と
し
て
犯
ら
れ
た
と
い
う
。
言
わ
ば
、
人
間

・
市
生

・
修
縦

・
地
獄

・
餓
山地
の
五
追
を
経
て
、
天
郊
に
至
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
六
道
を
狙

っ
た
こ
と
に
な
る
と
も
言
え
る
。
し
か
し、

こ
こ
で
は
他
界
遍
脈
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
神
へ
の

過
程
と
い
う
比
油
引
で
も
時
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
疏
布
し
た
、
こ
れ
ら
の
唱
導
文
学
も
し
く
は
説
話
に
お
い
て
は
、
旅
は
重
必
な
テ
1
7
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

う
。
そ
れ
は
、
旅
そ
の
も
の
が
人
間
的
成
長
の
邸
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
流
布
を
も
た
ら
し
た
の
が

遊
行
の
宗
教
者
や
主
能
者
逮
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
山
米
す
る
か
ら
で
あ
る
。

『神
道
州
出
』
に
つ

い
て
は
、
時
宗
や
京
国
の
山
，
括
修
行
行
と

の
関
連
が
つ
日
わ
れ
て
い
る
し
、

『説
教
ハ
経
〉
節
』
の
流
布
者
は
、
旅
の
生
活
を
送
る
門
付
の
さ
さ
ら
す
り
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
旅
の
中
で
創
造
さ
れ
、
伝
承
さ
れ
て
い

っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
旅
を
す
る
名
に
よ

っ
て
、
話
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
街
道
や
宿

場
、
各
地
の
盆
山
、
名
神
大
社
が
列
挙
さ
れ
得
た
の
で
あ
り
、
風
土
M
M
削
附
を
読
み
こ
み
な
が
ら
お
る
こ
と
で
、
筑
間
山
性
が
付
与
さ
れ
得
た

と
も
J
え
る
。
中
近
世
説
ぷ
に
お
け
る
旅
は
、
彼
等
に
と

っ
て
最
も
話
り
や
す
い
部
分
だ
っ
た
し
、
聴
き
手
に
も
お
ば
れ
る
も
の
で
は
な



か
っ
た
ろ
う
か
。

旅
を
す
る
者
逮
H
潔
泊
民
は
ま
た
、
定
γ
制
民
に
と
っ
て
は
得
体
の
知
れ
な
い
存
功
で
も
あ
っ
た
。
J

一止
y
山
氏
の
知
ら
な
い
妓
術
を
持
つ
者

も
あ
れ
ば
、
剛
山
解
に
刊
し
む
よ
う
な
出
向
H
を
ひ
け
ら
か
す
者
も
あ
る
。
災
怖
す
べ
き
者
、
そ
し
て
敬
し
て
述
ざ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
者
で
も
あ

っ
た
。
鍛
冶
凶
や
鋳
物
仰
の
よ
う
な
峨
人
述
で
あ
っ
て
も
、
鉢
叩
き
、
さ
さ
ら
す
り
な
ど
の
遊
行
の
笈
能
者
で
も
、
盟
に
定
沼
し
て
い
た

段
耕
民
と
は
只
な
る
世
界
か
ら
や

っ
て
く
る

A
「
焔
民
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
他
界
か
ら
訪
れ
る
旅
人
に
、
拠
品
川
な
宗
教
的
能
力
を

認
め
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
も
行
え
よ
う
。
胤
売
り
の
商
人
に
亦
ん
幼
を
胞
い
て
も
ら
う
と
丈
夫
に
育
つ
と
い
う
伝
承
が

九
州
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
。
旅
か
ら
米
る
者
と
い
う
必
紫
と
、
約
め
の
力
企
内
包
す
る
加
と
い
う
e

却
系
の

一つ
か
ら
構
成
さ
れ
た
呪
術

で
あ

っ
た
ろ
う
。
弘
法
大
川
伝
説
に
み
る
舟
航
に
は
、
旅
の
者
の
能
力
の
山
内
相
山
さ
を
比
せ
つ
け
る
も
の
が
多
い
。
旅
の
仙
川
の
品
川
以
は
、
遊

行
の
宗
教
討
に
対
す
る
民
山
県
立
織
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
常
民
で
あ
っ
て
も
、
旅
に
出
れ
ば
、
れ
ら
を
非
「
川
市
川
氏
」

へ
と
移
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
松
木
山
の
オ
ヤ
マ
ガ
ケ
に
参

加
し
た
者
連
は
、
五
業
の
校
を
持
ち
帰
り
、
戸
川
に
さ
し
て
川
除
け
の
引
い
と
す
る
。
代
参
議
の
道
者
は
、
お
金
や
土
産
物
を
途
中
で
ま

い
た
り
す
る
。
伊
勢
参
宮
の
道
者
は
、
参
宮
街
道
で
は
食
事
や
米
銭
の
挺
供
を
川
内
る
こ
と
が
で
き
た
。
伊
勢
講
の
中
に
は
、
仮
小
屋
を
作

っ
て
、
代
参
者
が
出
発
ま
で
結

っ
て
精
進
潔
斎
す
る
。
ま
た
、
知
お
に
際
し
て
は
、
仮
小
い
血
に
入
っ
て
火
を
つ
け
、
火
中
か
ら
と
び
出
す

(
泣
}

と
い
う
も
の
も
あ
っ
た
。

阪
井
徳
太
郎
は
こ
れ
を
神
人
転
機
と
呼
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
伊
勿
参
'M
の
旅
に
あ
る
者
は
、
そ
の
者
自
'
却
が

神
も
し
く
は
神
山
中一な
存
犯
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
選
礼
や
叶刷
協
は
、
そ
の
衣
装
に
よ
っ
て
常
民

(
常
抽
出
〉
か
ら
区
別
さ
れ
た
。
彼
等
に
布

施
を
差
出
す
こ
と
は
、
自
ら
の
た
め
の
功
徳
と
な
る
と
い
う
の
が
、
晴
白
川
駅
山
伯
や
般
待
の
サ出
榊
叫
と
な
る
し
、
ま
た
彼
等
の
返
礼
と
し
て
の
読

経
や
御
詠
歌
は
人
々

の
救
済
と
も
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
巡
礼
は
'H
ら
が
判
明
な
存
在
と
し
て
の
役
訓
を
来
し
て
い
た
と
吉一
う
こ
と
に
な

二

一

(

∞∞
)



(
開
削

)

る
。旅

が
人
間
的
成
長
を
促
す
と
い
う
、
そ
れ
も
漸
進
的
で
は
な
く
飛
眼
的
な
そ
れ
を
も
た
ら
す
も
の
だ
と
い
う
発
想
は
、
人
聞
社
会
に
普

遍
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
伊
勢
参
宮
そ
れ
も
紘
け
詣
り
を
す
ま
せ
た
告
を
一
人
前
と
見
る
風
が
近
世
以
降
の
近
畿
地
方
に
は

μ
ら
れ
た
。
ま
た
問
国
泌
路
を
成
人
儀
礼
も
し
く
は
若
者
の一

人
前
の
条
件
と
見
る
胤
も
近
畿
地
方
の
一
郎
や
四
国
な
ど
に
凡
ら
れ
る
。

大
峰
山
ハ
古
野
〉
で
あ
る
と
か
、
沖
軽
の
岩
木
山
、
相
模
の
大
山
と
い

っ
た
鉱
山
へ
の
登
拝
行
に
よ

っ
て
若
者
仲
間
へ

の
加
入
が
認
め
ら

れ
る
鼠
は
各
地
に
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
途
近
に
か
か
わ
ら
ず
、
神
聖
な
領
域
へ
の
旅
、
宗
教
的
な
神
佐
性
に
満
ち
た
場
へ
の

旅
が
人
間
の
成
長
段
階
を
示
す
、
あ
る
い
は
上
位
へ

の
段
階
を
似
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
原
初
か
ら
の
人
間
の
成
長
に
お
い
て
架
し

た
砂
動
の
役
割
は
、
例
人
つ
ま
り
人
間
の
倒
体
の
成
長
に
お
い
て
も
、
旅
と
い
う
形
で
働
き
か
け
て
い
る
か
の
如
く
に
思
わ
れ
る
。
神
mz

な
肌
切
に
お
け
る
生
ま
れ
か
わ
り
に
よ
っ
て
、
成
人
す
る
と
い
う
の
も
、

エ
リ
ア
l
デ
や
掘
一
郎
の
研
究
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

{
n
v
 

た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
定
泊
民
に
と
っ
て
は
、
旅
と
は
そ
れ
自
体
、
他
界
に
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
故
に
旅
は
神
聖
な
も
の
で
あ

っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
巾
質
三
郎
が
蛇
体
で
帰
着
し
た
よ
う
に
、
そ
の
笠
な
る
状
態
は
同
時
に
織
れ
た
状
態
で
も
あ
っ
た
。
即
物
的
な
な
味
で
も
汚

れ
た
状
態
で
あ
る
か
ら
当
然
と
も
言
え
よ
う
。

と
も
か
く
、
中
世
か
ら
近
世
の
説
話
文
学
の
中
で
は
、
苫
難
の
旅
に
よ
っ
て
、
神
へ
の
道
を
辿
っ
た
と
す
る

一
述
の
系
紛
が
見
ら
れ
る

《

M
V

の
で
あ
り
、
そ
の
円
以
に
は
、
旅
に
あ
る
者
は
神
的
な
能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ

っ
た
り
、
神
的
存
在
と
と
も
に
あ
る
の
だ
と
い
う
信
仰

を
必
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
昨
?
え
よ
う
。



V 

八
天
地
始
之
事
〉
に
お
け
る
サ
ン
タ

・
マ
ル
ヤ
は
、
天
界
へ
の
旅
と
広
明
王
ヨ

ロ
ウ
テ
ア
の
追
及
か
ら
逃
れ
る
苫
艇
の
旅
の
二
つ
の
旅
を
体

験
す
る
。
後
世
を
願
う
ピ
ル
ゼ
ン
の
行
か
ら
、
結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
旅
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
で
、
神
と
出
会
い
、
神
の
子
を
み

ご
も
っ
た
。
天
界
へ
の
旅
が
、

神
の
子
の
誕
生
を
も
た
ら
す
旅
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
統
い
た
汗
難
の
旅
は
、
人
々
に
救
済
を
も

た
ら
す
八
神
〉
と
な
る
た
め
の
旅
で
あ
っ
た
。

サ
ン
タ

・
マ
ル
ヤ
の
旅
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
承
で
は
あ
る
が
、

キ
リ
シ

タ
ン
化

の
結

果
、
創
造

・
再
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
中
位
的
説
話
の
基
盤
の
上
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
が
泣
透
し
て
、
〈
天
地
始
之
事
〉
の
中

に
象
依
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
旅
に
あ
る
も
の
の
宗
教
的
優
位
性
や
、
北
山
知
の
旅
の
結
架
と
し
て
神
と
な
っ
て
い
く
民
間
信
仰
の
故

に
、
サ
ン
タ

・
7

ル
ヤ
の
逃
亡
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
、
八
天
地
始
之
事
〉
の
中
に
再
構
成
さ
れ
て
い

っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
サ
ン
タ

・
マ

ル
ヤ
の
逃
亡
の
モ
チ
ー
フ
の
放
に
、
八
天
地
始
之
事
〉
は
文
学
的
興
趣
を
か
き
た
て
る
神
話
と
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

位

ω
士
山
野
前
人

『隠
れ
キ
リ
シ
タ

ン』

〈至
文
堂
一
九
五
九
)、
海
老
沢
有
道
『
キ
リ
シ
タ
ン
の
猟
ぽ
と
舷
抗
』
(雄
山
悶

一
九
八

一
年
)
、
片
岡
弥

古
『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
史
』

(
時
事
通
信
社

一
九
七
九
年
)、
浦
川
和
三
郎

『浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
史
』

(全
国

a
m
一
九
四
三
年
)
等
参

照。ω
「天
地
始
之
郁
」
は
川
北
耕
也
校
泊

(
『
キ
リ
シ
タ
ン
冊
目

・
排
耶
冊
目
』
岩
波
岱
応、

一
九
七

O
年
、
三
八
一
ペ

ー
ジ

1
四
O
九
ペ
ー
ジ
)
に
よ

っ

た。

引
用
に
あ
た

っ
て
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
用
穏
を
片
仮
名
魯
き
に
あ
ら
た
め
た
。
悶
北
耕
也

『昭
和
時
代
の
融
市
伏
キ
リ
シ
タ

ン
』
(
日
本
学
術
振
興

会

一

九
五
四
年
)
中
の
熊
本
も
参
照
し
た
。

(
町

田

)



二

四

(

邸
)

ω
サ
ン
タ
1
丸
ヤ
の
表
記
で
本
文
中
に
あ
る
が
、
記
述
で
は
マ
ル
ヤ
と
し
た
。
型
ほ
マ
リ
ア
の
転
批
し
た
も
の
で
、
ピ
ル
ゼ
ン
(
処
女
)
は
ボ
ル
ト

ガ
ル
諮
り
音
が
残
さ
れ
て
い
た
。

川
向
御
身
織
は
イ
エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
、
ゼ
ジ
ウ
ス
と
い
う
名
で
も
知
ら
れ
る
が
、
御
身
様
と
い
う
言
集
の
方
が
通
用
し
て
い
た
ら
し
い
。
御
身
の

ナ
タ

ラ

(御
誕
生
)
と
い
っ
た
言
い
方
に
な
る
。

ω
ロソ

y
は
ん
ソ
Y
か
ら
の
転
枇
、
外
国
名
は
知
り
仰
る
限
り
の
も
の
が
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
@
南
蛮
貿
易
に
お
い
て
重
要
な
中
継
点
で
あ

っ

た
の
で
、
キ
リ
ン
タ
y
の
知
滋
と
も
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
.

M
W

ゼ
ジ
ウ
ス

G
R
E)。
後
述
す
る
が
、
御
身
(
キ
リ
ス
ト
)
を
ゼ
ジ
ウ
ス
と
す
る
た
め
に
は
、
帝
王
の
名
が
サ
ン
ゼ

リJ
l
ゼ
ジ
ウ
ス
で
あ
る
必
要

が
あ
っ
た
。
仏
教
の
三
千
世
芥
を
忠
わ
せ
る
。

例

註

ω怠
照
。

川何

オ
ラ
ッ

シ
ョ

(祈
印刷)

ω
「
マ
ル
チ
リ
ョ
の
鑑
」

(姉
崎
正
治
『
切
支
丹
市市
川
の
迫
留
と
潜
伏
』
同
文
館
、

一
九
二
五
年
所
収
)
に
は
、
ア
ナ
ス
タ
ジ
ヤ
・

カ
テ
レ
ナ

・
マ

リ
ナ
の
三
名
に
つ
い
て
、
ピ
ル
ゼ
ン
の
義
行
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
布
教
上
の
悦
話
が
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
γ
に
も
伝
承
さ
れ
て
き
た

も
の
の
よ
う
に
も
与
え
ら
れ
る
。
明
治
以
降
キ

3
シ
タ
ン
の
聞
で
は
、
「
女
部
屋
」
と
呼
ば
れ
る
女
子
修
道
会
が
&
立
さ
れ
た
(
小
坂
井
抽
出
『
お
告

げ
の
マ

リ
ア
』
集
英
社
、

一
九
八

O
年
)。

M
W

近
世
庶
民
の
信
仰
が
現
世
利
益
に
集
中
し
た
こ
と
は
、
流
行
神
の
続
出
や
出
開
帳

・
参
詣
の
盛
行
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、

一
方
で
は
苅

萱
道
心
の
知
く
出
家

・
出
世
間
も
思
想
と
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
仏
教
幻
仰
と
の
関
連
も
全
て
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ω
姉
崎

『
迫
彼
と
潜
伏
』
一
一
一
九
ペ
ー
ジ
「
宗
門
大
袈
」
の
名
弥
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
姉
崎
の
問
題
意
地
酬
に
し
た
が

っ
て
刷
仔
が
変
え

ら
れ
て
い
る
の
で
、
位
低
づ
け
が
明
確
で
な
い
。
版
文

(陳
述
)
の
断
片
げ
で
は
十
九
番
日
の
部
分
と
さ
れ
て
い
る
。

阿

国

北

『
附
和
時
代
の
潜
伏
キ
リ
シ

タ
Y
』
一
六
五

t
ニ
ニ
二
ペ

ー
ジ
参
照
、
パ
ス
テ
ヤ

y
は
修
道
士

(実
在
か
ど
う
か
は
不
明
)
の
名
で
、
七バ

ス
チ

ャ
ン
と
川
町
山
わ
れ
る
@

同

町
北
は
「
変
死
し
た
ロ

ソ
ン
の
帝
王
が
、
丸口
血と
結
熔
」
す
る
と
理
解
し
て
い
る

(『
昭
和
時
代
の
併
伏
キ
リ
シ
タ
ン
』
一
五
四
ペ

ー
ジ
)
。
谷

川
健

一
一
は
「
イ

エ
ス
と

マ
リ
ア
が
結
節
す
る
。
こ
れ
は
母
子
滋
を
さ
え
陥
示
す
る
奇
妙
な
結
末
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
す
く
な
く
と
も
イ
エ
ス
と
マ

リ
ア
の
関
係
は
、
母
と
予
の

つ
な
が
り
か
ら
引
と
女
の
立
場
に
変
わ

っ
て
い
る
@
し
か
も
処
女
生
跡
地
と
い
う
奇
隙
行
為
を
媒
介
と
し
て
い
る
た
め
に
、



そ
れ
は
兄
弟
と
姉
妹
の
関
係
に
近
い
」
(
『
わ
た
し
の
「
天
地
始
之
事
」
』
筑
摩
明
日
一

m
一
九
八
二
年
四
七
ペ
ー
ジ
)
と
指
摘
し
て
い
る
。
同
じ
「
天

地
始
之
事
」
中
の
兄
妹
相
姦
の
モ
チ
ー
フ
と
パ
ラ
レ
ル
に
理
解
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
ち
な
み
に
エ
ド
マ
ン
ド
・
リ
l
チ
『
型
舎
の
構
造
分
析
』

(
紀
伊
岡
愚
容
応
一
九
八
凶
年
)
で
は
、
キ
リ
ス
ト
と
母
マ
リ
ア
の
母
子
相
姦
的
要
素
を
エ
ジ
プ
ト
神
話
か
ら
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論

証
し
て
い
る
。
神
話
解
釈
と
し
て
も
、
文
学
的
解
釈
と
し
て
も
魅
力
的
で
は
あ
る
が
、
原
文
に
忠
実
に
理
解
す
る
と
す
れ
ば
、
回
北
の
解
釈
が
当
然

適
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
回
北
は
ゼ
ジ
ウ
ス
を
御
身
様
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
と
考
え
て
い
な
い
点
は
誤
読
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

川
叫
サ
ン
タ

・
マ
ル
ヤ
お
っ
げ
の
日
が
二
月
第
三
日
阪
の
後
に
な
る
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
(
田
北
『
潜
伏
キ
リ
γ
タ
ソ
』
一
八
六
ペ
ー
ジ

参
照
)
。

間
『
日
木
省
生
極
楽
記
』
の
聖
徳
太
子
に
つ
い
て
の
部
分
で
、
母
の
皇
女
が
夢
中
に
金
色
の
併
を
見
て
、
口
中
に
限
り
こ
ん
だ
と
き
に
懐
胎
し
た
と

い
う
筋
が
あ
る
。
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
で
も
同
様
で
あ
る
。
仏
教
説
話
の
影
響
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

川
間
ポ
ル
ト
ガ
ル
諸
問

(旬。吉
田
)
か
ら
、
こ
こ
で
の
内
容
は
小
斎
に
あ
た
る
が
、
本
来
は
金
服
日
で
あ
っ
て
、
水
限
日
で
は
な
か
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン

の
場
合
は
、
水
叩
酬
と
い
う
伝
承
に
な
っ
て
い
る
。

間
古
野
『
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
』
六
五
ペ
ー
ジ
参
照
。

側

回

北

〈
『
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
』
一
二
六
ペ
ー
ジ
〉
に
よ
れ
ば
、
型
外
山
内
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

仙

石

川
・

直
江
絹
『
日
本
子
ど
も
の
康
史
3
武
士
の
子

・
庶
民
の
子
(上
〉』

(第
一
法
規
一
九
七
七
年
)
一
一

0
・
一
七
五
J
一
八
三
ペ
ー
ジ

参
照
。

仰
ベ
ト
レ
ヘ
ム
の
怠
か
。

制
へ
ロ
デ
王
の
転
説
。
ヨ
ロ
ウ
デ
ツ
と
も
な
る
。

ω
メ
シ
コ
は
メ
キ
シ
コ
、
フ
ラ
ン
コ
は
フ
ラ
ン
ス
か
。
ガ
ス
バ
ル
・
パ
ウ
1
ザ
ル
(
バ
ル
タ
ザ
ル
)
は
#
ル
ト
ガ
ル
語
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
と
ぼ
し

い
知
識
か
ら
構
成
さ
れ
る
無
理
が
示
さ
れ
よ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
j
h
N
ヒ
オ
l
hN
・
カ
ス
パ
I
F
・
パ
ル
タ
ザ
ル
が
三
王
の
名
前
と
さ
れ
て
い

る
。

間
ポ
ン
テ
オ

・
ピ
ラ
ト
(
ロ

1
マ
総
督
)
が
二
名
の
家
老
と
さ
れ
る
、
ロ

1
マ
帯
同
の
組
民
地
支
配
に
つ
い
て
は
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

側
地
名
の
列
挙
平
、
道
行
な
ど
の
具
体
的
表
現
に
と
ぼ
し
い
の
は
、
他
出
す
る
こ
と
の
な
い
農
民
の
状
況
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
八
天

地
始
之
市
中

V
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
農
民
内
部
で
の
み
継
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

五

(
刷
凶

)



閲
宮
田
登
山
『
司
、
、
ロ
タ
信
仰
の
研
究
|
日
本
に
お
け
る
伝
統
的
メ
シ
ア
観
|』
(未
米
社

団
関
男
集
』
第
二
六
巻
所
収
筑
摩
笹
野
)

側
長
崎
県
史
談
会
編

『長
崎
県
郷
土
誌』

(臨
川
魯
広
一
九
七
三
年
五
四
三
J
四
ペ
ー
ジ
ヨ
ま
た
、
『
日
本
の
民
話
幻
長
崎
・
天
草
編
』

(未
来

社
、

一
九
七
五
年

四

九

O
J
四
九
四
ペ
ー
ジ
)
に
は
、
髪
の
毛
の
赤
い
巽
人
に
つ
れ
ら
れ
た
キ
リ
シ
タ
y
の
逃
亡
と
い
う
同
趣
旨
の
伝
説
が
あ
る

(天
草
町
大
江
山
下
世
氏
原
話
).

間
『
古
事
記

・
祝
悶
』

(日
本
古
典
文
学
大
系
i

岩
波
性
応
一
九
五
八
年
九
一

J
九
九
ペ
ー
ジ
)
怠聞…。

ω
近
藤
喜
博
編

『神
道
銀
東
洋
文
郎
本
』

(
品
川
川
市
口
町
一
九
五
九
年

二
九
五

l
三
三
五
ペ
ー
ジ
)
。

ω
M・
エ
リ
ア
l
デ
著
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』

(揃
一
郎
訳
冬
樹
社
一
九
七
四
年
)
品世間。

側
近
藤
編
『
神
道
集
』
二
四
一

t
二
四
五
ペ
ー
ジ
。

ω
『
鋭
経
集
』
(
新
潮
日
本
古
典
集
成
新
潮
社

一
九
七
七
年
所
収
)
参
照
治
経
に
は
、
旅

・
道
行
が
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

流
布
方
法
と
の
関
述
が
考
え
ら
れ
よ
う
@
ま
た
、
こ
の
小
栗
の
テ
ー
マ
を
六
道
愉
廻
に
よ
る
も
の
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
石
川
教
張
氏
の
御
教
示
に

よ
る
。

関
こ
れ
ら
の
一
述
の
宗
教
的
な
旅
に
つ
い
て
は
、
阪
井
徳
太
郎

『
日
本
民
間
信
仰
論
』

(弘
文
唯
一
九
七

O
年
)
他
を
参
照
。

関

M
・
エ
リ
ア
l
デ
著
『
生
と
再
生
|
イ
ニ
シ
ェ

l
シ
ョ
ソ
の
宗
教
的
意
畿
|
』

(綱
一
郎
沢
東
京
大
学
出
版
会
一
九
七
一
年
)
等
参
照
.

凶
旅
の
文
学
に
つ
い
て
は
、
折
口
信
夫

・
筑
土
鈴
覚

・
岩
崎
武
夫
等
の
研
究
蓄
積
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
成
果
に
負
う
部
分
が
多
い
。

二

六

〈

mm〉

一
九
七
六
年
)
、
柳
田
国
男

『
日
本
の
伝
説
』

(定
本
『
柳



書

評
キ
ャ
サ
リ

y
・
M
・
プ
リ
y
グ
ズ
努

7
y
・
ヘ
リ
y
グ
訳

『
猫
の
フ
ォ

ー
ク
ロ
ア
|
民
俗

・
伝
説

・
伝
承
文
学
の
猫
|
』

長
々
と
寝
そ
べ
っ
て
い
る
我
が
家
の
ぐ
う
た
ら
紘
を
H
凡
な
が
ら
、
不
思
議
な
思
い
で
こ
の
本
の
印
象
を
心
の
中
に
世
間
い
て
い
る
。

紡
と
い
う
も
の
は
、
人
間
の
世
界
の
中
に
座
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
も
決
し
て
小
さ
な
隅
っ
ζ

で
は
な
い
。
人
間
が
食
事
を
し
て
い

れ
ば
、
当
然
の
よ
う
な
顔
を
し
て
側
か
ら
何
か
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
し、

く
れ
な
け
れ
ば
催
促
す
る
。
部
屋
の
中
で

一
番
居
心

地
の
良
い
場
所
を
知
っ
て
い
て
、
人
聞
が
い
な
く
な
れ
ば
さ
っ
さ
と
そ
の
場
所
を
占
領
す
る
。
犬
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
た
場
所
や
食

事
で
は
満
足
し
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
い
て
人
間
の
世
界
の
存
在
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
夜
に
な
れ
ば
、
さ

っ
さ
と
自
分
た
ち
の
世
界
へ

と
去
っ
て
し
ま
う
。
昼
で
も
ど
こ
か
へ
消
え
て
、
食
事
が
必
要
に
な
れ
ば
も
ど

っ
て
来
る
。
ど
の
よ
う
に
見
え
る
の
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
底
の
深
い
神
秘
的
な
胞
の
奥
か
ら
人
聞
を
凝
視
し
て
、
行
動
の
遂

一
を
監
視
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
と
も
か
く
得
体

の
知
れ
な
い
、
不
思
議
な
存
在
に
思
え
る
。
野
性
の
世
界
と
人
間
の
世
界

ハ文
化
と
呼
ん
で
お
こ
う
)
と
の
両
者
を
知
り
つ
く
し
た

か
の
如
く
生
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
だ
。

キ
ャ

サ
日
ン
・

M
・
プ
H
7
F
ズ
は
本
窃
の
第

一
括
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル

ラ
ン
ド

・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
伝
わ
る
「
獅

の
王
様
」
の
話
を
紛
介
し
て
い
る
。
二
人
の
若
者
が
山
中
で
仲
酬
の
王
の
葬
式
を
見
た
い
と
い
う
訴
を
し
て
い
る
と
、
此
聞
に
座
っ
て
需

を
聞
い
て
い
た
紡
が
後
足
で
立

っ
て
、
自
分
が
紡
の
周
の
王
に
な
っ
た
と
宮
っ
て
、
家
か
ら
出
て
い

っ
て
し
ま
う
と
い
う
話
で
あ
る
。

飼
主
の
家
の
中
で
猫
は
人
間
の
諮
に
耳
を
か
た
む
け
な
が
ら
、
ま
た

一
方
で
は
猟
迷
の
世
界
を
持

っ
て

レ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ

間
五

(

似
)



四
六
ハ
m
w〉

の
よ
う
な
独
自
の
世
界
を
持
つ
納
述
は
、
人
々
に
不
思
議
な
能
力
で
幸
運
や
災
レ
を
も
た
ら
す
と
も
信
じ
ら
れ
て
、
魔
女
の
使
い
と

か
変
身
し
た
魔
女
と
も
さ
れ
て
し
ま
う
不
幸
な
側
而
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
得
体
の
知
れ
な
い
秘
と
い
う
存
在
に
人
聞
が
抱
い
た
イ
メ

ー
ジ
の
な
せ
る
わ
.
き
で
あ
ろ
う
。
本
容
の
中
の
伝
承
の
仲
酬
は
、
英
同
民
も
し
く
は
英
諮
問
に
住
む
人
々
が
猫
に
対
し
て
描
き
出
し
た

イ
メ
ー
ジ
な
の
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
生
話
の
雌
史
か
ら
生
み
だ
さ
れ
て
き
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て、

怠
述
は
失
闘
民
の
生
活
史
を
本
州
刊
の
中
か
ら
、
厄
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

本
容
の
構
成
は
、

第
一
括
狐
銭
拝
と
柑
酬
の
女
神

m
こ
な
狛
の
特
徴

第

三

章

天

敵

第

四

愈

w
酬
の
仲
間
と
w
酬
の
敵

第

五

指

獅

と

吉

凶

第
六
意
成
女
と
そ
の
使
い
魔

第

七

指

変

身

第

八

章

世

間
同
・
魔
法
を
か
け
ら
れ
た
人

第
丸
訟
昔
話
の
な
か
の
情
深
い
狛

第
十
指

恐

ろ

し

い

獄

第
十

一
章
わ
ら
ベ
歌
と
獅

第
十
二
章
英
米
の
近
代
文
芸
の
な
か
の
猫

と
な
っ
て
い
る
。
第

一
括
で
は
、
紛
の
阪
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
エ
ジ
プ
ト
の
女
神
か
ら
、
神
仙
柑
化
さ
れ
た
動
物
の
あ
り
か
た
に
触
れ
、

キ
リ
ス

ト
教
の
浸
透
に
よ

っ
て
、
悪
魔
悦
さ
れ
鬼
神
化
し
た
狛
に
つ
い
て
悦
則
す
る
。

第
二
獄
か
ら
第
四
訴
ま
で
は
枇
H

穏
な
ど
の
伝
承
資
料
を
通
し
て
、
仲
酬
の
性
格
や
人
聞
社
会
で
の
位
置
、
他
の
動
物
と
の
関
係
と
い

っ
た
仲
酬
の
有
様
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
好
奇
心
の
強
さ
や
、
ね
ず
み
・
舵
と
戦
う
合
唱
治
す
る
〉
柑
側
、
あ
る
い
は
犬
と
w
酬
の
対
比

と
い
っ
た
内
科
で
、
現
災
の
稲
か
ら
生
じ
た
廿
羽
平
、
逆
に
現
尖
の
W

酬
の
性
協
の
山
米
を
説
明
す
る
背
鰭
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。



第
五
章
で
は
、
こ
の
現
実
の
紡
か
ら
発
生
し
た
猟
に
闘
す
る
迷
伯
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
白
狐
平
泉
狐
を
縁
起
の
態
い
も
の
と
か

良
い
も
の
と
か
吉
凶
判
断
の
材
料
と
し
た
り
、

三
毛
紡
の
毛
で
い
ぼ
を
と
る
こ
と
や
熟
狐
の
尻
尾
の
毛
で
な
で
て
も
の
も
ら
い
を
治

す
と
い
っ
た
民
間
療
法
が
紹
介
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
俗
信
は
、
猫
が
神
型
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
推
定

す
る
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
、
出
向
教
的

・
多
神
教
的
な
臼
仰
と
し
て
否
定
さ
れ
、
大
多
数
の
動
物
へ
の
以
伴
が
恕
魔
的

な
も
の
と
さ
れ
た
と
す
る
。
こ
と
に
人
間
の
社
会
に
あ
り
な
が
ら
野
性
的
な
側
聞
の
強
か
っ
た
猟
は
、
中
世
の
雌
女
狩
り
の
中
で
、

魔
女
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い

っ
た
と
諭
じ
て
い
る
。

第
六
市
と

m七
草
で
は
、
伝
説
や
世
間
話
の
中
か
ら
、
出
皿
女
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
獅
の
話
題
が
鮒
介
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
猫

を
ベ
ッ
ト
と
す
る
な
ど
の
有
線
に
よ
っ
て
、

一
入
幕
し
の
貸
し
レ
老
油
田
が
、
雌
女
と
し
て
告
発
さ
れ
る
理
山
と
も
な
り
、
家
商
に
笹

を
与
え
る
呪
文
を
削

え
た
と
い
っ
た
容
疑
で
裁
か
れ
た
り
し
た
。
こ
の
よ
う
な
別
へ

の
鎚
怖
感
は
、
什
酬
を
飼
う
老
接
を
魔
女
と
す
る

世
間
話
に
継
品
川
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
た
。
あ
る
い
は
施
女
が
杭
に
前
置
を
変
え
た
と
レ
う
話
も
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
世
間
話
を
凝
縮
し
、
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
の
魔
法
背
訴
が
第
八
訟
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
ノ
ル
ウ
z

イ
の
「
ピ

ー

タ
l
公
爵
」
(
ジ
ョ
ー
ジ

・
デ
l
セリ
J

ト
『
北
欧
の
伝
承
物
語
集
』
よ
り
〉
は
「
長
靴
を
は
い
た
秘
」
の
頬
話
で
あ
る
が
、
美
し
い

姫
が
魔
法
に
よ

っ
て
枠
制
に
変
え
ら
れ
て
い
て
、
ピ
ー
タ
ー
を
助
け
て
活
臨
し
、
後
に
元
の
姿
に
も
ど
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ド
ル

ノ
7
夫
人
の
「
白
狐
厳
」
で
は
、
開
制
に
変
身
さ
せ
ら
れ
た
航
が
王
子
を
助
け
、
一
肌
と
尻
尾
を
切
り
落
と
さ
れ
る
と
美
し
い
姫
に
も
ど

る
の
で
あ
る
。
魔
法
で
安
を
変
え
ら
れ
た
者
が
、
主
人
公
を
助
け
、
主
人
公
に
よ
っ
て
元
の
盗
を
と
り
も
ど
し
て
、
孝
明
削
な
生
涯
を

送
る
と
い
う
際
法
昔
話
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
第
九
訟
で
も
、
仲
酬
の
力
で
主
人
公
が
助
け
ら
れ
る
王
子
や
デ
ィ
ッ
ク

・
ウ
ィ
テ

ィ
ソ
ト
γ
の
話
が
紹
介
さ
れ
る
。
五

i
レ

u
h
の
恐
ろ
し
い
猟
と
は
対
称
的
で
あ
る
。
第
十
訟
で
は
伝
説
の
中
の
恐
ろ
し
い
刊
刷
、
第
十

一
括
で
は
わ
ら
べ
献
に
釈
し
ま
れ
て
い
る
仲
酬
が
紹
介
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
伝
承
文
芸
を
踏
ま
え
て
、
S
F
や
そ
の
他
の
近
代
文
芸
の

中
で
の
仲
酬
が
第
十
こ
な
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

世
間
話
や
伝
税
で
は
加
は
怒
る
し
い
能
力
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
成
立
の
使
い
や
変
身
し
た
成
立
と
し
て
の
療
で
怖
か
れ
る
。
判

穏
や
わ
ら
ベ
献
で
は
人
々
に
助
力
を
与
え
る
親
し
げ
な
、
そ
れ
で
い
て
組
自
然
的
な
能
力
を
行
使
す
る
狐
と
し
て
俊
樹
す
る
の
で
あ

る
。
こ
の
対
祢
的
な
怖
か
れ
力
も
線
源
は
共
通
し
て
レ
る
こ
と
を
務
者
は
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
猫
の
野
性
的
側
而

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
神
格
性
で
あ
り
。
古
代
的
あ
る
い
は
ケ

ル
ト
的
な
瑛
紫
と
し
て
の
加
山
印
刷
伴
な
の
で
あ
る
。

ζ

の
よ
う
な

阿

ヒ

(

位

)



問

八

(

創
〉

猫
銭
拝
は
、
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
浸
透
後
、
悪
魔
的
・
異
教
的
な
も
の
と
し
て
侭
・
定
さ
れ
つ
つ
、
あ
る
い
は
そ
の
故
に
、
魔
女
の
世

間
話
と
し
て
継
承
さ
れ
、
俗
信
の
対
象
と
な
っ
た
。
プ
リ
ッ
グ
ズ
が
と
り
あ
げ
、
整
理
し
た
伝
承
資
料
の
中
の
狛
は
、
歴
史
の
中
で

生
み
出
さ
れ
、
継
承
さ
れ
て
き
た
、
英
国
民
あ
る
い
は
英
語
圏
の
人
々
の
生
活
感
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

キ
ャ
サ
リ
y
・
メ
ア
リ
l

・
プ
リ
ッ
グ
ズ
は
一
八
九
八
年
に
生
ま
れ
、
八
一
歳
で
な
く
な
る
ま
で
、
英
国
の
伝
承
文
学
平
民
俗
の

研
究
に
多
〈
の
業
績
を
残
し
て
い
る
。
日
本
で
は
、

一
九
八
一
年
に
『
妖
精
の
闘
の
住
民
』
(
井
村
君
江
訳
)
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
『
妖
精
辞
典
』
も
翻
訳
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
女
の
民
俗
学
研
究
が
活
発
化
し
た
の
は
、
英
闘
民
俗
学
に

と
っ
て
は
さ
し
た
る
理
論
的
成
梨
も
新
た
な
資
料
帯
椛
も
少
な
か

っ
た
時
代
で
な
か

っ
た
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
再
占
の
引

用
文
献
の
多
く
が
一
九
世
紀
後
半
か
ら
ニ

O
世
紀
初
頭
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
察
で
き
る
。
J
・
C
-
フ
レ

ー
ザ
ー
ハ
『
金

銭
円
州
』
『
旧
約
消
能
の
フ
ォ

ー
ク
ロ
ア
l
』
等
)
、
ア
ン
ド
リ

a
l
・
ラ
ン
グ
ハ
t
H
v
d

・
神
話
研
究
)、
G
・
L
・
ゴ
ム
ハ
『燈
史
科
学

と
し
て
の
フ
サ
1
タ
ロ
7
l
』
他
)
と
い
っ
た
英
国
民
俗
学
の
成
川
抵
の
卸
き
か
ら
す
れ
ば
、
現
在
の
英
国
民
俗
学
研
究
そ
の
も
の
が

か
す
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
ま
し
て
、
フ
ラ
γ
久
の
ア
ナ
l
bw
学
派
の
社
会
史
研
究
〈
歴
史
学
と
人
類
学
研
究

の
接
点
と
し
て
の
民
俗
研
究
)
平
、
ア
メ
リ
カ
の

5
・
ト
ン
プ
ソ
γ
、

R
-
M
・
ド
l
ソ
ン
と
い
っ
た
口
承
文
芸
研
究
の
活
発
さ
に

比
較
す
れ
ば
、
楽
園
民
俗
学
の
状
況
は
理
解
に
苦
し
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
も
ち
ろ
ん
・
プ
リ

ッ
グ
ズ
女
史
の
『
茶
話
に
よ
る
イ
ギ
リ

ス
民
話
大
辞
典
』
〈
全
四
巻
〉
と
い
っ
た
成
果
が
、
日
本
に
は
伝
わ
り
に
く
い
と
い
っ
た
理
由
は
当
然
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
地
味
で
は
あ
る
が
、
プ
リ

ッ
F
ズ
女
史
の
伝
承
文
学
と
民
俗
の
中
の
稲
研
究
と
い
う
本
告
は
、

一
績
の
光
明
を
再
び
見

出
す
こ
と
の
で
き
た
喜
び
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

先
年
谷
川
俊
太
郎
氏
の
翻
訳
に
な
る
『
マ
ザ
l
・
グ
l
ス
の
唄
』
に
よ
っ
て
、
伝
承
歌
絡
や
伝
及
文
学
へ
の
興
味
が
、
ご
く
一
部

の
好
事
家
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
愛
好
者
の
存
在
す
る
こ
と
を
、
明
ら
か
に
し
て
く
れ
た
。
そ
の
給
処
と
し
て
、
英
国
に

お
け
る
伝
承
歌
掘
の
収
集
と
い
う
オ
l
ピ
l
夫
妻
の
地
味
な
研
究
や
、
プ
リ
ッ
グ
ズ
女
史
の
再
u
O
の
存
在
も
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
う
。

近
年
の
伝
承
文
学
や
口
承
文
芸

・
神
話
研
究
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
人
類
学
〈

ν
ず
ィ
リ
ス
ト
ロ
ー
ス
等
〉
や
文
学
秤
論
、

哲
学
と
い
っ
た
領
陸
相
や
そ
の
影
響
を
受
け
た

一
連
の
構
造
主
緩
や
そ
れ
に
続
く
、
伝
承
文
学
の
構
造
分
析
や
人
頗
学
的
解
釈
が

一
般

化
し
て
い
る
。
プ
リ
ッ
グ
ズ
は
こ
の
よ
う
な
研
究
に
先
行
し
た
研
究
者
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
方
法
は
古
典
的
と
も
い



え
る
民
俗
学
の
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る。

し
か
し
、

一
読
す
れ
ば
、
構
造
分
析
な
ど
の
解
釈
で
は
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
、
伝
京
文
学

の
楽
し
み
と
も
言
う
べ
き
原
点
が
感
じ
と
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
は
こ
の
自
の
段
大
の
効
用
と
も
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
伝
承
文

学
の
楽
し
み
の
中
で
は
、
英
国
民
(
イ
ン

F
ラ
γ
ド

・
ウ
ェ

l
ル
ズ

・
ス
コ

γ
ト
ラ
ン
ド

・
ア
イ
ル
ヲ
γ
ド
)
の
歴
史
と
文
化
が
息

づ
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
背
景
の
深
い
院
か
ら
呼
び
か
け
る
の
も
の
が
感
じ
と
れ
る
こ
と
は
、
よ
り
大
き
な
成
果
と
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
訳
者
7
y
・
へ
リ

γ
F
女
史
の
適
切
で
充
分
な
解
説
が
後
尾
に
付
さ
れ
て
お
り
、
訳
者
の
専
門
倣

峨
で
あ
る
児
童
文
学
研
究
か
ら
の
位
置
づ
け
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

部
附
者
の
問
題
関
心
か
ら
す
れ
ば
、
人
間
の
生
活
に
抑
怖
い
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
も
、
野
性
を
失
わ
な
い
仲
酬
と
い
う
動
物
が
、
叫央銀

閣
の
人
々
に
ど
の
よ
う
な
恕
像
力
を
か
き
た
て
さ
せ
、
伝
承
さ
せ
た
の
か
を
示
し
て
い
る
こ
と
や
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
の
浸
透
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
(
恋
魔
的

・
央
教
的
と
い
っ
た
)
宗
教
的
変
化
や
民
間
信
仰
の
尖
態
が
、
仲
畑
の
民
俗
を
媒
介
に
し
て
浮
き
彫
り

に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
蒋
価
し
た
い
の
で
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
況
に
触
れ
た
よ
う
に
、
人
間
と
の
共
同
生
活
を
送
る
秘
は
、
他
方
で
独
自
の
世
界
を
形
成
し
て
い
る
か
の
如

〈
見
え
る
。
言
わ
ば
、
野
性
と
文
化
の
両
方
の
世
界
に
帰
属
し
、
中
間
的
制
域
に
生
息
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
人
間
に
と
っ
て
は
、

未
知
の
世
界
に
も
所
属
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
猫
の
二
面
性
が
、
神
脳
性
を
付
与
さ
れ
る
際
因
と
も
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
そ
れ
も
宗
教
改
革
と
前
後
し
て
見
ら
れ
る
、
中
世
末
以
降
の
そ
れ
に
は
、
こ
の
よ
う
な
二
菌
性
の
否
定
が
働

い
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
絶
対
的
な
普
の
主
張
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
絶
対
的
な
悪
が
創
出
さ
れ
、
人
間
の
文

化
に
属
し
て
い
な
い
部
分
が
「
怒
魔
的
」
な
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
近
代
社
会
へ
の
移
行
期
に
お
い
て
、
体
系
的
な

宗
教
体
制
の
確
立
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
う
い
っ
た
異
教
的
要
紫
を
切
除
る
こ
と
で
あ
り
、
排
除
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現

尖
に
は
「
非
科
学
的
な
」
伝
ポ
が
消
滅
も
せ
ず
銭
存
し
統
け
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
論
理
化
さ
れ
た
宗
教
(
そ
れ
事
態
矛
盾
し
て

い
る
が
〉
や
神
秘
性
の
宗
教
的
繋
序
な
ど
と
い
っ
た
作
業
は
、
権
力
の
横
暴
に
地
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
俗
信
の
中
の
獄
(
と
い

う
神
的
存
在
〉
は
、
人
々
に
と

っ
て
は
プ
ラ
ス
に
も
マ
イ
ナ
ス
に
も
働
く
。
伝
説
の
中
に
登
場
す
る
狐
は
、
魔
女
(
と
さ
れ
る
孤
独

な
老
曲
目
)
に
と
っ
て
は
、
心
を
な
ぐ
さ
め
る
友
で
あ
る
。
昔
話
の
猫
は
、
純
附
叫
を
主
人
公
の
た
め
に
解
決
し
て
く
れ
る
力
強
い
見
方

で
あ
る
。
宗
教
民
俗
学
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
W

酬
に
付
与
さ
れ
た
神
都
性
は
、
キ
リ
ス
ト
教
位
非
の
中
で
は
、
設
後
に
残
さ
れ

た
民
俗
神
な
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
体
制
化
さ
れ
、
あ
る
い
は
支
配
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
股
史
的
役
割
を
柴
た
し

四
九

(
ω

)



五

O

(
ω〉

た
宗
教
に
対
し
て
、
呪
術
的
で
あ
り
、
非
科
学
的
な
安
は
と
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
ま
た
残
存
に
過
ぎ
な
い
状
況
で
あ
る
と
し
て
も
、

民
俗
の
中
の
普
思
に
分
開
閉
さ
れ
る
以
前
の
信
仰
と
し
て
の
性
格
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
a

い
さ
さ
か
窓
意
的
な
読
み
方
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
認
め
て
も
ら
え
そ
う
な
寛
容
さ
が
本
書
に
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
民
俗
と
い
う
世
界
の
性
栴
と
考
え
て
お
き
た
い
。
あ
る
い
は
、
ア
y
・
へ
リ

y
F
女
史
の
翻
訳
に
よ
っ
て
、
鮮
者
の
想
像
力

が
自
由
を
与
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

〈紙
谷
威
園
周
〉



一

編

一

集

一

一

後

一

位

一

V
「紀
婆
」
第
十
三
号
を
お
手
も
と
に
お
印
刷
け
い
た
し
ま
す
。
た
い
へ
ん
多
忙
な
中
を
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
ま
し
た
執

筆
者
各
位
に
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
諸
論
考
を
ど
判
別
抗
く
だ
さ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
な
ら
び
に

教訓
H
活
動
の
樹
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
望
外
の
幸
で
あ
り
ま
す
。

-v
こ
ん
に
ち
情
報
機
総
は
ま
す
ま
す
発
述
し
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
以
透
し
て
お
り
、
そ
れ
は
次
第
に
迷
皮
を
早

め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
際
社
会
も
飽
維
に
変
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
ラ
な
変
化
に
対
応
で
き
る
教
育
体
制
を

酎配
備
す
る
と
と
が
今
ま
さ
に
大
学
の
み
な
ら
ず
教
育
界

一
般
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
学
に
お
い
て
も
、
実
用
的

な
英
語
教
育
と
、
国
際
的
刷
出
野
に
た
っ
た
柔
軟
な
思
考
に
耐
え
う
る
語
学
能
h
H
を
養
成
す
る
教
育
諜
胞
を
編
成
す
る

た
め
、
教
員
聞
の
意
見
交
検
が
活
発
に
な
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
よ
り
良
い
国
際
的
教
養
婦
人
の
育
成
に
向
け
て、

本
学
の
教
育
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
「
紀
要
」
も
そ
の
ス
テ
ァ
プ
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
も
の
で
あ
り
た
い
と
望
ん
で
お
り
ま
す
。

V
い
う
ま
で
も
な
く
「
紀
一安
」
は
本
学
に
お
け
る
研
究
成
果
の
一
怖
を
発
表
す
る
場
で
あ
り
ま
す
。
「
紀
州
宜
」
を
過

し
て
、
た
が
い
に
研
究
内
容
を
深
く
理
解
し
、
学
び
あ
っ
た
り
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
.
さ
ら
に
研

究
交
抗
を
お
し
進
め
る
己
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
怠
味
で
も
、
ぜ
ひ
多
く
の

方
々
が
「
紀
前
広
」
に
ご
寄
付
刷
く
だ
さ
り
、
ま
た
「
紀
要
」
を
ど
活
問
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
切
望
し
て
お
り
ま
す
。

V
「紀
要
」
を
い
っ
そ
う
充
史
さ
せ
て
ゆ
く
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
研
究
論
文
の
ほ
か
エ

Y
セ
イ
、
研
究
教
背
活
動
報

告
、
合
野
な
ど
出
米
る
だ
け
多
出
的
な
内
容
を
泊
目
に
焔
峨
し
て
い
き
た
い
と
唱
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
巾
し
あ
げ
ま
す
。

「紀
型
」
制
集
委
只
会
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